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年  頭  所  感 年  頭  所  感 

石川県保険医協会

会長　高松　弘明
（金沢市・内科）

未入会の先生へ 

保険医協会は 
国民医療の充実と 
保険医の生活を守ります。 

　本号は保険医協会未入会の先生方 
にもお届けしました。 
　この機会にぜひ入会をご検討下さい。 

　お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、 
ご返送下さい。 

◎会　費（月額） 

◎入会金　な　し 

◎連絡先 

石川県保険医協会 
電話(076)222－5373

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 
開業医　4,500円／勤務医　3,800円 

〒920-0902 金沢市尾張町１丁目９番11号 
 （尾張町レジデンス２Ｆ） 

入会の方法は

保険医協会にぜひご入会下さい！ 

医科　695人、歯科　268人 

会員数　963人 

石川県保険医協会 
第29回 

定期総会のお知らせ 

石川県保険医協会 
第29回 

定期総会のお知らせ 

※詳しくは、後日改めてご案内します。 

・ 午後5時～6時　　総会議事 
・ 午後6時～7時半　記念講演 

金沢都ホテル  5階会議室 

2003年3月15日（土） 

高山  一夫氏 
（福井医科大学助教授） 

と　き 

ところ 

記念講演 

医療における市場原理は 
何をもたらすか〈仮題〉 

演　題 

講　師 
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根拠のない廃止理由に異議あり 
谷本知事、69歳医療費助成制度の廃止を表明 谷本知事、69歳医療費助成制度の廃止を表明 

廃止ではなく、むしろ拡充すべき 
谷本知事の議会答弁翌日に、保険医協会から要望書を提出 

根拠のない廃止理由に異議あり 
石川県は1970年の制度創設から32年間続いてきた老人医療費助成制度（県の制度は69歳対象、県内7自治体が対象年齢を拡大）を今年度限りで廃止す

る方向で検討しています。12月12日に石川県議会定例会にて谷本正憲知事は「高齢者の経済状況が制度創設に比べて豊かになっており、老人医療費助成制
度の意義が薄れてきた」と同制度を廃止する意向を表明しました。＜資料１＞
老人医療の負担増が10月から実施され、高齢者の悲鳴が広がっています。これに追い打ちをかけるように老人医療費助成制度の廃止を検討している石川
県の姿勢は重大です。県の制度が廃止になると、上乗せして65歳以上など対象年齢を拡大している辰口町や内灘町等にも重大な影響を及ぼします。
老人医療費助成制度は老人福祉法成立を契機に疾病を早期に発見し、早期治療を実現するなど高齢者の健康を守るために医療へのアクセスを確保するため
に地方自治体から開始されたものです。そして東京都、京都府などの実施に伴い、国の老人医療無料制度として発展していったものです。制度創設の趣旨か
らみれば、老人医療の度重なる改悪から県民の負担を軽減し、県民の健康や福祉を守る施策を一層拡充することこそ地方自治体の果たす役割です。県の助成
対象者は9,501人、助成額は211,406千円（平成13年度実績）になっています。
石川県保険医協会では県単独事業の老人医療費助成制度を守り発展させるため、県当局の意向をいち早く医療関係団体、市町村、住民諸団体に伝え、県知
事に「制度存続」を働きかけています。

2002年12月13日
石川県知事　谷本正憲　様
石川県健康福祉部部長　奥村二郎　様

石川県保険医協会
会長　高松弘明

69歳医療費助成制度の廃止発言の撤回と
同制度の継続・拡充を求める緊急要望書

12月12日、谷本正憲知事は県議会一般質問において、「県単独の69歳医療費助成制度は、必要
な経過措置は設けながらも、基本的には今年度限りで廃止をする」と言明しました。知事は廃止
する理由として、①「健康増進法制定に伴い病気になる前の健康づくり対策に施策の重点を置く」、
②「助成制度制定時と比べて高齢者の経済状態が豊かになった」、③「国の老人医療の対象年齢
が75歳に引き上げられる」、の３点を挙げ、「69歳医療費助成制度の意義は薄れてきている」とし
ています。しかしながら、本当にこの助成制度の意義は薄れてしまったのでしょうか。
①については、県民の健康づくりを増進する施策そのものは大いに進めるべきです。しかしな
がら、この施策を進めるかわりに助成制度を廃止するというのは理解に苦しみます。疾病予防に
努めることも、治療が必要な人に医療機関にかかりやすくすることも、「どちらも」必要なこと
であり、予防か治療かどちらかを重点施策として選ぶべきものではありません。老人保健法第１
条において、「疾病の予防、治療、機能訓練等の保健事業を総合的に実施し、もって国民保健の
向上及び老人福祉の増進を図ることを目的とする」とうたわれていることからも明らかなように、
予防と治療は総合的に実施されるべきものであり、この原則は健康増進法の制定によってその意
味が変わるものではありません。
次の②については、高齢者が本当に豊かであるか検討しなければなりません。厚労省の「99年国
民生活基礎調査」によれば、高齢者世帯（65歳以上の高齢者のみ、またはこれに18歳未満の未婚の
子供が加わった世帯）の年間「平均」所得は328万9,000円ですが、最多層の所得は100万円から200
万円の層で約30％が占めます。生活保護基準を下回る世帯が約４割、平均所得未満の世帯が約６割
を占めます。こうした状態で、どうして高齢者の経済状態は豊かになったと言えるのでしょうか。
最後に③について、確かに本年10月から老人医療の対象年齢は75歳に引き上げられました。し
かし、患者負担については70歳を境に負担割合が異なっており、この点は従来どおり変更があり
ませんでした。69歳は３割、70歳以上は１割（一定以上所得者は２割）とそれぞれの負担割合が
異なっていることを考えると、引き続きその差額を助成する意義は薄れているわけではありませ
ん。しかも、この10月から老人医療の患者負担上限額が大幅に引き上げられました。69歳医療費
助成制度も当然この制度改定と連動しますので、県の助成額は減りこそすれ増えることはないの
です。県の財政支出が増加するのならともかく、減少することになるこの制度を、いま廃止する
理由はどこにも見当たりません。
以上のことから、知事が答弁で示した理由は、どれも助成制度を廃止する根拠にはならないと
思われます。
石川県の高齢者医療費助成制度は、1970年に80歳以上を対象にした制度として発足しました。
その後1971年には対象年齢を75歳以上に拡充し、さらに全国の自治体で医療費助成制度が相次い
で制定されるなか、ついには1973年の国の老人医療費無料制度の創設へとつながったのです。
「地方の施策が国を動かした」歴史に残る取り組みが、この助成制度なのです。しかも、この取
り組みは、国が制度を創設したことで終わりになったわけではありませんでした。「国が70歳以
上ならば県はさらに69歳の人を助成しよう」として生まれたのが、現行の「69歳医療費助成制度」
なのです。「地方主権」が声高に叫ばれている現在において、この制度の持つ意義は歴史的にも
大きなものと言わざるを得ません。
10月1日からの老人保健法改定による患者負担増に伴い、治療の中断を余儀なくされるなどの
深刻な影響が起こっています。このような時だからこそ、地方自治体の役割が改めて問われます。
国の方に顔を向けて国の「医療制度改革」に追随するのか、県民・住民の方に顔を向けて、住民
の命とくらしを守るために全力をつくすのか、まさに地方自治の本旨が問われているのです。
以上の見解から、私たちは県民のいのちと健康に責任を持つ貴職に対し、次の事項を強く要望
します。

記
一、69歳医療費助成制度を今年度限りで廃止するとの知事の発言の撤回と、同制度を継続・拡充
すること。

（事務局連絡先）〒920－0902 金沢市尾張町1丁目9番11号　石川県保険医協会
電話 076－222－5373 FAX 076－231－5156

石川県議会平成14年定例会における谷本知事の答弁 

谷本正憲知事の答弁 
県単独の老人医療助成制度についてのご質問がございま
した。昭和48年度に県単独の69歳老人医療費助成制度を設
けまして、69歳の方々も老人医療の対象年齢である70歳以
上の方々と同じ負担で医療を受けるようにしたところです。
しかし、いま国のほうでは、医療保険制度改革の一環とし
て健康増進法を制定して、病気になる前の健康づくり対策
の充実に施策の重点を置くということ。二つには、高齢者
の経済状態がこの県単独事業が制定をされた48年当時と比
べて豊かになっており、平均寿命が延びてきたこと。三つ
には、国が老人医療の対象年齢を70歳からさらに引き下げ
るというのではなく、70歳から段階的にですが75歳に引き
上げるという方向が明らかにされたこと、そして、75歳以
上の高齢者に対する県費負担がこれから増加していく状況
にあります。 
こういったことを考えますと、老人保健法の対象年齢を
1歳前倒しして助成するという現行の69歳医療費助成制度
の意義は薄れてきているのではないかと、考えているわけ
であります。このため、この県単独事業は必要な経過措置
は設けながらも、基本的には今年度限りで廃止をして、広
く高齢者を対象とした健康づくりや生きがいづくりなどの
事業に施策の重点を置くという施策転換をはかることが適
当ではないかと、このように考えているわけであります。
（後略） 

12月12日、石川県議会にて山田憲昭県会議員（自民党）の
質問に答えて、谷本正憲知事は「69歳医療費助成制度を今年
度限りで廃止する」意向を表明しました。 

資料1

1969年（昭和44年）能美郡４町で老人医療費助成　85歳以
上（10割給付）

1970年（昭和45年）石川県老人医療費助成　80歳以上
金沢市老人医療費助成　80歳以上
９割給付　対象2,300人

1971年（昭和46年）石川県　75歳以上に拡充　
対象2万3,500人　予算１億円
金沢市　75歳以上に拡充　5,800人
予算6,500万円

1972年（昭和47年）6月 金沢市　70歳以上に拡充（９割給付）
寺井町　70歳以上に拡充（10割給付）

7月 辰口町　65歳以上に拡充（10割給付）
1973年（昭和48年）1月 国の老人医療無料制度が創設

4月 石川県　69歳以上に拡充
金沢市　69歳以上に拡充
寺井町　68歳以上に拡充

1985年（昭和61年）石川県が老人医療費助成制度を現物給
付から償還払いに改悪

谷本知事の議会答弁翌日に保険医協会が提出した要望書

石川県の老人医療費助成制度の創設経過 資料2
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医
療
制
度
を
よ
く
す
る
石
川

い
の
ち
を
守
る
会
（
県
保
険
医

協
会
な
ど
八
団
体
）
主
催
の

「
医
療
費
負
担
増
の
見
直
し
を

求
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
十

一
月
三
十
日
午
後
、
県
教
育
会

館
で
行
わ
れ
、
約
八
十
人
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

県
保
険
医
協
会
の
高
松
弘
明

会
長
は
「
医
療
費
負
担
増
の
実

施
で
、
国
民
が
医
療
を
受
け
に

く
く
な
っ
て
い
る
。
恐
れ
て
い

た
事
態
だ
。
こ
れ
以
上
の
負
担

増
を
や
め
さ
せ
、
負
担
そ
の
も

の
が
な
く
な
る
よ
う
に
、
国
民

が
主
体
と
な
っ
て
医
療
や
福
祉

を
良
く
す
る
運
動
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
本

日
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
運
動

の
方
向
を
話
し
合
い
た
い
」
と

開
会
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

高
松
会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
努
め
、
次
の
四
人
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

奥
護
氏
（
自
交
総
連
石
川
地

連
委
員
長
）
は
「
タ
ク
シ
ー
労

働
者
か
ら
み
た
医
療
保
険
改

悪
」
と
題
し
て
、「
十
月
の
負

担
増
で
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た

お
年
寄
り
か
ら
『
窓
口
払
い
が

三
倍
に
な
り
、
目
の
前
が
真
っ

暗
に
な
っ
た
』『
年
寄
り
は
こ

の
世
に
い
ら
ん
と
い
う
こ
と

か
』
と
い
う
悲
し
い
会
話
が
出

さ
れ
る
。
自
交
総
連
石
川
地
連

は
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事

業
を
活
用
し
た
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
金
沢
市
に
『
高

齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
』
の

創
設
を
求
め
て
交
渉
を
行
っ
て

き
た
。
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
も

借
り
て
、
な
ん
と
し
て
も
実
現

し
た
い
。
タ
ク
シ
ー
の
規
制
緩

和
で
『
金
沢
は
過
当
競
争
ど
こ

ろ
か
、
も
は
や
地
獄
』
と
い
わ

れ
る
中
、
就
業
中
の
死
亡
な
ど

労
働
者
の
健
康
破
壊
は
大
変
な

状
況
だ
。
医
療
改
悪
が
さ
ら
に

追
い
打
ち
を
か
け
る
。
労
働
者

や
労
働
組
合
が
、
社
会
保
障
を

守
り
拡
充
さ
せ
る
運
動
の
先
頭

に
立
つ
時
だ
。
国
民
健
康
保
険

の
問
題
も
、
正
面
か
ら
取
り
あ

げ
る
必
要
が
あ
る
。
春
闘
に
む

け
、
職
場
・
地
域
か
ら
悪
政
の

転
換
を
迫
る
〝
草
の
根
〞
の
運

動
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

土
谷
慶
昭
氏
（
県
糖
尿
病
協

会
副
会
長
）
は
「
患
者
か
ら
み

た
医
療
保
険
改
悪
の
影
響
に
つ

い
て
」
の
報
告
で
、「
糖
尿
病

は
二
種
類
あ
る
が
、
四
十
代
後

半
か
ら
五
十
代
で
発
病
す
る
人

が
多
く
、
一
旦
発
病
す
る
と
死

ぬ
ま
で
病
院
に
通
わ
な
い
と
い

け
な
い
。
私
は
十
八
歳
か
ら
会

社
に
勤
め
、
い
ま
七
十
歳
に
な

っ
て
も
保
険
料
を
払
い
つ
づ
け

て
い
る
。
か
つ
て
健
保
本
人
は

無
料
だ
っ
た
が
、
一
割
、
二
割

と
負
担
が
増
え
、
今
度
は
三
割

だ
。
私
自
身
、
こ
の
十
月
か
ら

毎
月
の
負
担
が
八
百
円
ほ
ど
増

え
た
。
年
金
は
下
が
る
、
介
護

保
険
料
は
あ
が
る
、
あ
げ
く
の

は
て
は
消
費
税
ま
で
上
げ
よ
う

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
小
泉
流

の
『
三
方
一
両
損
』
は
患
者
、

国
民
、
医
療
機
関
に
負
担
増
を

お
し
つ
け
、
国
と
製
薬
会
社
は

一
両
も
損
し
て
い
な
い
。
保
険

料
を
か
け
て
い
れ
ば
、
窓
口
負

担
は
な
い
と
い
う
の
が
本
来
の

姿
で
は
な
い
か
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
保
険
料
も
払
え
な
い
人
が

増
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
な
れ
ば
国
は
沈
没
す

る
。
国
民
に
負
担
を
お
し
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
政
府
こ
そ
無

駄
遣
い
を
や
め
る
べ
き
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。

　 

医
療
費
負
担
増
の
見
直
し
を
求
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

す
で
に
恐
れ
て
い
た
受
診
抑
制
が 

国
民
の
手
で
、医
療
・
福
祉
の
前
進
を 

金
沢
社
会
保
障
推
進
協
議
会 

事
務
局
長 

児
玉
　
一
八 

医
療
費

医
療
費
が 

十
倍
十
倍
に
な
っ
た 

患
者
患
者
さ
ん
も 

医
療
費
が 

十
倍
に
な
っ
た 

患
者
さ
ん
も 

元
秋
円
さ
ん
（
城
北
ク
リ
ニ

ッ
ク
事
務
職
員
）
は
「
医
療
機

関
で
で
き
る
医
療
費
負
担
軽
減

の
と
り
く
み
」
で
、「
十
月
の

負
担
増
は
、
症
状
が
重
い
人
ほ

ど
負
担
が
重
く
な
る
。
当
院
の

試
算
で
も
平
均
三
・
五
倍
の
負

担
増
で
、
在
宅
酸
素
の
あ
る
患

者
さ
ん
は
約
十
倍
に
な
っ
た
。

年
金
で
ほ
そ
ぼ
そ
と
生
活
し
て

い
る
高
齢
者
に
と
っ
て
、
負
担

の
跳
ね
上
が
り
は
深
刻
だ
。
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
や
高
額
療
養
費

受
領
委
任
、
老
人
医
療
の
低
所

得
者
認
定
な
ど
の
制
度
活
用
を

す
す
め
る
こ
と
に
し
、『
い
つ

で
も
相
談
に
』
と
お
知
ら
せ
し

て
き
た
。
全
職
員
が
協
力
し
て

『
こ
の
方
は
ど
ん
な
制
度
が
活

用
で
き
る
か
』
を
調
べ
、
本
人

と
と
も
に
申
請
手
続
き
を
し

て
、
何
人
か
の
方
で
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
申
請
手
続
き
の
煩
雑
さ
や

い
っ
た
ん
支
払
っ
て
償
還
を
受

け
る
な
ど
、
制
度
は
あ
っ
て
も

使
い
づ
ら
い
こ
と
を
実
感
し

た
。
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で

済
む
『
受
領
委
任
払
い
』
へ
の

改
善
も
急
が
れ
る
。
困
っ
た
こ

と
は
い
つ
で
も
相
談
に
の
れ
る

事
務
職
員
に
な
り
た
い
」
と
報

告
し
ま
し
た
。

神
田
順
一
氏
（
県
保
険
医
協

会
事
務
局
長
）
は
「
県
下
市
町

村
の
高
額
医
療
費
制
度
等
の
実

態
調
査
か
ら
」
と
題
し
て
、

「
十
月
か
ら
の
高
齢
者
の
負
担

増
に
伴
い
、
高
額
医
療
費
・
高

額
療
養
費
制
度
の
対
象
者
の
増

加
が
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
制
度
は
償
還
払
い
の
た

め
、
手
続
き
が
た
い
へ
ん
煩
雑

だ
。
法
案
審
議
で
も
問
題
と
指

摘
さ
れ
、
厚
労
省
は
九
月
、
支

給
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
な
ど

『
申
請
の
負
担
軽
減
』
策
を
示

し
た
。
県
保
険
医
協
会
は
十
月

に
、
申
請
手
続
き
と
高
額
療
養

費
受
領
委
任
制
度
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
十
日
間
で

全
市
町
村
か
ら
回
答
を
得
た
。

各
自
治
体
担
当
者
に
集
計
結
果

も
知
ら
せ
な
が
ら
、
具
体
的
な

改
善
を
求
め
た
こ
と
が
功
を
奏

し
て
き
て
い
る
。
各
市
町
村
で

受
領
委
任
制
度
の
対
応
が
マ
チ

マ
チ
で
、
活
用
が
不
十
分
な
実

態
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
背

景
に
受
領
委
任
を
好
ま
し
く
思

わ
な
い
国
と
、
そ
れ
に
追
随
し

た
県
の
頑
な
な
姿
勢
が
あ
る
。

輪
島
市
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
手
続
き
簡
素
化
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
ひ
き
つ
づ
き
制
度
改

善
に
と
り
く
み
た
い
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

や
後
発
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る

医
療
費
節
減
な
ど
、
フ
ロ
ア
か

ら
活
発
な
発
言
が
相
次
ぎ
、
金

沢
北
健
康
友
の
会
の
鍋
野
正
道

会
長
が
締
め
く
く
り
の
あ
い
さ

つ
を
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

補
完
代
替
医
療
（
ほ
か
ん

だ
い
た
い
い
り
ょ
う
）と
は
、

﹇
現
代
西
洋
医
学
領
域
に
お

い
て
、
科
学
的
未
検
証
お
よ

び
臨
床
未
応
用
の
医
学
・
医

療
体
系
の
総
称
で
あ
り
、
通

常
の
医
学
校
で
は
講
義
さ
れ

て
い
な
い
医
学
分
野
で
、
通

常
の
病
院
で
実
施
し
て
い
な

い
医
療
﹈
の
こ
と
で
す
。
補

完
代
替
医
療
の
範
囲
は
広

く
、
世
界
の
伝
統
医
学
は
も

ち
ろ
ん
、
ハ
ー
ブ
療
法
、
ビ

タ
ミ
ン
・
微
量
元
素
等
の
サ

プ
リ
メ
ン
ト
、
栄
養
補
助
食

品
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
、
食

事
療
法
、精
神
・
心
理
療
法
、

温
泉
療
法
、
音
楽
療
法
等
々

す
べ
て
が
包
含
さ
れ
て
い
ま

す
。

米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ａ

Ｍ
（
国
立
補
完
代
替
医
療
セ

ン
タ
ー
）
に
遠
く
及
ば
な
い

も
の
の
、
わ
が
国
で
は
公
的

研
究
組
織
と
し
て
、
二
〇
〇

二
年
三
月
に
金
沢
大
学
に
補

完
代
替
医
療
学
講
座
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

当
教
室
で
は
現
在
、
機
能

性
食
品
の
開
発
、
食
品
の
血

液
レ
オ
ロ
ジ
ー
学
的
分
析
、

ハ
ー
ブ
、
各
種
生
薬
を
含
む

食
品
群
、
ビ
タ
ミ
ン
、
微
量

元
素
に
よ
る
癌
の
化
学
予

防
、
赤
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

光
照
射
と
Ｎ
Ｋ
活
性
、
補
完

代
替
医
療
の
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
集

積
・
解
析
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

東
京
医
科
大
学
の
蒲
原
先

生
の
日
本
に
お
け
る
代
替
医

療
調
査
（
対
象
者
三
千
百
二

十
三
人
）
結
果
に
よ
る
と
、

代
替
医
療
の
う
ち
最
も
利
用

さ
れ
て
い
た
の
は
、
健
康
補

助
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
）

四
二
％
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
三

一
・
二
％
、
レ
フ
レ
ク
ソ
ロ

ジ
ー
二
〇
・
二
％
、
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
一
四
・
六
％
、
指

圧
一
三
・
二
％
、
ハ
ー
ブ
一

〇
・
二
％
、
市
販
漢
方
薬
一

〇
・
二
％
、整
体
八
・
八
％
、

鍼
灸
五
・
三
％
、
温
泉
療
法

五
・
三
％
、
磁
気
治
療
五
・

二
％
な
ど
で
し
た
。

さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
の

が
ん
の
代
替
療
法
に
関
す
る

研
究
班
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

癌
専
門
病
院
や
ホ
ス
ピ
ス
に

通
う
三
千
九
十
四
人
の
う
ち

四
四
・
六
％
が
何
ら
か
の
代

替
療
法
を
利
用
し
て
お
り
、

利
用
し
て
い
る
代
替
療
法
で

は
健
康
補
助
食
品
（
サ
プ
リ

メ
ン
ト
）
が
八
九
・
六
％
と

際
立
っ
て
い
る
こ
と
も
判
明

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
健
康
補
助
食
品
に

Ｅ
Ｂ
Ｍ
が
な
い
な
ら
ば
無
視

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

が
、
実
際
に
は
Ｅ
Ｂ
Ｍ
が
揃

っ
て
お
り
、
他
国
で
は
薬
と

し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
食
品

ま
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
医
療
従
事
者

は
、
圧
倒
的
な
国
民
の
ニ
ー

ズ
を
有
す
る
こ
れ
ら
食
品
に

対
し
て
正
面
か
ら
向
き
合
う

時
代
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

代
替
医
療
に
関
す
る
更
な

る
情
報
は
、
N
C
C
A
M

（h
ttp
://n
ccam

.n
ih
.g
ov
/

）,

日
本
補
完
代
替
医
療
学
会

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.jc
a
m
-

net.jp/

）
に
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
紙
二
月
号
か

ら
三
回
に
わ
た
り
、
実
践
的

な
代
替
医
療
に
つ
い
て
連
載

し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（その43） 

補完代替医療の現況 

鈴木　信孝 

金沢大学大学院医学系研究科 
補完代替医療学講座研究室長 

●
●
●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
●
●

コーディネーターの高松弘明会長（右）とパネラーの
神田事務局長（右から２番目）
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１．保険者 政府管掌健康保険

２．年　齢 71歳（男性）

３．診療月 平成14年７月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成14年９月

５．病名・診療開始月

（1）肺癌の疑い 平成14年７月13日

６．該当月の診療実日数　　２日

＜主治医の意見＞
喀痰細胞診３回（３日間連続）を２回に査定された。

喀痰細胞診は重要かつ侵襲のない検査であり、また検体の性質上、十分

な量の痰が含まれない可能性があること等も踏まえて、一般に３日間連続

で早期の喀痰を採取し検査するものです。特に過剰とは考えられません。

＜保険医協会のコメント＞
第181例は、肺がん疑いの傷病名で喀痰細胞診を３回算定したら１回分

査定されたという事例です。

肺がんの疑われる患者に３回連続で喀痰細胞診をすること自体何の問題

もないと考えられますので、査定理由は別のところにあることになります。

レセプトを見ますと、当月実日数は２日となっています。このことから、

３回の細胞診の算定のうち、少なくとも１回は１日に２つの検体があるこ

とになります。一方、診療報酬点数表によりますと、細胞診検査では、

「同一または近接した部位より、同時に数検体を採取して検査を行った場

合であっても、１回として算定する」とする規定（平14.３.８.保医発

0308001，平14.３.29保医発0329001）があります。

本件では、上記規定が適用され、同時に同一部位よりの２検体として見

なされ、１回分の算定とされたものです。

この規定を知っていれば、３回の喀痰細胞診では、３日間毎日喀痰を届

けてもらい、その都度診察をして実日数、診察回数ともに３日として算定

するか、本件のように、診察日数が２日であっても、このほかに、１日は、

検査のみの来院で実日数を３日としてその旨コメントを入れる（初診また

は再診に付随する一連の行為の取り扱い－ウ）などの対応がとられたもの

と思われます。

今回はコメントというより、査定された理由を記載することになりまし

た。診察無しで検査のみの来院が１回あったとして再審査請求しても復活

は難しいように思われます。

１．保険者 金沢市国民健康保険

２．診療月 平成14年８月

３．過誤調整連絡書の発行月：平成14年９月

４．病名・診療開始月

（1）胃炎 平成12年２月22日

＜主治医の意見＞
８月診療分でセルベックスとガスターを査定されました。

内服セルベックス 3Ｔ→2Ｔ

内服ガスター 20→10 過剰

はじめてのことなのですが、基準が変わったのでしょうか。お教えいた

だけませんか。よろしくお願いします。

＜保険医協会のコメント＞
第182例は６カ月以上前から治療している胃炎、慢性胃炎に胃粘膜保護

剤セルベックスを３錠投与したところ、２錠に減額査定された事例です。

胃炎の投薬については、従来から問題点が多く、特に、Ｈ２ブロッカー

に関しては、石川県医師会より、一定のルールが示されています。しかし、

胃粘膜保護剤に関しては、正式に公表されているのは、「（１）NASAIDS

与時の胃保護剤としては、防御因子のものを用いること。（２）防御因子

増強剤の投与剤数は、Ｈ２ブロッカーまたはＰＰＩと胃炎胃潰瘍治療剤の

合計３剤程度とする」の２件のみであります。しかし、金沢市医師会だよ

り500号（平成14年２月28日発行）によりますと、平成13年12月15日の石

川県医師会社会保険委員会では、「慢性胃炎の病名で６カ月以上経過のも

のについては、ムコスタ、セルベックス等の粘膜保護剤も半量あるいは３

分の２の量に査定されます」と記載されており、この時点で、胃粘膜保護

剤の投与については、保険医に対する石川県医師会からの正式情報のない

ままＨ２ブロッカーと同様な審査になっていたことになります。（不思議

なことに、この社会保険委員会を報道する石川医報1268号（平成14年２月

１日発行）には、胃粘膜保護剤に関する記事はありませんし、この委員会

の開催後に出された社保国保審査委員合同協議会結果等にもこれに関する

記載はありません）

一方、このことについて、当会から石川県医師会社会保険部に対して問

い合わせたところ、「平成11年度から支払基金では、"慢性胃炎の急性増悪

期に適応のある抗潰瘍剤のうち胃粘膜保護剤は開始日より６カ月を超える

と半量に査定されます"という内規がある。これまでは、205円ルールに隠

れて見えなかったものが、４月以降表面化したものだ」という回答が返っ

てきています。

こういう訳で、金沢市医師会会員は、205円ルールがなくなる前に医師

会だより500号をみた時点で、胃粘膜保護剤に関する審査情報を得られた

わけですが、金沢市医師会員以外の保険医は、（地区医師会での情報伝達

がなかったとすれば）この情報に接する機会がなかったわけです。そして、

聞くところによりますと、この査定情報を重大視した、該当製薬メーカー

のＭＲが情報を医療機関にふれ回ったとも言われています。

何の案内も無しに、胃粘膜保護剤の審査条件をＨ２ブロッカーに準ずる

ように変更することは、査定理由が「漫然とした投与に該当する」という

ものであったとしても、便乗査定の疑いをもたれても致し方がないように

思えます。

今年のように205円ルールが廃止されるような大きな変動がある時期に

は、審査条件が変わる前段階で、保険医に対して何らかの案内が必要と思

われます。そうすれば今回のような査定事例は出てこなかったように思え

てなりません。石川県医師会社会保険委員会、社保国保審査委員合同協議

会におかれましては、今後、いっそうのきめ細かな情報提供をお願いした

いものです。

＜追記＞本件では、胃炎の病名で、ガスター20mg１日１回投与が10mg１

日１回に減額査定されていますが、平成14年７月19日付　石医業発第104

号社保・国保審査委員小委員会結果５）に明記されているので割愛しまし

た。

6カ月以前から慢性胃炎にセルベックスを投与して、 
減額査定された事例 

＜第182例＞ 

肺がんの疑いで喀痰細胞診を3回算定したら1回分 
査定された事例 

＜第181例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失
した場合や追加が必要な場合は、保険医協会までご請求下さい。 

納得のいかない返戻、査定は 

『保険審査通信』 
「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場合

に会員医療機関からお知らせいただき、保険医協会が『石川保険

医新聞』を通してコメントを掲載しています。 

会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得できない返

戻・査定の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送りください。 

ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６ 
E-mail iskw-hok@doc-net.or.jp

でお知らせください 
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第
四
回 

会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
理
念
か
ら 

 
最
新
専
門
医
療
の
紹
介
ま
で 

理
事
　
小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

十
一
月
二
十
六
日
（
火
）
、

金
沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

「
第
四
回
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講

演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催

さ
れ
た
。

ご
存
じ
の
通
り
こ
の
企
画

は
、
比
較
的
最
近
に
開
業
医
に

な
っ
た
新
し
い
会
員
三
人
に

「
ど
う
い
う
夢
を
感
じ
て
開
業

医
に
な
っ
た
の
か
」「
こ
れ
ま

で
の
足
跡
と
こ
れ
か
ら
何
を
し

た
い
の
か
」
を
約
二
十
分
ず
つ

ご
講
演
い
た
だ
き
、
最
後
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
参
加
者
と

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
会
員
が
お
互
い
に
刺
激
し

合
い
、
親
睦
を
深
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

演
題
一
は
、
内
科
の
早
川
浩

之
氏
（
金
沢
市
）
に
よ
り
「
患

患
者
中
心
の 

医
療
理
念
で 

者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
氏
の
医

療
に
対
し
て
掲
げ
た
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
理
念
そ
の
も
の
で
あ
り
、

丁
寧
に
語
ら
れ
る
五
つ
の
ポ
リ

シ
ー
は
、
わ
れ
わ
れ
医
師
が
つ

い
忘
れ
が
ち
に
な
る
患
者
中
心

の
医
療
を
決
意
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。「
ス
タ
ッ
フ
に
会
う
の

が
楽
し
み
」「
ま
た
来
た
く
な

る
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
ご
く

当
た
り
前
の
こ
と
を
、
初
心
に

帰
っ
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
計

か
ら
予
約
制
の
診
療
形
態
、
月

一
回
開
催
さ
れ
る
糖
尿
病
教
室

ま
で
、
き
め
細
か
に
実
現
し
て

お
ら
れ
る
行
動
力
と
周
到
さ
に

脱
帽
さ
せ
ら
れ
た
。
二
十
年
も

の
間
、
公
立
病
院
の
最
高
責
任

者
と
し
て
指
揮
を
執
っ
て
こ
ら

れ
た
氏
が
、
さ
ら
に
一
歩
上
の

医
療
の
あ
り
方
と
し
て
示
さ
れ

た
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
姿
は
感
銘
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。

演
題
二
は
、
外
科
・
小
児
科

の
北
谷
秀
樹
氏
（
高
松
町
）
に

よ
っ
て
「
脱
専
門
│
ち
ょ
っ
と

ヘ
ソ
ま
が
り

│
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
小
児
外
科
と
い
う

特
殊
な
分
野
で
数
々
の
功
績
を

上
げ
ら
れ
た
氏
が
、
自
ら
の
専

門
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、「
町
医

者
」
の
開
業
と
い
う
一
大
決
心

を
ど
の
よ
う
に
実
現
に
向
け
て

遂
行
し
て
い
っ
た
か
を
中
心
に

語
ら
れ
た
。
氏
が
経
験
し
た
こ

の
プ
ロ
セ
ス
は
、
病
院
で
専
門

分
野
に
明
け
暮
れ
る
勤
務
医
で

こ
れ
か
ら
開
業
を
考
え
て
み
た

い
と
い
う
方
が
聴
か
れ
た
な
ら

ば
、
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ク
リ
ニ

ッ
ク
へ
は
、
過
去
に
手
が
け
た

先
天
性
の
小
児
外
科
関
連
疾
患

（
二
分
脊
椎
、
肝
臓
移
植
後
患

者
な
ど
）の
患
者
が
成
人
し
て
、

今
も
遠
方
か
ら
氏
を
頼
っ
て
訪

ね
て
来
る
そ
う
で
、
そ
の
数
は

決
し
て
全
体
か
ら
見
れ
ば
多
く

は
な
い
も
の
の
、
き
っ
と
氏
に

と
っ
て
日
常
診
療
の
「
元
気
の

素
」
で
あ
る
に
相
違
な
く
、
参

加
者
も
目
頭
を
熱
く
し
て
聞
き

入
っ
て
い
た
。

演
題
三
は
、
辰
口
町
で
内

科
・
外
科
・
泌
尿
器
科
を
開
業

す
る
西
川
忠
之
氏
に
よ
り
「
当

院
の
在
宅
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
療
法
に
つ

い
て

│
そ
の
現
状
と
展
望
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。「
透
析
を
必
要
と
す
る
患

者
は
千
人
に
一
〜
一
・
五
人
い

る
は
ず
だ
か
ら
、
辰
口
町
に
は

二
十
〜
二
十
六
人
い
る
は

ず
・
・
・
」で
始
ま
る
講
演
は
、

腹
膜
透
析
に
か
け
る
情
熱
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
（
腹
膜
透
析
）
は
残

存
腎
機
能
を
比
較
的
長
期
間
保

持
し
、
患
者
の
在
宅
医
療
実
現

専
門
医
療
を 

地
域
医
療
で 

透
析
医
療
の 

情
熱
に
ふ
れ
て 

の
有
力
な
手
段
と
し
て
第
一
選

択
と
す
べ
き
透
析
方
法
で
あ

り
、
氏
は
地
域
に
お
い
て
そ
れ

を
啓
蒙
し
普
及
す
る
こ
と
に
天

命
を
見
い
だ
し
、
開
業
し
た
と

言
っ
た
ら
大
げ
さ
で
あ
ろ
う

か
。
す
で
に
病
院
勤
務
医
時
代

に
将
来
の
地
域
医
療
を
思
い
描

き
、
開
業
医
に
な
っ
て
さ
ら
に

自
分
の
専
門
分
野
を
活
か
し
て

地
域
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う

ス
タ
イ
ル
は
、
こ
れ
か
ら
の
開

業
医
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
法
（
二

段
階
導
入
法
）
や
サ
イ
ク
ラ
ー

（
自
動
腹
膜
透
析
装
置
）
な
ど
、

最
新
の
方
法
に
よ
る
自
験
例
の

紹
介
も
あ
り
、
こ
の
会
員
デ
ビ

ュ
ー
講
演
会
が
実
地
医
家
に
よ

る
実
地
医
家
の
た
め
の
、
最
新

医
学
研
修
の
絶
好
の
場
で
も
あ

る
と
実
感
し
た
。

今
回
も
前
回
同
様
、
こ
じ
ん

ま
り
と
二
十
人
程
度
の
参
加
者

で
は
あ
っ
た
が
、「
こ
れ
か
ら

の
開
業
医
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
」
の
い
く
つ
か
の
方
向
性
を

指
し
示
す
有
意
義
な
も
の
と
な

っ
た
。
三
人
の
演
者
に
は
保
険

医
新
聞
二
月
号
よ
り
発
表
内
容

の
ご
執
筆
を
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

│
二
月
号
よ
り
、
三
人
の
演
者
に
よ
る
講
演
録
が
連
載
さ
れ
ま
す
。

│

歯科 サタデイナイトセミナーのご案内 歯科 サタデイナイトセミナーのご案内 

＜話題＞ 
Ａ．患者に対する疑問 
1. 患者の眼内に薬物や異物が入ったときの対処 
2. 全身疾患があるときの見え方 
・糖尿病など全身疾患を有する患者さんがど
んなふうに見えるのか 
・ブラッシング指導時に歯肉や赤染めがきち
んと見えているのか 
・視野がどのくらい狭くなるのか 

・色の識別はどのくらいか 
・どの色が見えにくくなるのか 
3. 目から分かる全身疾患 

Ｂ．歯科医師自身の目について 
1. 歯科治療中の眼内への異物やレーザーの影響 
2. 老化現象としての老視と白内障 
3. 近視に対するレーザーによる屈折矯正手術 

Ｃ．眼科の最新情報 

テーマ 歯科医師のための最近の眼科 
講　師 うしむら眼科クリニック院長　牛村　繁先生 

と　き 2003年3月1日（土）　午後7時～午後9時 

ところ 金沢都ホテル 5階能登の間 
歯科と眼科とは、鼻を隔てて近い領域の治療である。患者のみならず、歯科医師にとって、治療時
の目の影響が危惧される。実際の歯科治療時に起こりうる問題点、対処法、治療法について講演して
いただく予定です。この機会に聞きたいことや疑問がありましたら事前にメール、ファックスでお知
らせください。多数の参加をお待ちしています。 

ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６／E-mail iskw-hok@doc-net.or.jp

パネラーは、左から早川浩之、北谷秀樹、西川忠之各会員

20人が参加して開かれた第４回会員デビュー講演・シンポジウム
（11月26日・金沢都ホテル）
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と　き 

ところ 

チケット 

雨宮 知子コンサート 

♪うさぎ追いしかのやま  こぶなつりしかの川♪ 

【こころのふるさと】 

雨宮 知子コンサート 雨宮 知子コンサート 雨宮 知子コンサート 
昔から歌い継がれたなつかしの歌から、現代の子どもの歌まで様々なジャンルの歌の

コンサート。雨宮知子さんの透き通る美しい歌声は、お年寄りから子どもまで、世代をつ
なぎ、すべての人の心にしみいることでしょう。多くの方のご参加をお待ちしております。 

2003年2月23日（日） 
開場…１３：３０／開演…１４：００ 

石川県女性センター 
金沢市三社町1－44（TEL 263－0115） 

【大　人】 

（前売り）1,500円 
（当   日）1,800円 

【高校生以下】 

（前売り）    800円 
（当   日）1,000円 

【問い合わせ】 東　　孝二　ＴＥＬ　２４７－６０２２／中村　昭一　ＴＥＬ　２４２－２９０５ 
 村上　凛子　ＴＥＬ　２４１－８２６２／黒川由美子　ＴＥＬ　２４１－３７９２ 
 大森　和子　ＴＥＬ　２５１－６３０１／帯刀　裕之　ＴＥＬ　２５１－７２９８ 
 山野下とよ子　ＴＥＬ　２３６－１４１４ 

【主　　催】 雨宮とも子コンサート実行委員会 

※本紙22面のクロスワードパズル正解者の中から抽選で５人の方に、前売り券をペアでプレゼントします。 

囲 

解 
答 

碁 

白1が好手です。5は3に取り返す。 
初手で白3は黒2に押さえられて 
万年コウになり後の処理が厄介です。 

（問題は21面にあります） 

①富士山の雲 
②なす 
③寝ている男の子の手 
④猫 
⑤宝船の船体 
⑥船の帆柱 
⑦弁天様の衣 

・
お
酒
の
量
＝
三
合 

・
睡
眠
時
間
＝
二
十
六
時
間 

2 1 436
7

藤澤来人・藤澤裕子 

87

ふじさわ眼科 
小児科クリニック 
（金沢市泉野出町3丁目3の25） 

ドクターの巻 

今
回
は
、
久
し
振
り
の
取
材
と
な
り
ま
し
た
。
泉
野
出
町

の
金
沢
市
総
合
体
育
館
の
真
ん
前
で
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に

開
業
さ
れ
た
ば
か
り
の
藤
澤
来
人
・
裕
子
両
先
生
ご
夫
妻
に

登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
洒
落
れ
な
診
療
所
に
午
後
六
時
半
ご
ろ
訪
れ
る
と
、
真

新
し
い
待
合
室
に
は
ま
だ
患
者
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

【
聞
き
手
／
安
藤
　
良
一
（
金
沢
市
・
内
科
）】

待
ち
時
間
を
短
く

待
ち
時
間
を
短
く 

笑
顔
で
や
さ
し
く

笑
顔
で
や
さ
し
く 
待
ち
時
間
を
短
く 

笑
顔
で
や
さ
し
く 

│
ま
ず
ご
夫
妻
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
出
身
地
と
ご
略
歴
を
教
え

て
下
さ
い
。

僕
は
金
沢
生
ま
れ
で
す
。
一

九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）
に

川
崎
医
大
を
卒
業
し
て
金
沢
医

科
大
眼
科
に
十
七
年
間
在
籍

し
、
昨
年
主
任
教
授
の
退
官
を

契
機
に
、
こ
こ
で
眼
科
を
開
業

し
ま
し
た
。

私
は
富
山
生
ま
れ
で
す
。
主

今
後
の
抱
負
は

今
後
の
抱
負
は 

こ
れ
か
ら
考
え
ま
す

こ
れ
か
ら
考
え
ま
す 

今
後
の
抱
負
は 

こ
れ
か
ら
考
え
ま
す 

人
と
同
校
同
年
の
卒
業
で
、
初

め
は
富
山
医
科
薬
科
大
小
児
科

に
在
籍
し
ま
し
た
が
、
結
婚
し

て
金
沢
医
科
大
小
児
科
に
移
り

ま
し
た
。
四
人
の
子
育
て
を
終

え
て
主
人
と
同
時
に
小
児
科
を

開
業
し
ま
し
た
。

│
本
当
の
夫
唱
婦
随
と
い

う
か
、二
人
三
脚
で
す
ね（
笑
）。

開
業
さ
れ
て
、
診
療
上
の
工
夫

と
か
モ
ッ
ト
ー
な
ど
は
い
か
が

で
す
か
？

両
科
と
も
問
診
票
の
活
用
、

院
外
処
方
箋
発
行
な
ど
で
患
者

さ
ん
の
待
ち
時
間
短
縮
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
笑
顔
で
優

し
い
言
葉
遣
い
な
ど
接
遇
に
留

意
し
て
も
ら
い
、
毎
朝
八
時
半

か
ら
十
〜
二
十
分
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。（
な
か

な
か
実
行
で
き
な
い
こ
と
で
立

派
）眼

科
診
療
の
努
力
と
し
て
は

白
内
障
の
日
帰
り
手
術
を
し
て

い
ま
す
。
大
学
病
院
で
の
診
療

と
少
し
違
う
の
は
、
こ
の
地
域

の
患
者
さ
ん
の
目
が
若
々
し
い

な
と
感
じ
る
こ
と
で
、
日
ご
ろ

か
ら
健
康
に
留
意
さ
れ
て
い
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

│
奥
様
の
ほ
う
は
？

小
児
科
診
療
で
は
、
自
分
の

子
育
て
体
験
を
フ
ル
に
生
か
し

て
、
小
児
発
育
・
発
達
指
導
と

育
児
相
談
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。
学
習
障
害
や
心
身
症
、

不
登
校
な
ど
精
神
面
で
の
親
御

さ
ん
の
相
談
に
は
時
間
を
か
け

た
い
の
で
、
週
三
日
は
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
を
予
約
制
に

し
て
一
件
三
十
分
く
ら
い
対
応

し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
週
二
回
、

新
生
児
診
察
に
他
院
へ
出
か
け

て
い
て
多
忙
な
毎
日
で
す
。

自
宅
が
内
灘
町
な
の
で
、
待

合
室
に
携
帯
電
話
の
番
号
を
公

表
し
て
、
時
間
外
の
患
者
さ
ん

で
も
連
絡
で
き
る
体
勢
で
、
夜

間
に
診
療
に
こ
こ
に
来
る
時
も

あ
り
ま
す
。（
想
像
す
る
だ
け

で
大
変
）

│
今
後
の
ご
抱
負
な
ど
？

（
い
き
な
り
の
大
袈
裟
質
問

に
一
瞬
、
と
ま
ど
わ
れ
て
・
・
・
）

開
業
一
年
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

考
え
ま
す
。（
と
、
お
二
人
顔

見
合
わ
せ
て
笑
い
）

│
ご
趣
味
、
健
康
法
な
ど

は
い
か
が
で
す
か
?

僕
は
、
ゴ
ル
フ
と
散
歩
く
ら

い
、
家
内
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

や
読
書
、
映
画
な
ど
。

│
最
後
に
、
保
険
医
協
会

へ
の
ご
感
想
と
か
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
。

僕
の
父
も
家
内
の
父
も
、
現

役
の
開
業
医
（
藤
澤
眼
科
・
金

沢
市
）（
八
木
小
児
科
・
富
山

市
）
な
の
で
、
開
業
当
初
か
ら

保
険
医
協
会
を
推
薦
し
て
く
れ

て
今
年
の
春
に
入
会
し
ま
し

た
。
医
政
・
医
療
の
情
報
が
豊

富
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

│
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
お
揃
い
で
頑
張
っ
て

下
さ
い
。

スタッフのみなさんとご一緒に

小児科の藤澤裕子医師

眼科の藤澤来人医師
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められる。
・同一月に入院、外来で２回算定されている例
が認められる。

３．入院栄養食事指導料について、算定要件を満た
していない例が認められる。
・医師の指示事項（熱量、熱量構成、蛋白質量、
脂質構成等）が乏しい例が認められる。

４．薬剤管理指導料について、算定要件を満たして
いない例が認められる。

（例）・薬剤管理指導記録簿に指導内容の記載が不十
分な例が認められる。

・算定要件を満たしていない例が認められる。
患者に投与されていた薬剤を十分に把握して
いない例

・薬剤の投与目的を把握していない例
５．薬剤情報提供料について、算定要件を満たして
いない例が認められる。

（例）・提供した旨の診療録への記載がない例が認め
られる。

・システム上の問題点として、同一処方について
月１回以上の算定される可能性が認められる。

６．在宅酸素療法指導管理料について、算定要件を
満たしていない例が認められる。

（例）・指示した根拠、指示事項、指導内容の要点が
診療録への記載がない例が認められる。

７．在宅自己注射指導管理料の算定時において注入

器加算が２回加算されている。
注射器を２回支給した場合でも注入器加算は１
回となるので注意すること。
８．重症者等療養環境特別加算の算定について理解
が誤っている。

（例）・特別の療養環境の提供にかかる病室を併用し
ている。

９．傷病詳記を主治医が書いておらず、誤った診療
内容が記載されている例が認められる。（γグロ
ブリン使用していないのに使用したとしている）
10．尿沈査顕微鏡検査は算定要件を満たした場合に
算定するので、算定要件を十分理解すること。
11．検査の誤請求の例が認められる。
（例）・研究費で行うことに決められている検査につい

て、誤って保険請求されている例が認められる。
・ヘモグロビンＡ１C検査が同月中に２回算定
されている。
ヘモグロビンＡ１C検査は、妊娠中以外に同
月中、２回実施しても算定は１回となるので
注意すること。

12．投薬・注射の請求において、実際に使用した量
を上回る量で薬剤が請求されている例が認められ
る。

（例）・ユナシンS注を１目３gで使用したものが、入
力ミスのため１目６gで請求されているもの
が認められる。

13．特定保険医療材料等請求において、請求が実際
の購入価格でなされていない例が一部認められる。

（例）・フィルム代の請求方法が誤って講求されてい
る例が散見される。
・コダックTXが購入価格と異なる額で請求され
ている。
・メッシュスペンサーが購入価格と異なる額で
請求されている。

14．特定療養費の請求において、高度先進医療につ
いて説明文書の表現が不適切である。

（例）・全額自費診療であると誤解を招く表現となっ
ている。
・説明文書の金額と実際の請求金額と異なって
いる。
・院内掲示に費用が示されていない。

15．再診料の休日加算は、急患等やむを得ない事由
の場合に算定すべきであり、待機的処置等におけ
る算定は例えその日が当番医であっても適切では
ない。
16．一部負担金等において、以下のような不適切な
請求の手続きが認められたので改めること。

（例）・一部負担金徴収後に、カルテに未記載の処置
を追加したものに係る一部負担金が徴収され
ない。
・自家診療分で徴収もれが見受けられる。

以　上

Ⅰ．診療録の記載状況

１．記載が判読し難い、第三者が容易に判読できる
ように記載すること。

２．月末の集計は、わかり易く記載すること。
３．同一病名の歯式は、まとめて傷病名欄に記載す
ること。

４．診療行為順に記載すること。
５．次回の予定等は別紙を用い、診療録に記載しな
いこと。

６．検査において、その結果の数値は必ず記載する
こと。

７．処置、手術で使用した薬剤名を記載すること。
８．歯周疾患基本指導管理料、歯周疾患継続指導管
理料、歯科口腔衛生指導料の内容の記載が不足し
ているので、詳しく指導内容等の要点を記載する
こと。

９．記載はボールペン等を使用し、鉛筆書きをしな
いこと。

10．自費の矯正に関した治療は、副の診療録を用い
て自費扱いとすること。

11．「C３処置歯」の病名記載があるが、処置歯の記
載は不要である。

12．検査表の検査日付が診療録の日付と一致しない
例があるので注意すること。

13．浸潤麻酔の麻酔液は全量（1.8ml）ではなく、実
際の使用量を記載すること。

14．（模）、パノラマ撮影時は、所見を記載すること。
15．除石時に麻酔の記載がされていない。点数の算
定のない行為もすべて施術行為順に記載すること。

16．文字の抹消は修正液を使用せず、二線を引いて
抹消すること。

17．かかりつけ歯科医初診料の算定時は、算定用件
である説明に用いたスタディモデル・口腔内写真
の使用区分も記載すること。

18．各種指導事項は、別紙ではなく診療録に記載す
ること。

19．歯科衛生実地指導料の算定には、歯科衛生士に
対する医師の指示事項を記載すること。また、歯
科衛生士の記録には、実施時間、担当者、医師の
押印又は署名が必要である。

20．使用した薬品名・材料名を記載すること。
21．新製義歯調整・指導料（調A）及び有床義歯調
整・指導料（調B）の指導内容の記載が不十分で

あるので、詳しく記載すること。
22．行間をあけず空行を作らないこと。欄外記入を
しないこと。
23．院内技工においても簡単な指示書を作成し、保
管すること。
24. 傷病名は「C３慢化Per」等全部記載すること。
「Pu1」、「Per」等省略記載はしないこと。
25．傷病名がカルテとレセプトと一致していないも
のが見られたので注意すること。
26．12年４月改正から即処はなく、充形又は修形の
何れかであること。
27．初診時には、主訴及び所見の記載が不十分であ
り詳しく記載すること。
28．X線フィルムとカルテの日付に不一致がみられ
たので、日付に誤りがないこと。
29．同一病名歯は、まとめて傷病名欄に記載すること。
30．困難な印象採得又は困難な咬合採得の加算は、
その理由を記載すること。
31．ろう義歯により咬合圧印象を行った場合の記載
方法に誤りがあるので、正しく記載すること。
32．１行には、１行為を記載すること。

Ⅱ　診療の取扱状況

１．不鮮明なパノラマ、デンタルエックス線は、再
撮影すること。
２．歯周症の基本治療と同日にPZ印象採得をするの
は不適切である。
３．特定薬剤料ペリオクリンの使用方法が誤ってい
るので、使用について注意すること。
４．義歯製作を先行して、その後に歯冠惨復及びブ
リッジを作製するのは、不適切である。
咬合挙上を必要とするならば、挙上床を用いる
こと。
５．エックス線は、床義歯を外して撮影すること。
６．精密検査を要して、再度除石を行うのは処置不
足と思われる。
７．暫間固定術は、短期間に度々修理を行うことが
ないよう施術すること。
８．除石後日を空けず歯周検査を実施している例が
あるが適切ではない。数日おいて行うこと。
９．歯冠修復後にSRPを行っているが、診療行為順
が逆である。
10．義歯装着後、短期日で残存歯抜歯から床修理を
するという経過をたどっている例があるが不適切
である。診療方針を正確に立てること。
11．診療の方針が、先ず補綴処置の傾向が見受けら
れるが、生活歯の保存を最大限に考え、安易に抜
髄しすぎないよう、また、歯周症の診療にも考慮
して歯牙の長期保存に配慮すること。

12．歯牙を長もちさせるために、補綴処置を施す前
に歯周症の診療も配慮すること。
13．S培（＋）で根充したものがみられるが、（－）
になってから根充すること。
14．ブリッジ製作の際、抜歯と印象採得の間隔が短
いが、歯槽骨の吸収を考慮すること。
15．床修理は漫然と回数を重ねず、新製すること。
16．補綴処置を施す前に歯周症の診療も配慮すること。

Ⅲ　診療報酬請求状況

１．インレー除去は、「困難なもの」30点に該当せず15
点である。
２．PZには、浸麻料は含まれ別に算定できない。
３．歯周症の治療で、自費扱いでジスロマックを投
与した場合は、その歯周症の診療はすべて自費診
療となる。（混合診療を行ってはならない）
４．硬質レジンインレーは保険扱いである。自費扱
いとした例がある。
５．保険証の提出があれば、点数表に記載されてい
るものは自費扱いにはできない。
６．知覚過敏処置（象牙質知覚過敏症）と他の処置
（う蝕症）の同日治療は、同時算定ができないの
で、知覚過敏処置は算定できない。
７．埋伏歯とは、完全埋伏歯及び水平智歯であり、
算定要件を満たさないものがみられたので改める
こと。
８．う蝕症（C）から歯髄炎（Pu1）移行の場合、う
蝕症で充填したものは除去料の算定ができない。
９．根管内異物除去は、根管内で破折して除去が著
しく困難な場合の異物除去に算定できるものであ
る。
10．新製義歯製作中も新製義歯謁整指導料の算定は
できるので注意すること。
11．切断及び除去の処置に不適切な算定がある。
12．歯根胞の摘出を行っているが、大きさによる算
定が不適切である。
13．ブリッジの補綴時診断料の算定は、70点ではな
く70+30点である。
14．印象採得において、遵合印象の算定と特殊印象
の算定で不適切な例がある。

Ⅳ　その他

１．被保険者証のコピー保管は不適切である。
２．支台と冠を同時にセットするときは、レセプト
の摘要欄に『同時セット』と記載すること。
３．異種充填はレセプトの摘要欄に記載すること。
４．残根上義歯も歯式と共に、レセプトの摘要欄に
記載すること。

●関連記事が17面にあります。

歯科保険医療機関に対する個別
指導の指摘事項（平成13年度）
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Ⅰ．診療録に係る事項

１．必要事項の記載が乏しい診療録が認められる。
診療録は保険請求の根拠となるものであり、医師
は診療の都度、必要事項の記載を十分に行うこと。

（例）・医師の診察所見に関する記載が乏しいので、
検査の必要性が明らかでない診療録が認めら
れる。

・特定疾患療養指導料など、指導料或いは管理
料の算定要件である指導内容の要点の記載が
不十分な例が認められる。

２．疑い病名については、医学的根拠に基づいたも
のを付けること。また、疑い病名と確定病名との
区別を明確にすること。

３．診療録を暦年更新する際は前年までのサマリー
を転記し、診療の連続性を保つこと。特に投薬等
が長期にわたり継続投与される場合には、その開
始年月日等も転記すべきである。

４．多病名や急性病名や疑い病名が長期にわたる傷
病名が見られるが、現在治療の対象とならない古
い傷病名や、長期にわたり継続することは不自然
であり、転帰を明記のうえ削除し、傷病名の整理
をすること。

５．診療録は、患者名及び傷病名等を記載した表紙、
次いで既往歴等を記載した頁、更に日々の診療事
項を記載した頁及び検査伝票等の貼られた頁等
と、各々の頁がそれぞれ分離状態で束ねられてい
るが、各頁が紛失することのないよう患者毎に一
括して取り扱うこと。

６．診療録の様式として、月単位にそれぞれ別冊と
して保管されているが、診療内容の経緯が不明瞭
となり適切ではないので善処すること。

７．診療録と明細書において傷病名、診療開始日、
転帰の期日等の一致しない例があるので注意する
こと。
外来と入院において傷病名が異なるために不一

致が生じているが、傷病の継続、治癒の扱いを含
めて診療録の記載は正確に行うこと

８．検査、投薬等の査定を防ぐ目的で付けられた医
学的な診断根拠がない傷病名（レセプト病名）が
認められる。

（例）・胃潰瘍
・血管内凝固症候群の疑い症

９．傷病名を重複して付けている例が認められる。
（例）・高血圧と腎血管性高血圧症の疑い

・心不全と慢性心不全の急性僧悪
・洞機能不全症候群と洞停止
・急性循環不全と心原生ショック状態、呼吸不全
・腎孟腎炎と急性腎孟腎炎
・ネフローゼ症候群とステロイド抵抗性ネフロ
ーゼ症候群

・溶血性貧血と自己免疫性溶血性貧血
・悪性リンパ腫と非ホジキンリンパ腫
・家族性高脂血症と高コレステロール血症
・メニエル病と眩量症、めまい
・高血圧症と腎血管性高血圧、二次性高血圧症
の疑い

・膠原病と全身性エリテマトーデスの疑い
・腰痛症と腰背部痛
・貧血と鉄欠乏症貧血

10．不適切に付けられた傷病名が認められる。
（例）・レセプトと診療録の傷病名が異なる例が多数

認められる。
・レセプト上の診療関始日が実際の診療開始日
と異なる例が認められる。
・同一傷病名で月によってレセプト上の診療開
始日が異なる例が認められる。
・非常に多数の傷病名が付けられている例が認
められる。
・傷病名は急性・慢性、部位、左右の区別を付
けること。
・B１欠乏症、心不全の疑い等、根拠に乏しい
か若しくは根拠の記載されていない傷病名が
散見される。

Ⅱ．診療の取扱状況

１．入院診療計画について、算定要件を満たしてい
ない例が認められる。

（例）・入院後７日以内に説明を行っていない例が認
められる。
・入院診療計画書を医師と看護婦とが別々に作
成しているが、作成にあたっては、医師、看
護婦、その他必要に応じ関係職種が共同して
総合的な１つの計画を策定すること。

２．算定要件を満たさない、又は不適切に算定され
た検査の実施例が認められる。

（例）・腫瘍マーカー検査において、診療及び他の検
査から悪性腫瘍の患者であることが強く疑わ
れる者以外に対して実施されている例が認め
られる。

（例）・スクリーニングとして実施されたCE,AFP,SCC
・呼吸心拍監視において、観察結果の要点の記
載がない例が見られる。

３．検査が定期的に行われているが、検査は画一的に
ならないよう必要性を十分考慮のうえ実施すること。
４．検査が極めて頻回に実施される例がある。

検査は必要性の認められる項目を最小限の回数
で実施し、その結果を評価し、その結果が治療に
反映される範囲内でなければならない。
診療録には検査の必要性が判るようその根拠を
記載しておかなけれぱならない。
５．慢性心不全等の病名の基に心機能検査（脈波図、
血流量測定、ホルター型心電図、BNP精密測定な
ど）が頻回に、セット的に実施されているが、診
療録に検査結果の治療への有用性や慢性心不全等
の診断根拠となる症状等の記載が全く見られない
例がある。かかる検査の実施は必要性の根拠が判
読できず、従って認められない。
６．注射は、必要性及び効果を十分考慮のうえ実施
すること。
・ビタミン剤は適応及び必要性を十分留意して
投与すべきであり、１日２回、月46回の静脈
注射の例があるが、患者の希望であっても過
剰である。
・月に僅か１～２回だけのアクトベジン注や漫然
と持続されているノイファーゲン注等、効果の
あまり期待出来ない注射の例が認められる。

７．投薬においても、長期にわたる服薬の必要な患
者が多く見られる。
投薬は漫然投与とならぬよう適宜投薬内容を吟
昧し、必要性を十分考慮すること。
８．運動療法に係る指示箋は、更に内容を充実させ
ること。
９．投薬・注射において、禁忌投与の例が認められる。
（例）・消化性潰瘍のある患者に対する非ステロイド

系消鎮痛剤（ボルタレン錠（坐））の投与
・消化管出血のある患者に対するプリンペラン
ノの投与

10．投薬・注射において、適応外投与の例が認めら
れる。

（例）・ビタミン製剤B群投与の必要性が診療録及び
レセプトに記載されない。
・強カネオミノファーゲンジー、アデラピン９号
を薬剤性肝障害（薬疹がない）に対して投与
・ブロスタンディン500注を昭和62年保険発58
号通知（術前から高血圧症を合併する場合で
あって、腎機能障害もしくは肝機能障害を有
する場合、又は軽度の虚血性心疾患を合併す
る場合における外科手術時の低血圧維持に限
り使用可）の要件を満たさない患者に対して
投与
・ヘスパンダーを適応外となる全身麻酔中の患
者に対して投与
・ホリゾン注射を胃・十二指腸ファイバースコ
ピーを実施する患者に対して投与
・バスタレルF錠の適応外投与が認められた。

11．投薬・注射において、用法外投与の例が認めら
れる。

（例）・塩醸エフェドリンを静脈注射で用いたもの
・メチロンを静脈注射で用いたもの

12．投薬において、過量投与の例が認められる。
（例）・セファメジンの１日６gの使用
13．投薬において、多剤投与（同じ適応症に対して、
不必要に成分又は作用機序が異なるものを併用）
の例が認められる。

（例）・肝臓疾患用剤、強カネオミノファーゲンシー
とアデラビン９号の併用

14．入院精神療法（Ⅰ）について、実施時間の記載
は開始時刻と終了時刻を記載すると。
15．入院精神療法（Ⅲ）の算定にあたっては、いつ
行った当該療法について算定したかが、診療録上
でわかるようにすること。
16．不適切に算定された処置の例が認められる。
（例）・創傷処置、術後創傷処置、皮膚科軟膏処置を

実施した際に、処置した範囲が診療録等に記
載されていない例が認められる。

17．不適切に請求された麻酔の例が認められる。
（例）・閉鎖循環式全身麻酔の呼気麻酔ガス濃度加算

で、麻酔記録に呼気麻酔ガス濃度が全く記載
されていない例が認められる。

18．看護において、外出、外泊許可書に必要事項
（病院の住所、電話番号等）が記載されていない
例がある。
19．看護において、外泊許可書が本人に交付されて
いない。
20．入院時食事療養の算定について、以下のような
不適切な例が認められる。

（例）・特別食加算について、特別食の食事箋の記載
に身長・体重等の患者の基本的な情報が記載
されていない例が認められる。

Ⅲ. 診療報酬の請求状況

１．悪性腫瘍特異物質治療管理料について算定要件
を満たしていない例が認められる。

（例）・適応のない患者で算定している、あるいは治
療計画の診療録への記載が乏しい等算定要件
を満たしていない例が認められる。

２．特定薬剤治療管理料について、算定要件を満た
していない例が認められる。

（例）・診療録に治療計画の要点の記載がない例が認

医科・歯科保険医療機関における個別指導の指摘事項（平成13年度） 医科・歯科保険医療機関における個別指導の指摘事項（平成13年度） 医科・歯科保険医療機関における個別指導の指摘事項（平成13年度） 
石川県保険医協会は石川社会保険事務局に対し、昨年２度に渡って行政文書の開示請求を行い、平成14年度に開かれた選定委員会配布資料及び議事録

を入手しました。本紙前号では個別指導対象者の選定経過と選定理由について紹介しましたが、今回は個別指導における指摘事項（医科・歯科別）につ

いて紹介します。診療録の記載方法や保険診療の内容、診療報酬の請求方法の留意点として参考になる資料です。

医科保険医療機関に対する個別
指導の指摘事項（平成13年度）



2003年１月15日（毎月15日発行）（10）第369号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
お
サ
ル
先
生
も
四
年
目
の
正

月
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
前
号
に
引
き
続
き
、
片
町

の
バ
ー
で
す
。◇

Ｍ
先
生：

「
こ
う
や
っ
て
昨

年
か
ら
ず
っ
と
三
人
で
飲
ん
で

い
る
わ
け
だ
が
、
昨
年
十
月
か

ら
の
高
齢
者
負
担
増
は
か
な
り

キ
ツ
イ
ね
」。

Ｐ
先
生：

「
本
当
に
そ
の
通

り
だ
。
特
に
寝
た
き
り
老
人
在

宅
総
合
診
療
料
は
一
回
目
が
目

玉
が
飛
び
出
す
ほ
ど
高
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
患
者
家
族
に
説

明
の
仕
様
が
な
い
よ
」。

お
サ
ル
先
生：

「
往
診
を
月

一
回
に
減
ら
し
て
ほ
し
い
と

か
、
都
合
の
悪
い
時
だ
け
診
に

来
て
欲
し
い
っ
て
家
も
少
な
く

な
い
で
す
ね
」。

Ｍ
先
生：

「
在
宅
総
合
の
届

け
出
を
取
り
下
げ
た
医
療
機
関

も
あ
る
そ
う
だ
」。

Ｐ
先
生：

「
そ
の
一
方
で
、

血
圧
の
薬
だ
け
な
ん
か
の
通
院

患
者
は
逆
に
安
く
な
っ
て
、
な

ん
で
今
ま
で
八
百
五
十
円
も
し

た
ん
だ
っ
て
、
不
信
の
目
で
見

ら
れ
た
り
し
て
ね
」。

Ｍ
先
生：

「
結
局
、
医
療
費

が
高
く
つ
く
人
ほ
ど
自
己
負
担

が
多
い
と
い
う
の
は
受
益
者
負

担
っ
て
こ
と
で
、
一
見
公
平
な

よ
う
に
見
え
る
ん
だ
が
、
実
は

病
気
の
重
い
人
ほ
ど
お
金
が
か

か
る
の
は
不
公
平
極
ま
り
な

い
」。お

サ
ル
先
生：

「
在
宅
酸
素

療
法
な
ん
て
十
倍
近
い
自
己
負

担
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
し

ね
」。Ｐ

先
生：

「
お
い
お
い
、
在

宅
酸
素
く
ら
い
『
マ
ル
障
』
に

し
て
お
い
て
や
れ
よ
」。

お
サ
ル
先
生：

「
え
っ
？

『
マ
ル
障
』っ
て
何
で
す
か
？
」。

Ｍ
先
生：

「
そ
う
そ
う
、
そ

れ
な
ん
だ
。
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
を
活
用
し
よ
う
っ

て
話
。
在
宅
で
寝
た
き
り
の
高

齢
者
は
何
ら
か
の
障
害
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
障

害
者
と
認
定
す
る
こ
と
で
医
療

費
の
全
額
償
還
を
受
け
さ
せ
よ

う
っ
て
わ
け
だ
」。

Ｐ
先
生：

「
富
山
協
会
が
積

極
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ

て
そ
の
運
動
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
ね
」。

お
サ
ル
先
生：

「
う
ー
ん
、

で
も
高
齢
で
足
腰
が
弱
っ
て
い

る
人
や
老
人
性
痴
呆
な
ん
か
を

障
害
者
っ
て
言
え
る
ん
で
し
ょ

う
か
？
」。

Ｐ
先
生：

「
た
し
か
に
何
で

も
か
ん
で
も
『
マ
ル
障
』
だ
っ

た
ら
、
そ
の
う
ち
制
度
破
綻
を

来
た
し
て
行
政
側
は
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」。

お
サ
ル
先
生：

「『
高
齢
者

障
害
者
制
度
』
と
か
言
っ
て
別

枠
に
さ
れ
た
り
し
て
・
・
・
」。

Ｍ
先
生：

「
い
や
い
や
、
こ

れ
は
ま
っ
た
く
合
法
的
だ
し
、

こ
う
い
っ
た
社
会
保
障
の
枠
を

広
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
わ
れ

わ
れ
医
療
者
の
使
命
じ
ゃ
な
い

の
か
い
」。

お
サ
ル
先
生：

「
あ
っ
、
そ

う
か
。
高
齢
の
障
害
認
定
患
者

ば
か
り
増
や
し
て
ド
ー
す
る
ん

だ
、
と
天
下
国
家
を
論
じ
る
視

点
は『
神
の
視
点
』で
し
た
ね
」。

Ｐ
先
生：

「
こ
れ
は
一
本
や

ら
れ
た
な
」。

お
サ
ル
先
生：

「
あ
れ
っ
？

ぼ
く
は
指
定
医
の
資
格
を
持
っ

て
な
い
ぞ
」。

Ｐ
先
生：

「
早
く
申
請
し
な

さ
い
ヨ
」。

◇

お
サ
ル
シ
リ
ー
ズ
が
初
め
て

の
先
生
方
、
こ
ん
に
ち
は
。

『
神
の
視
点
』
っ
て
何
？
　
な

ん
で
こ
れ
が
『
水
割
り
の
話
』

な
の
？
　
気
に
な
っ
て
夜
も
眠

れ
な
い
保
険
医
協
会
未
入
会
の

先
生
は
、
入
会
し
て
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
取
り
寄
せ
よ
う
！

４３ 

新  刊  紹  介 新  刊  紹  介 ─福祉関係者に人間論が欠けている! 
─「困った人は助けを求めるはず」? 
─人は困ったとき人間的になる 
─福祉の営みの中で「人間」を掘り下げ

よう 
人間の心理機構を知り、福祉の営みをしながら、そ

の中でできるかぎりでいいから、人間というものを考えよ
う。考えただけ、あなたの福祉活動に必ずや、よい効果
をもたらすはずだろうと私は確信を持っている。　　　

（「はじめに」より） 

【著者】木原　孝久  著／【出版】㈱本の泉社  03‐5800‐8494 
【仕様】A5判　240頁　並製 
　　　2002年10月10日第1刷 
【定価】1,800円＋税 
◎『月刊保団連』で24回連載された「ボランティアの人間学入門」に、
補筆して単行本になりました。 

皆様、明けましておめでとうございます。今回は巷でよく聞かれる

「私って眼が悪いのよ」の話です。

（ふ～ん、どこが悪いのかな？）と耳をそばだてていると90％位は視力

に関することのようです。矯正視力（以下視力と略す）がおおよそ（0.5）

以下に低下すると、視覚に不自由を感じるようです。昔の新聞の文字の

大きさは約７ポイントで、（0.4）の視力に相当します。

視野が正常であれば「読み」に関する視力は（0.5）以下で、不自由を

感じ始めますが、（0.1）以上あれば動作にはほとんど不便を感じませんし、

（0.05）位あれば２～３ｍ以内のものは判断が可能です。もっともっと視

力の悪い（0.01）の方でも道路の白線は認識できます。そして文字の大き

さを問わない「書き」に関しては、マジックなどの太字のものを使えば、

（0.02）位の視力でも認識可能です。

（視力はある一点のみの働きを表し、視野の正常範囲は一点を見たまま

で鼻側60度、上方60度、耳側100度、下方70度の範囲で表されます。）

では、なぜ見づらく歩きにくそうにしている方がいらっしゃるのでし

ょうか？

自分の日常生活を思い出してください。視力を必要とする読み書きの

時間は、思ったよりも少なく、視野を必要とする行動の時間は生活の大

半を占めていることに気づくのではないでしょうか？「行動」に関する

視野は各方向10度以上、または中心暗点（まっすぐ前を見たときに見え

ない部分）が10度以内であれば歩行時に危険物の回避は可能とされてい

ますが、10度より狭くなると視力が（1.0）あったとしても使うことが困

難で、さらに５度以内になると、いくら視力が（1.0）あったとしても、

眼を使うことは極めて困難なようです。ちなみに５度の視野とは直径５

cm、長さ60cmの筒を眼にあてて見える範囲です。

まとめると、視力が良くても視野の狭い方は、読み書きはできますが

歩行行動は困難です。また、視力が不良で視野の保たれている方は、読

み書きには不自由しますが、歩行行動には困難をきたしません。全盲と

違い「実は見えてるんじゃない？」とロービジョン（低視力者）の方は

誤解されることが多いようです。

エピソードを一つ。ひげじぃ（彼のあだな、了解済み）こと当院ロー

ビジョン外来の患者ボランティアの彼は、視力良好（1.0）、視野両眼10度

の強度の狭窄があります。行動するときは、介助歩行もしくは白杖を用

いての単独歩行でオロオロと歩きますが、バスに乗り席に座るや否や、

文庫本を取り出し読むといったことをしております。周りの顔に

は？？？がいっぱい浮かんでいます。

見えないといっても視力障害と視野障害では見え方を比較できないこ

と、見えなくてもできることと、できないことがあるということが分か

って頂けたかと思います。彼には私たちにはできない、ロービジョンの

患者代表として経験に基づく理解、支援等のピアカウンセリングを担当

していただいております。

ある日「ひげじぃ、復活早かったね」（失明予告からの）。

「あんたらが、おったからやろ」（金沢弁）「…」返す言葉は見つかりま

せん。

本当は患者さんが「あんなこと

できない、こんなことしたい」を

どうやったら解決できるか考えて

いるだけなのに・・・あなたたち

が（患者さんが）私に進むべき方

向を示してくれているのです。道

しるべです。ありがとう。ありが

とう。これからも迷える子羊の私

をやさしく照らしてください。

皆様、今年も良い視生活を！！！

眼が悪いって？ 
（視力障害と視野障害 
どちらが大変？） 

その⑦ 

浅ノ川総合病院眼科  
視能訓練士　　　　小笹　一枝 
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2003年新春座談会 2003年新春座談会 
患
者
会

患
者
会
と
本
音
本
音
で
医
療
制
度

医
療
制
度
を
語
る 

患
者
会
と
本
音
で
医
療
制
度
を
語
る 

患
者
に
一
番
痛
い

患
者
に
一
番
痛
い 

一
部
負
担
の
値
上
げ

一
部
負
担
の
値
上
げ 

患
者
に
一
番
痛
い 

一
部
負
担
の
値
上
げ 

【
司
会
】
医
療
制
度
を
変
え
て

い
く
上
で
医
療
従
事
者
と
患
者

さ
ん
の
信
頼
関
係
は
必
須
の
も

の
で
す
。
そ
の
関
係
が
今
揺
ら

い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
問
か
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ

が
出
発
し
ま
し
た
。
医
療
制
度

あ
る
い
は
現
場
に
対
す
る
率
直

な
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。
最

初
に
当
会
会
長
の
高
松
で
す
。

【
高
松
】
保
険
医
協
会
会
長
の

高
松
で
す
。
今
日
は
お
忙
し
い

と
こ
ろ
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
自
由

に
い
ろ
ん
な
お
話
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
司
会
】
最
初
に
出
席
者
の
自

己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
井
沢
】
保
険
医
協
会
副
会
長

を
し
て
い
る
井
沢
で
す
。
諸
江

で
内
科
を
開
業
を
し
て
い
ま

す
。

【
土
谷
】
私
は
糖
尿
病
協
会
石

川
支
部
の
副
会
長
の
土
谷
と
申

し
ま
す
。
城
北
病
院
の
糖
尿
病

患
者
会
（
み
の
り
会
）
の
会
長

で
も
あ
り
ま
す
。

【
西
村
】
西
村
と
い
い
ま
す
。

石
川
県
喘
息
友
の
会
の
副
会
長

で
、
全
国
の
喘
息
患
者
を
つ
な

ぐ
日
本
喘
息
患
者
会
連
絡
会
の

会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

【
宇
野
】
日
本
て
ん
か
ん
協
会

北
越
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
を
し
て
い

る
宇
野
で
す
。
養
護
学
校
の
教

員
で
す
。
在
籍
数
の
三
〜
四
割

の
子
が
て
ん
か
ん
患
者
で
す
。

て
ん
か
ん
を
勉
強
し
な
い
と
こ

の
子
た
ち
へ
の
適
切
な
対
応
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
一

九
八
八
年
か
ら
て
ん
か
ん
協
会

に
入
っ
て
い
ま
す
。

【
北
山
】『
石
川
保
険
医
新
聞
』

の
編
集
長
を
し
て
い
る
北
山
で

す
。
金
沢
駅
前
で
形
成
外
科
と

整
形
外
科
、
皮
膚
科
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
ビ
ル
の
中

で
開
業
し
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
本
日
の
司
会
の
大
平

で
す
。
協
会
機
関
紙
・
文
化
部

部
長
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

で
は
最
初
に
「
医
療
改
悪
の
流

れ
の
確
認
」
と
い
う
こ
と
で
、

井
沢
副
会
長
か
ら
概
略
を
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
井
沢
】
一
九
七
二
年
、
老
人

医
療
費
支
給
制
度
に
よ
り
老
人

の
自
己
負
担
が
無
料
に
な
り
ま

し
た
。
高
度
経
済
成
長
の
中
、

一
九
八
二
年
老
人
保
健
法
が
で

き
ま
し
た
。
老
人
医
療
の
窓
口

負
担
が
一
カ
月
四
百
円
と
な
る

一
方
、
健
康
保
険
の
本
人
が
一

九
八
四
年
か
ら
一
割
負
担
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、

一
九
九
七
年
に
橋
本
内
閣
（
小

泉
厚
生
大
臣
）
が
、
健
康
保
険

の
本
人
の
自
己
負
担
を
二
割
、

薬
剤
一
部
負
担
の
追
加
を
通
し

た
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
今
年
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（
二
〇
〇
三
年
）、
健
康
保
険
本

人
を
三
割
負
担
に
、
老
人
の
外

来
負
担
を
一
回
八
百
五
十
円
か

ら
収
入
に
よ
っ
て
二
割
あ
る
い

は
一
割
負
担
に
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
保
険

料
の
料
率
も
改
定
さ
れ
、
四
月

以
降
は
総
報
酬
制
と
い
っ
て
ボ

ー
ナ
ス
も
含
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
だ
い
た
い
八
・
二
％
、
四

百
五
十
万
円
く
ら
い
の
収
入
の

方
で
す
と
年
間
四
万
円
か
ら
五

万
円
く
ら
い
の
保
険
料
の
増
加

で
す
。

次
い
で
有
病
者
の
受
診
状
態

で
す
。
一
九
九
五
〜
一
九
九
六

年
ま
で
は
有
症
状
に
平
行
し
て

通
院
が
増
え
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
以
降
は
症
状
が
あ

っ
て
も
医
者
へ
行
か
な
い
方
の

率
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。

不
況
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
社
会

的
環
境
の
悪
化
も
あ
り
ま
す
け

れ
ど
、
本
人
の
二
割
負
担
が
、

非
常
に
大
き
な
受
診
抑
制
に
つ

な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
人
は
い
っ
そ
う
厳
し
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
不

全
で
在
宅
酸
素
療
法
の
患
者
さ

ん
の
場
合
、
月
二
回
往
診
に
行

く
と
、
従
来
千
六
百
円
く
ら
い

の
負
担
が
二
万
円
を
超
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。
一
万
二
千
円
を

超
え
た
分
は
後
で
返
っ
て
き
ま

す
が
、
一
旦
は
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
月
一
回
に
往
診
を
減

ら
す
と
い
う
方
が
何
件
か
お
ら

れ
て
、
健
康
被
害
が
と
て
も
心

配
で
す
。

さ
ら
に
、
老
人
の
入
院
で
は

六
カ
月
を
超
え
る
場
合
、
入
院

費
用
の
一
部
を
保
険
給
付
か
ら

外
す
制
度
が
二
〇
〇
二
年
十
月

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
対

象
者
は
お
よ
そ
四
万
五
千
円
く

ら
い
の
負
担
増
と
い
う
形
で
、

療
養
型
の
病
床
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
対
象
患
者
さ
ん
が
全
国

に
十
万
人
く
ら
い
お
い
で
て
、

こ
れ
も
今
後
、
重
大
な
社
会
問

題
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

【
司
会
】
そ
れ
で
は
現
在
ど
う

い
う
問
題
が
現
場
で
持
ち
上
が

っ
て
い
る
の
か
を
、
医
者
側
か

ら
の
視
点
、
患
者
側
か
ら
の
視

点
で
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
高
松
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
嘱
託
医
を
十
五
年
ほ
ど
や

っ
て
い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て

非
常
に
重
症
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
す
。
ホ
ー
ム
で
亡
く
な
る

方
が
、
今
ま
で
の
三
倍
ぐ
ら
い

に
増
え
て
い
ま
す
。

理
由
の
一
つ
は
、
今
ま
で
重

症
に
な
る
と
比
較
的
簡
単
に
転

院
で
き
た
の
で
す
。
こ
れ
が
今

年
に
な
っ
て
転
院
を
希
望
す
る

家
族
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り

ま
し
た
。一
つ
は
費
用
の
問
題
。

も
う
一
つ
は
転
院
後
の
家
族
負

担
が
大
き
い
こ
と
。
病
院
に
行

っ
て
も
二
カ
月
で
す
ぐ
肩
た
た

き
が
始
ま
り
、
三
カ
月
す
る
と

引
き
取
っ
て
く
れ
と
い
う
話
が

出
て
く
る
。
従
っ
て
、
ホ
ー
ム

患
者
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た 

制
度
制
度
に
な
っ
て
い
な
い 

患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た 

制
度
に
な
っ
て
い
な
い 

西村　昭氏
石川県喘息の会副会長

医
療
福
祉
制
度
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
分
水
嶺
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
世
界
で
最
も
優
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
日
本
の
皆
保
険

制
度
が
、
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
き
つ
つ
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

国
は
本
音
と
建
て
前
を
使
い
分
け
、
結
局
改
革
の
名
の
下
に
、
い
つ
も
弱
い
者
に
最
大
の
犠

牲
を
強
い
て
い
ま
す
。「
年
寄
り
は
お
金
持
ち
だ
」「
保
険
財
政
は
破
綻
寸
前
だ
」
と
マ
ス
コ
ミ

を
通
し
て
繰
り
返
し
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
努
力
を
放
棄
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
こ
の
国
の

進
む
道
を
示
し
得
な
い
現
状
に
深
い
悲
し
み
と
危
惧
を
覚
え
ま
す
。

今
こ
そ
、
医
療
従
事
者
、
そ
し
て
患
者
、
そ
し
て
多
く
の
市
民
と
と
も
に
、
医
療
福
祉
の
在

り
方
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
国
の
有
り
様
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
声
な
き
声
を
一
つ
に
し
て
、

人
が
尊
厳
を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
国
を
作
る
道
を
探
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

然
る
に
、
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
確
か
に
医
療
改
悪
反
対
運
動
に
、
各
種
の
医
療
団
体
、

患
者
団
体
、
市
民
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
心
は
一
つ
で
し
ょ
う
か
。
新

聞
に
は
医
療
ミ
ス
の
言
葉
が
踊
り
、
そ
し
て
未
熟
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
が
や
り
玉

に
上
が
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
本
当
の
意
味
で
の
信
頼
は
な
く
、
医
療
に
対
す
る
不
信
と
、
そ
し

て
、
疑
問
が
渦
巻
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と

無
し
に
、
様
々
な
運
動
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
す
。

保
険
医
協
会
で
は
、
現
状
に
鑑
み
、
患
者
さ
ん
と
医
療
従
事
者
の
本
音
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と

が
絶
対
に
必
要
だ
と
い
う
結
論
に
達
し
、
こ
の
座
談
会
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
を
契
機
に
、
よ
り
強
固
な
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
す
。

（
十
二
面
に
続
く
）



【
井
沢
】
患
者
さ
ん
の
数
は
増

え
て
い
る
の
で
す
か
。

【
宇
野
】
増
え
も
せ
ず
、
減
り

も
せ
ず
で
す
。
有
病
率
は
だ
い

た
い
人
口
の
〇
・
八
％
で
す
。

こ
れ
だ
け
医
療
費
が
高
く
な
っ

て
く
る
と
、
ち
ょ
っ
と
我
慢
し

て
れ
ば
い
い
、
他
人
に
見
つ
か

ら
な
け
れ
ば
い
い
と
済
ま
す
人

も
い
る
し
、
人
に
よ
っ
て
は
専

門
の
病
院
ま
で
行
く
金
も
な
い

し
、
近
く
の
病
院
で
診
て
も
ら

う
。
す
る
と
、
て
ん
か
ん
を
診

た
こ
と
の
な
い
先
生
が
薬
を
投

与
し
て
長
い
間
か
か
っ
て
治

す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
ほ
ど
短

い
期
間
で
、
少
し
の
薬
で
治
す

の
で
す
が
、
い
い
お
医
者
さ
ん

ほ
ど
金
は
入
ら
な
い
。
そ
う
い

う
矛
盾
が
出
て
く
る
。

【
西
村
】
喘
息
の
場
合
で
も
、

今
、
吸
入
療
法
が
一
般
的
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
地
域

に
よ
っ
て
格
差
は
非
常
に
大
き

い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
未
だ

に
悪
化
し
た
と
き
の
ス
テ
ロ
イ

ド
注
射
を
中
心
に
治
療
を
受
け

て
い
る
患
者
も
い
ま
す
。
医
療

に
対
す
る
先
生
方
の
横
の
つ
な

が
り
が
な
か
っ
た
ら
、
大
変
で

は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
治
療
す
る
医
療
レ
ベ

ル
の
問
題
に
絡
ん
で
き
ま
す

ね
。

【
宇
野
】
も
う
一
つ
差
し
迫
っ

た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
国
立
病

院
、
国
立
療
養
所
な
ど
の
統
廃

合
の
問
題
、
さ
ら
に
独
立
行
政

法
人
化
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

て
ん
か
ん
の
場
合
、
静
岡
と
西

新
潟
は
厚
生
労
働
省
が
、
こ
れ

で
手
切
れ
だ
よ
と
手
切
金
（
施

設
・
設
備
）
を
送
っ
て
、
独
立

行
政
法
人
化
を
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
。

統
廃
合
の
嵐
の
中
で
、
西
新

潟
と
静
岡
の
て
ん
か
ん
セ
ン
タ

ー
な
ん
か
も
効
率
良
く
患
者
を

集
め
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
今
ま
で
だ
っ
た
ら
「
患
者

が
来
る
の
を
待
つ
」
だ
っ
た
け

れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
外
交
部
門

が
い
る
ん
で
す
。
患
者
争
奪
戦

み
た
い
な
こ
と
を
や
る
。
や
ら

な
い
と
ベ
ッ
ド
が
空
く
の
で
採

算
が
合
わ
な
い
。
ホ
テ
ル
と
同

じ
で
す
。
診
療
の
傍
ら
講
演
会

を
や
っ
て
、
追
跡
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
り
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内
の
入
所
者
の
重
症
化
が
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。

外
来
で
は
慢
性
の
方
の
受
診

率
が
悪
く
な
り
、
特
に
糖
尿
病

の
方
の
治
療
中
断
が
目
に
付
く

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
四

月
か
ら
の
特
徴
は
、
外
来
の
朝

の
カ
ル
テ
で
、
八
割
方
が
老
人

な
ん
で
す
。
健
康
保
険
本
人
の

方
が
激
減
し
ま
し
た
。
若
い
方

は
か
な
り
ひ
ど
く
な
っ
て
か
ら

来
ら
れ
る
の
が
目
立
ち
ま
す
。

【
司
会
】
医
療
の
現
場
の
声
を

二
人
の
先
生
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
次
に
患
者
さ
ん

の
側
の
視
点
で
、
土
谷
さ
ん
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

【
土
谷
】
私
も
糖
尿
病
患
者
で
、

毎
月
診
察
に
行
き
ま
す
。
昔
は

初
診
料
だ
け
出
せ
ば
無
料
で
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
保
険
の
意
味

が
薄
ら
い
で
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
老
人

医
療
の
一
（
二
）
割
負
担
。
今

回
か
ら
は
私
の
場
合
、
大
体
七

百
円
〜
八
百
円
増
に
な
っ
て
い

ま
す
。
思
っ
た
よ
り
ア
ッ
プ
率

は
少
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
わ

れ
わ
れ
は
も
う
年
金
し
か
収
入

が
な
い
の
で
介
護
保
険
、
消
費

税
も
上
げ
ら
れ
た
ら
生
活
そ
の

も
の
が
本
当
に
脅
か
さ
れ
る
と

い
う
恐
怖
感
が
あ
る
わ
け
で

す
。

本
当
に
慢
性
病
を
持
っ
た
人

は
こ
れ
か
ら
生
活
し
に
く
い
。

北
欧
の
方
で
は
も
の
す
ご
く
社

会
保
障
が
立
派
で
、
若
い
時
は

よ
く
働
い
た
ん
だ
か
ら
、
歳
い

っ
た
ら
医
療
費
の
心
配
は
な

い
。
日
本
の
国
は
本
当
に
イ
ン

チ
キ
や
ね
。
医
療
保
険
は
ど
ん

ど
ん
悪
く
な
っ
て
、
小
泉
総
理

に
な
っ
て
か
ら
ま
す
ま
す
。
こ

れ
じ
ゃ
、
若
い
人
も
安
心
し
て

保
険
料
を
払
え
ま
せ
ん
。
医
療

改
革
と
い
う
け
れ
ど
本
当
に
改

悪
で
す
。
こ
れ
が
一
番
腹
が
立

つ
こ
と
で
す
。

【
司
会
】
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

だ
と
思
い
ま
す
。
続
い
て
西
村

さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

【
西
村
】
喘
息
患
者
の
場
合
、

最
近
薬
が
非
常
に
改
善
さ
れ
、

症
状
が
悪
化
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
医
療
費
は
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
一
番
問
題
に
な
る
と
思
う

の
は
、
忙
し
い
と
か
休
み
が
取

れ
な
い
と
か
い
う
問
題
で
す
。

定
期
的
に
通
院
で
き
な
い
患
者

で
、
体
調
を
崩
し
、
点
滴
を
ぶ

ら
下
げ
て
い
る
人
が
よ
く
お
い

で
ま
す
。
十
分
な
ケ
ア
を
で
き

な
い
と
い
う
面
で
の
重
症
化
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
時
間
の
問
題
で
す
が
、

労
働
基
準
局
で
も
、
不
況
の
中

残
業
時
間
が
長
く
な
り
労
働
環

境
が
劣
悪
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
続
い
て

宇
野
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

【
宇
野
】
教
育
現
場
で
も
、
行

政
の
方
か
ら
最
近
す
ご
く
言
わ

れ
て
い
る
の
が
「
自
己
選
択
・

自
己
責
任
」
で
す
。
こ
れ
は
個

人
の
自
主
性
と
い
う
肯
定
的
意

味
で
は
な
く
、
病
気
に
な
っ
た

の
も
医
者
へ
行
か
な
か
っ
た
お

前
が
悪
い
ん
や
。
そ
れ
こ
そ

「
個
人
に
責
任
を
押
し
つ
け
る
」

意
味
で
使
わ
れ
て
い
く
走
り
な

ん
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

て
ん
か
ん
と
い
う
病
気
は
診

察
室
へ
症
状
を
持
ち
込
め
な

い
。
救
急
車
を
呼
ん
で
来
た
こ

ろ
に
は
も
う
治
ま
っ
て
い
る
。

診
察
室
で
「
じ
ゃ
あ
発
作
を
起

こ
し
て
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
検
査
の

結
果
が
出
る
ま
で
に
金
も
か
か

る
。
日
数
も
か
か
る
。
入
院
し

て
い
ろ
ん
な
検
査
を
し
て
初
め

て
治
療
方
法
が
考
え
ら
れ
る
わ

け
で
す
。

ま
た
、
街
角
の
専
門
医
が
と

て
も
少
な
い
。
全
国
に
は
て
ん

か
ん
セ
ン
タ
ー
と
厚
生
労
働
省

が
銘
打
つ
病
院
は
あ
り
ま
す

が
、
た
ま
た
ま
専
門
医
が
い
た

か
ら
そ
こ
を
て
ん
か
ん
セ
ン
タ

ー
に
し
た
よ
う
な
も
ん
で
す
。

本
当
の
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
は

静
岡
と
西
新
潟
に
し
か
な
い
。

他
で
は
専
門
医
が
い
て
も
開
業

し
た
り
定
年
に
な
る
と
、
専
門

医
の
補
充
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
。さ

ら
に
三
つ
目
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
日
数
の
問
題
、
お
金

の
問
題
の
次
に
、
移
動
。
家
庭

を
放
っ
て
お
い
て
高
い
電
車
賃

を
払
い
ず
っ
と
行
き
っ
放
し
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
高
松
】
貴
重
な
お
話
で
す
ね
。

お
金
と
時
間
と
距
離
・
・
・
。

【
北
山
】
私
は
形
成
外
科
、
整

形
外
科
、
皮
膚
科
の
診
療
科
で

す
が
、
や
は
り
整
形
外
科
の
患

者
さ
ん
が
多
い
で
す
。
年
代
的

に
は
高
齢
者
、
あ
と
は
ス
ポ
ー

ツ
を
や
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
。
会
社
に
勤
め
て
い
る
方
は

な
か
な
か
来
ら
れ
ま
せ
ん
。
時

間
が
な
い
と
い
う
の
が
患
者
さ

ん
の
言
い
分
で
す
。

高
齢
者
の
場
合
、
痛
み
を
ど

う
取
る
か
と
い
う
目
的
で
治
療

を
行
い
ま
す
。
少
し
正
座
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
少
し
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
状

態
ま
で
持
っ
て
く
る
の
に
か
な

り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ

こ
ま
で
持
っ
て
い
っ
た
患
者
さ

ん
が
十
月
か
ら
は
来
院
し
な
く

な
り
ま
し
た
。

中
で
も
一
生
懸
命
、
熱
心
に

来
ら
れ
た
方
々
は
、
窓
口
で
支

払
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
を

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
例
え

ば
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
注
射
を
し

た
り
、
薬
や
湿
布
を
処
方
し
て

い
た
方
は
、
自
分
で
そ
の
部
分

を
削
る
わ
け
で
す
。「
今
日
は

薬
は
い
り
ま
せ
ん
、
注
射
も
先

生
い
い
で
す
」
と
言
っ
て
、
最

低
限
の
点
数
、
支
払
い
で
押
さ

え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
非
常

必
要
な
治
療
が

必
要
な
治
療
が 

行
え
な
く
な
っ
て

行
え
な
く
な
っ
て 

必
要
な
治
療
が 

行
え
な
く
な
っ
て 

に
強
い
で
す
。

命
も
お
金
に
影
響
さ
れ
て
い

る
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
膝
を

良
く
す
る
た
め
に
は
少
な
く
と

も
こ
れ
だ
け
の
治
療
が
必
要
だ

と
、
そ
れ
を
全
う
で
き
な
い
状

況
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

あ
る
意
味
で
医
師
に
と
っ
て
や

り
が
い
が
な
く
な
っ
た
し
、
患

者
さ
ん
に
も
申
し
訳
な
い
と
い

う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
今
度
の
改
正
は
整
形

外
科
領
域
の
点
数
が
非
常
に
厳

し
い
の
が
特
徴
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
五
％
程
度
収
入
が
減

っ
て
い
る
と
い
う
結
果
も
出
て

い
ま
す
。

【
北
山
】
改
正
の
狙
い
は
、
毎

日
通
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
点

数
を
極
端
に
落
と
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
で
結

果
的
に
は
狙
い
ど
お
り
受
診
抑

制
が
起
こ
り
、
患
者
さ
ん
自
身

が
来
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

【
井
沢
】
私
の
所
で
も
Ｃ
型
肝

炎
で
強
力
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
Ｃ

を
使
う
患
者
さ
ん
が
い
ま
す

が
、
再
診
料
が
ど
ん
ど
ん
低
く

な
り
ま
す
。
一
日
お
き
に
来
ら

れ
る
患
者
さ
ん
は
一
回
来
ら
れ

て
注
射
し
て
二
百
四
十
円
く
ら

い
と
か
。

【
北
山
】
毎
日
来
て
い
る
患
者

さ
ん
の
中
に
は
従
来
の
八
百
五

十
円
を
月
に
四
回
払
う
負
担
額

よ
り
少
な
く
な
っ
て
る
患
者
さ

ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
分
だ

け
私
た
ち
に
し
わ
寄
せ
が
あ
る

わ
け
で
す
。

【
宇
野
】
て
ん
か
ん
の
場
合
、

薬
は
単
価
が
安
い
ん
で
す
。
安

い
こ
と
は
患
者
に
は
い
い
こ
と

で
す
が
、
結
局
も
う
か
ら
な
い

薬
は
製
造
を
止
め
よ
う
か
と
い

う
話
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う

す
る
と
結
果
と
し
て
、
薬
が
な

く
な
る
と
い
う
時
代
が
来
ま

す
。
て
ん
か
ん
の
薬
は
五
年
も

十
年
も
飲
ん
で
い
か
な
き
ゃ
な

ら
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
簡
単

に
切
ら
れ
る
の
は
と
て
も
耐
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

診
断
で
欠
か
せ
な
い
の
が
脳

波
の
診
断
で
す
。
検
査
点
数
が

落
と
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、

現
場
で
は
脳
波
を
と
れ
ば
と
る

ほ
ど
も
う
か
ら
な
い
仕
組
み
が

あ
る
。
脳
波
の
学
会
の
会
員
数

が
一
九
八
九
年
を
ピ
ー
ク
に
ず

っ
と
減
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

時
の
八
割
で
す
。
て
ん
か
ん
を

診
療
で
き
る
お
医
者
さ
ん
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
ん
で
す
。

倍
く
ら
い
の
報
酬
を
も
ら
わ
な

い
と
や
っ
て
い
け
な
い
と
あ
る

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

医
療
レ
ベ
ル
の

医
療
レ
ベ
ル
の 

低
下
が
心
配

低
下
が
心
配 

医
療
レ
ベ
ル
の 

低
下
が
心
配 

宇野　満雄氏
日本てんかん協会北越ブロック理事

高松　弘明
石川県保険医協会会長

（
十
一
面
の
続
き
）

土谷　慶明氏
石川県糖尿病協会副会長

（
十
三
面
に
続
く
）
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ら
、
す
ぐ
入
院
し
な
さ
い
と
言

わ
れ
て
十
日
間
入
院
し
ま
し

た
。ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
と
い
っ
て
、

走
り
な
が
ら
調
べ
た
ら
い
っ
ぺ

ん
に
心
臓
が
ダ
メ
だ
と
分
か
っ

た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
カ
テ
ー

テ
ル
で
検
査
し
ま
す
、
と
な
り

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
カ
テ
ー
テ
ル
撮

影
し
て
、
こ
こ
が
狭
窄
し
て
い

る
と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
う
ち

で
は
手
術
で
き
な
い
か
ら
県
立

中
央
病
院
へ
行
け
と
い
う
わ
け

で
す
。
す
る
と
県
立
中
央
病
院

で
ま
た
同
じ
こ
と
を
す
る
。
時

間
と
お
金
、
大
き
い
で
す
よ
。

医
者
は
そ
う
い
う
所
を
少
し
考

え
て
く
れ
な
い
か
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。

【
宇
野
】
私
も
同
じ
こ
と
を
思

い
ま
す
ね
。
て
ん
か
ん
の
場
合

で
も
、
病
院
や
開
業
医
、
診
療

所
も
含
め
て
、
有
効
な
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
欲
し
い

で
す
ね
。
町
医
者
が
高
度
な
、

高
い
検
査
機
器
を
と
て
も
買
え

る
わ
け
が
な
い
、
で
も
自
分
に

は
て
ん
か
ん
の
診
断
を
す
る

力
、
治
す
力
が
あ
る
と
い
う
場

合
、
依
頼
書
を
書
い
て
脳
波
を

大
き
な
病
院
で
と
っ
て
も
ら
え

ば
い
い
。
あ
と
は
自
分
が
ず
っ

と
治
療
の
投
薬
を
し
て
い
く
。

こ
れ
だ
け
の
情
報
社
会
だ
か
ら

い
く
ら
で
も
で
き
る
は
ず
で

す
。も

う
一
つ
は
、
何
で
行
く
た

び
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
既

往
症
を
書
か
さ
れ
る
ん
で
す
か

ね
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
先
に
知

り
得
た
デ
ー
タ
を
送
る
け
れ

ど
、
日
本
は
守
秘
義
務
が
す
ご

く
壁
に
な
っ
て
い
て
、
何
度
で

も
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

親
に
し
て
み
れ
ば
病
院
回
り
し

た
辛
い
思
い
出
を
繰
り
返
し
書

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悲
し

い
こ
と
で
す
。

ま
す
。

【
高
松
】
確
か
に
、
糖
尿
病
協

会
も
そ
う
で
す
が
、
患
者
さ
ん

自
身
が
か
な
り
専
門
化
さ
れ
た

知
識
あ
る
い
は
教
育
を
受
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
の
辺
り
が

こ
れ
ま
で
通
り
の
医
者
側
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
と
し
て
広
が
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

医
者
側
に
他
の
分
野
の
知
識

が
足
り
な
い
以
上
に
、
患
者
さ

ん
の
知
識
の
方
が
多
い
と
い
う

傾
向
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
辺

り
に
い
ろ
ん
な
不
満
や
問
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

【
北
山
】
患
者
さ
ん
が
あ
る
程

度
の
知
識
を
持
っ
て
聞
い
て
く

る
と
、
こ
ち
ら
も
そ
れ
に
合
っ

た
だ
け
の
勉
強
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
す
ね
。
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
他
方
、
簡
単

な
医
学
的
知
識
も
な
い
方
に
は

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

と
言
い
ま
す
が
、
ど
う
し
よ
う

も
な
い
ほ
ど
通
じ
な
い
こ
と
は

多
々
あ
り
ま
す
。
そ
う
言
う
意

味
か
ら
も
、
患
者
会
な
ど
で
患

者
さ
ん
が
知
識
を
持
っ
て
い
く

こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
テ
レ
ビ
か
ら
来
た
よ

う
な
知
識
は
も
の
す
ご
く
有
害

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
。
き
ち
ん
と
し
た
知
識
を

持
っ
て
い
る
方
と
、
逆
に
医
療

の
妨
げ
に
な
る
よ
う
な
知
識
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
方
も
多
く
い

ま
す
。
腰
痛
と
か
膝
関
節
痛
と

か
、
も
っ
と
あ
り
ふ
れ
た
病
気

に
関
し
て
も
き
ち
っ
と
し
た
形

の
も
の
を
教
え
て
く
れ
る
会
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

【
西
村
】
喘
息
の
患
者
で
も
、

同
じ
患
者
会
の
中
で
も
、
ス
テ

ロ
イ
ド
が
悪
い
と
い
う
こ
と
を

頭
に
入
れ
た
ら
、
絶
対
使
わ
な

い
と
。
必
要
な
時
に
は
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
い
や

私
は
使
い
ま
せ
ん
と
意
固
地
な

人
が
や
っ
ぱ
り
い
ま
す
。
な
か

な
か
正
し
い
知
識
、
適
切
な
治

療
は
広
ま
ら
な
い
気
が
し
ま

す
。

【
高
松
】
わ
れ
わ
れ
を
含
め
た

医
療
関
係
者
の
説
明
不
足
と
い

う
の
も
や
っ
ぱ
り
出
て
き
ま

す
。
的
確
に
情
報
を
皆
さ
ん
に

そ
の
場
そ
の
場
で
お
伝
え
し
て

い
な
い
と
い
う
反
省
に
も
な
り

ま
す
。

【
宇
野
】
て
ん
か
ん
協
会
が
二

〇
〇
一
年
に
会
員
の
実
状
調
査

を
し
ま
し
た
。
医
療
費
の
負
担

を
減
ら
し
て
欲
し
い
と
挙
げ
た

人
が
一
三
・
一
％
い
る
ん
で

す
。
本
人
だ
け
で
い
う
と
二
割

を
超
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

は
定
職
を
持
っ
て
い
な
い
人
が

非
常
に
多
い
。
就
職
す
る
際
の

差
別
が
著
し
い
の
で
す
。
そ
れ

な
の
に
医
療
費
が
上
が
っ
て
い

く
の
は
と
っ
て
も
つ
ら
い
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
全
部
親
が
肩
代

わ
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。て

ん
か
ん
患
者
の
車
の
運
転

は
つ
い
最
近
ま
で
は
絶
対
欠
格

（
ど
ん
な
症
状
だ
ろ
う
と
一
律

に
禁
止
）
で
し
た
。
だ
か
ら
仕

事
場
が
あ
っ
て
も
仕
事
に
就
け

な
い
。
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
ま

で
行
く
の
に
も
金
が
か
か
る
。

発
作
に
よ
っ
て
二
次
的
障
害
が

起
き
る
。
た
と
え
ば
自
転
車
に

乗
っ
て
い
て
発
作
が
起
き
て
、

ひ
っ
く
り
返
る
。
歯
が
折
れ
る

と
か
腕
が
折
れ
る
。
て
ん
か
ん

に
付
随
し
て
、
い
ろ
ん
な
意
味

で
生
活
費
に
金
が
か
か
る
。
せ

め
て
医
療
費
だ
け
で
も
下
げ
て

欲
し
い
と
い
う
の
が
患
者
の
願

い
で
す
。

【
高
松
】
非
常
に
重
要
な
お
話

で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ
医
療
機
関

側
で
は
、
病
状
だ
け
を
見
て

云
々
と
い
う
の
が
大
部
分
で

す
。糖
尿
病
や
て
ん
か
ん
な
ど
、

慢
性
の
病
気
の
方
の
生
活
費
の

問
題
と
か
あ
る
い
は
家
族
内
で

の
い
ろ
ん
な
問
題
、
本
当
は
そ

こ
ま
で
考
え
を
及
ぼ
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
現
実
に

は
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。

【
土
谷
】
合
併
症
が
出
る
と
、

目
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
腎

臓
で
二
日
に
一
度
は
透
析
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
も

お
い
で
る
。
医
療
費
の
償
還
制

度
は
あ
っ
て
も
、
仕
事
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
ね
。

【
宇
野
】
償
還
払
い
も
問
題
で

す
よ
。
途
中
で
発
作
が
起
き
た

ら
と
い
う
不
安
、
電
車
や
バ
ス

賃
使
っ
て
時
間
を
か
け
、
仕
事

を
休
ん
で
、
な
ん
だ
か
ん
だ
で

申
請
に
行
か
な
い
…
…
。
結
局

金
の
か
か
る
治
療
を
受
け
な
く

な
る
ん
で
す
。
こ
れ
じ
ゃ
治
る

も
の
も
治
せ
な
い
で
す
よ
。

【
西
村
】
や
っ
ぱ
り
医
療
費
の

問
題
で
す
ね
。
医
療
費
を
ど
う

軽
減
す
る
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
自
己
負
担
の
問
題
に
な
っ
て

く
る
。
三
割
に
な
っ
た
ら
大
変

だ
か
ら
ね
。

【
宇
野
】
健
康
保
険
で
あ
り
な

が
ら
健
康
保
険
で
な
く
な
っ
て

い
る
。
何
の
た
め
に
金
を
毎
月

納
め
て
き
た
と
い
う
、
そ
こ
で

す
ね
。
根
本
は
こ
こ
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
三
方
一
両
損
の
話

で
、
誰
が
一
番
得
を
し
て
い
る

か
。

【
司
会
】
こ
の
辺
で
、
保
険
医

協
会
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、

患
者
会
と
、
ど
う
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
視
点
を
移
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
保
険
医
協
会
へ
の

期
待
、
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、

お
願
い
で
き
ま
す
か
。

【
土
谷
】
二
年
ほ
ど
前
に
糖
尿

病
か
ら
か
、
狭
心
症
に
か
か
っ

た
ん
で
す
。
い
つ
も
か
か
っ
て

い
る
主
治
医
に
こ
ん
な
所
が
痛

い
け
ど
何
だ
ろ
う
と
言
っ
た

患
者
の
出
費
は

患
者
の
出
費
は 

医
療
費
以
外
に
も

医
療
費
以
外
に
も 

患
者
の
出
費
は 

医
療
費
以
外
に
も 

【
西
村
】
診
療
報
酬
の
こ
と
で

す
が
、
以
前
は
医
者
の
収
入
だ

け
に
関
係
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
。
し
か
し
、
診
療
報

酬
が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
患
者
へ
の
治
療
内
容
が
決
ま

る
と
い
う
こ
と
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。
今
の
診
療
報
酬
の
改
定

の
中
で
、
手
術
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
お
医
者
さ
ん
が
儲
か
ら
な
い

と
い
う
の
が
出
て
き
た
と
。
医

療
費
は
も
ち
ろ
ん
一
番
問
題
で

す
が
、
本
当
に
患
者
に
と
っ
て

必
要
な
治
療
が
し
て
も
ら
え
な

い
診
療
報
酬
の
決
め
方
に
不
安

と
憤
り
を
感
じ
ま
す
。
保
険
医

協
会
と
し
て
、
診
療
報
酬
と
い

う
の
は
単
に
医
者
の
儲
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
は

っ
き
り
と
主
張
し
、
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
く
問
題
だ
と
思
い

必
要
な
医
療
供
給
は

必
要
な
医
療
供
給
は 

診
療
報
酬
の
改
善
で

診
療
報
酬
の
改
善
で 

必
要
な
医
療
供
給
は 

診
療
報
酬
の
改
善
で 

（
十
二
面
の
続
き
）

大平　政樹
司会・石川県保険医協会理事

（
十
四
面
に
続
く
）
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こ
ん
な
病
気
が
世
の
中
か
ら
少

し
で
も
減
れ
ば
い
い
と
思
う
。

そ
う
い
う
点
で
は
患
者
と
医
者

は
両
輪
だ
と
思
う
。
そ
れ
を
分

断
さ
せ
た
り
、
混
乱
さ
せ
た
り

す
る
の
が
医
療
政
策
と
医
療
制

度
で
す
。自
分
た
ち
が
危
な
い
。

お
医
者
さ
ん
も
危
な
い
。
だ
か

ら
こ
こ
は
一
致
し
て
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
僕
の

思
い
で
す
。

【
西
村
】
一
般
的
に
医
者
は
医

者
、
患
者
は
患
者
と
い
う
感
じ

が
非
常
に
強
い
。
患
者
に
す
る

と
医
者
に
対
す
る
偏
見
が
あ
る

わ
け
で
す
。
医
者
は
儲
け
て
い

る
と
。
そ
う
い
う
偏
見
が
あ
っ

て
仕
事
が
な
か
な
か
一
緒
に
や

っ
て
い
け
な
か
っ
た
。
医
者
の

方
も
遠
慮
せ
ず
に
こ
う
あ
る
べ

き
だ
と
い
う
姿
を
患
者
に
訴
え

て
い
か
な
い
と
医
療
の
問
題
は

ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
い
く
気

が
し
ま
す
。

【
土
谷
】
以
前
、
あ
る
先
生
か
ら
、

一
日
に
四
十
人
も
五
十
人
も
診

察
す
る
先
生
が
偉
い
、
私
ら
は

三
人
か
四
人
し
か
診
な
い
か
ら

ダ
メ
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
病
院

に
対
し
て
売
上
げ
を
上
げ
る
方

が
い
い
医
者
な
の
か
、
二
〜
三

人
し
か
診
な
い
け
れ
ど
き
ち
ん

と
治
し
て
あ
げ
る
の
が
い
い
医

者
な
の
か
。
そ
の
境
目
が
難
し

い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

【
宇
野
】
て
ん
か
ん
学
会
を
主

催
さ
れ
た
某
国
立
大
学
医
学
部

の
教
授
が
こ
う
言
っ
て
い
ま

す
。「
病
院
の
会
議
で
自
分
の

科
は
収
入
が
少
な
い
と
言
わ
れ

肩
身
が
狭
い
」
と
。
そ
の
通
り

な
ん
で
す
よ
ね
。

ま
す
。

【
司
会
】
二
つ
問
題
提
起
が
あ

り
ま
し
た
。
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
医
療
情
報
の
共
有
と
い
う

問
題
。
診
療
報
酬
の
持
つ
意
味

を
掘
り
下
げ
、
協
会
と
し
て
そ

れ
に
対
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

ど
う
作
り
出
す
か
と
い
う
問
題

で
す
。

【
高
松
】
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関

し
て
は
数
年
前
か
ら
わ
れ
わ
れ

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
担
当
部

会
が
相
当
苦
労
を
し
て
石
川
県

全
域
の
『
病
院
マ
ッ
プ
』
と
い

う
の
を
毎
年
作
っ
て
い
ま
す
。

相
当
充
実
し
て
き
た
ん
で
す

が
、
病
院
に
関
す
る
い
ろ
ん
な

特
徴
と
担
当
医
師
の
名
前
を
収

載
し
て
い
て
か
な
り
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
司
会
】
医
療
情
報
の
共
有
化

は
医
師
会
で
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
治
療
完
結
型
の
病
院
は

次
の
所
へ
情
報
を
出
し
た
が
ら

な
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
数
年
の
間
に
電
子
カ
ル
テ

と
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
議
論

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
診
療
報
酬
の
問
題
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
高
松
】
医
者
が
医
療
運
動
を

や
る
と
い
う
の
は
、
点
数
が
下

が
っ
て
儲
け
が
少
な
く
な
る
か

ら
や
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
捉
え

方
が
こ
れ
ま
で
は
強
か
っ
た
の

で
す
。

し
か
し
、
今
回
三
千
万
筆
の

署
名
運
動
の
中
か
ら
、
患
者
さ

ん
自
身
が
自
ら
の
医
療
の
質
を

落
と
さ
な
い
た
め
に
、
と
い
う

考
え
が
か
な
り
出
て
き
て
い
ま

す
。
非
常
に
大
き
な
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。

医
療
従
事
者
の

医
療
従
事
者
の 

労
働
改
善
が
急
務

労
働
改
善
が
急
務 

医
療
従
事
者
の 

労
働
改
善
が
急
務 

【
井
沢
】
先
ほ
ど
狭
心
症
で
不

必
要
な
血
管
造
影
を
、
と
い
う

話
で
、
確
か
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
ス
ム
ー
ズ
に
働
い
て
い
れ
ば

そ
っ
ち
へ
行
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
一
方
で
は
診
療
報
酬

の
問
題
も
あ
る
ん
で
す
。
病
院

で
は
何
十
例
以
上
の
血
管
造
影

を
や
ら
な
い
と
点
数
の
三
割
カ

ッ
ト
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
ど

う
し
て
も
数
を
揃
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
問
題
も
現
実

に
は
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
病
院
の
収
入
と
大
き
く

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
問
題
で
す

ね
。

【
土
谷
】
医
療
機
器
も
高
い
し
、

医
者
も
雇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
分
か
り
ま
す
。
し
か

し
、
患
者
と
し
て
は
発
作
が
起

き
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
こ
そ
取
り
返
し
が
付
か
な

い
。

【
高
松
】
北
山
先
生
の
所
は
外

科
系
で
、
手
術
の
例
数
が
一
定

の
数
に
達
し
な
い
と
評
価
さ
れ

な
い
と
い
う
考
え
方
は
ど
う
で

す
か
ね
。

【
北
山
】
実
際
に
は
手
術
に
必

要
な
機
械
や
道
具
が
あ
る
か
な

い
か
が
問
わ
れ
て
い
て
、
手
術

者
の
技
術
レ
ベ
ル
が
正
し
く
問

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
ま

せ
ん
。
道
具
の
あ
る
所
で
な
い

と
い
い
点
数
が
も
ら
え
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
本
来
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ず
れ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

何
か
差
を
付
け
て
点
数
を
落
と

そ
う
と
い
う
意
図
し
か
見
え
な

い
感
じ
が
し
ま
す
。

【
司
会
】
も
う
一
つ
は
地
方
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
地
方
の
中

核
で
、
三
十
例
超
し
て
な
か
っ

た
ら
点
数
は
あ
げ
ま
せ
ん
よ
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
こ
の

地
域
医
療
の
核
が
消
え
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

【
高
松
】
医
療
事
故
と
か
医
療

ミ
ス
に
つ
い
て
患
者
さ
ん
の
立

場
か
ら
ど
う
考
え
ま
す
か
。

【
土
谷
】
患
者
側
か
ら
す
る
と
、

な
に
せ
医
療
ミ
ス
を
無
く
し
て

欲
し
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。
ど
う
し
た
ら
ミ
ス
が
無
く

な
る
の
か
。
と
に
か
く
確
認
し

て
く
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

【
宇
野
】
医
療
に
従
事
し
て
い

る
人
た
ち
の
労
働
条
件
が
ま
だ

ま
だ
悪
い
と
思
う
。
最
近
変
則

的
な
、
日
勤
か
ら
夜
勤
に
入
る

と
い
う
勤
務
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
う
ち
の
女
房
が
そ
れ
を
や

っ
て
い
て
ク
タ
ク
タ
な
ん
で

す
。
そ
う
い
う
無
茶
な
労
働
条

件
の
中
で
ミ
ス
が
起
き
る
ん
で

す
。そ

れ
か
ら
、
派
遣
の
職
員
が

病
院
の
中
に
入
っ
て
き
て
い
ま

す
。
常
勤
の
職
員
と
の
連
携
プ

レ
ー
が
取
り
に
く
い
よ
う
で

す
。
も
う
一
つ
は
皆
萎
縮
し
て

い
ま
す
。
結
局
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
も
伝
わ
ら
な

く
な
る
。

【
高
松
】
わ
れ
わ
れ
と
し
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
訴
訟
を

起
こ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
そ
の
辺
は
患
者
さ
ん
の
立

場
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
土
谷
】
患
者
の
質
も
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
昔
な
ら
お
医

者
さ
ん
っ
て
偉
い
も
の
だ
と
い

う
概
念
、意
識
が
あ
り
ま
し
た
。

今
の
患
者
は
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
な
い
。

医
療
制
度

医
療
制
度
が
招
い
た 

医
師
医
師
・
患
者
患
者
の
分
断 

医
療
制
度
が
招
い
た 

医
師
・
患
者
の
分
断 

【
司
会
】
マ
ス
コ
ミ
は
医
者
を

攻
撃
す
る
こ
と
は
正
義
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
ぜ
起
こ
る
の
か

と
い
う
所
ま
で
も
っ
と
進
ん
で

い
る
論
調
が
な
い
ん
で
す
よ

ね
。
研
修
医
の
問
題
も
夜
勤
の

当
直
の
お
話
も
そ
う
で
す
が
、

結
局
裏
に
見
え
隠
れ
す
る
の
は

経
済
的
な
問
題
で
す
。

【
高
松
】
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。
医
療
の
実
態
が
ど
う
い

う
ふ
う
に
患
者
さ
ん
に
捉
え
ら

れ
て
い
る
か
は
非
常
に
心
配
な

と
こ
ろ
で
す
。
私
も
外
来
で
静

脈
注
射
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
検
査
は
一
切
や
め
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
そ
う
な
薬

剤
の
静
脈
注
射
の
検
査
は
し
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
び
び
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
開
業
医
に

対
す
る
思
い
は
あ
り
ま
す
か
。

【
土
谷
】
三
十
代
の
こ
ろ
は
大

き
い
病
院
へ
行
く
の
が
イ
ヤ
だ

っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
待
ち

時
間
な
ん
で
す
。
個
人
病
院
だ

と
そ
こ
で
薬
も
出
る
し
、
短
時

間
で
サ
ッ
と
帰
れ
た
。
数
分
の

診
療
で
半
日
も
仕
事
を
休
め
な

い
ん
で
す
よ
。

【
西
村
】
車
に
乗
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
ど
こ
の
病
院
へ
も

行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね
。
そ
う
い
う
点
で
町
医
者
と

い
っ
て
も
昔
み
た
い
な
親
し
み

や
日
常
的
な
付
き
合
い
は
な
く

な
っ
た
淋
し
さ
は
感
じ
ま
す
。

【
土
谷
】
地
域
の
お
医
者
さ
ん

や
っ
た
ら
、
あ
そ
こ
の
家
は
あ

あ
い
う
生
活
様
式
で
家
族
が
何

人
だ
と
分
か
っ
た
方
が
患
者
さ

ん
も
安
心
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

【
宇
野
】
一
九
八
〇
年
代
の
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
街
角
の
お
医
者

さ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
校
区
の
よ
う

に
、
街
区
の
家
々
を
自
分
が
担

当
し
、
こ
こ
の
家
は
ど
う
い
う

病
気
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ

と
ま
で
全
部
把
握
し
て
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
指
示
を
し
て
い
る
と

聞
き
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。

【
司
会
】
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
で

す
ね
。

【
宇
野
】
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化

社
会
に
街
角
の
お
医
者
さ
ん
は

絶
対
に
必
要
で
す
。
家
で
死
に

た
い
と
い
う
人
の
死
亡
診
断
書

を
書
く
の
も
や
っ
ぱ
り
街
角
の

お
医
者
さ
ん
だ
ろ
う
し
。

【
司
会
】
そ
れ
で
は
、
今
後
、

保
険
医
協
会
と
患
者
会
が
、
ど

う
協
力
し
、
何
を
大
切
に
し
て

や
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
、
考
え
を
お
話
し

く
だ
さ
い
。

【
北
山
】
こ
こ
十
年
ほ
ど
前
か

ら
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
途
端

に
、
医
療
や
医
術
は
良
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
に
医
療
制
度
が

悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
明
ら

か
に
政
府
の
失
敗
な
ん
で
す

ね
。
そ
の
失
敗
に
対
す
る
認
識

を
政
治
家
は
き
ち
ん
と
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。医

術
と
医
療
制
度
は
、
車
の

両
輪
み
た
い
な
も
の
で
す
。
両

方
が
機
能
し
な
い
と
、
い
く
ら

医
学
が
進
ん
で
も
だ
め
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
、
い
ろ
ん
な

形
で
知
っ
て
も
ら
う
、
あ
る
い

は
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
わ
れ
わ
れ
医
師
も
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
宇
野
】
医
療
政
策
に
基
づ
く

医
療
制
度
は
、
医
学
と
は
ま
た

別
で
す
。患
者
は
治
り
た
い
し
、

お
医
者
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
こ

の
人
を
救
っ
て
あ
げ
た
い
し
、

【
高
松
】
と
に
か
く
医
者
も
患

者
も
同
じ
目
線
で
協
力
し
て
や

っ
て
い
か
な
い
と
、
医
療
制
度

あ
る
い
は
医
学
そ
の
も
の
が
立

ち
行
か
な
く
な
っ
た
時
代
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

【
井
沢
】
結
局
、
医
者
も
患
者

さ
ん
も
お
互
い
に
当
事
者
同

士
、
結
局
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
少

数
派
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
一
般

の
人
た
ち
に
対
し
て
ど
う
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
か
。
若
い
人
た

ち
は
全
然
無
関
心
で
す
。
若
い

層
に
や
っ
ぱ
り
訴
え
て
い
か
な

い
限
り
だ
め
だ
と
、
今
回
つ
く

づ
く
感
じ
ま
し
た
。

【
司
会
】
長
時
間
に
わ
た
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

日
は
た
く
さ
ん
の
問
題
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
医

者
と
患
者
が
一
緒
に
日
本
の
医

療
制
度
を
作
っ
て
い
く
と
い
う

大
前
提
を
確
認
し
合
え
た
議
論

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
ま
た

建
設
的
な
テ
ー
マ
を
定
め
て
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
拍
手
）

医
師
医
師
と
患
者
患
者
一
体
で 

医
療
制
度

医
療
制
度
の
改
善
改
善
を 

医
師
と
患
者
一
体
で 

医
療
制
度
の
改
善
を 

井沢　宏夫
石川県保険医協会副会長

北山　吉明
『石川保険医新聞』編集長

（
十
三
面
の
続
き
）
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㈲ヒポクラテス 

2003年 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

　
　
　
　
　

お
願
い
致
し
ま
す 

協
賛
会
社
一
同 

本
紙
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、そ
の
製
作

費
の
一
部
を
掲
載
各
社
よ
り
ご
協
賛
い
た

だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

石
川
県
保
険
医
協
会 
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こ
こ
で
質
問
で
す
。
保
健
所

と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど

う
違
う
の
？

「
保
健
所
は
知
っ
て
る
け
ど
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
っ
て
何
す

る
と
こ
ろ
や
」「
え
っ
、
保
健

所
な
く
な
っ
た
の
」「
市
町
村

の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ど
う

違
う
の
」な
ど
声
は
多
々
あ
り
。

ち
な
み
に
隣
の
富
山
県
は
、
厚

生
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
に
変

わ
り
ま
し
た
（
う
〜
ん
、
ま
す

ま
す
分
か
り
に
く
い
か
も
）。

保
健
所
と
い
う
名
称
は
、
し
っ

か
り
「
地
域
保
健
法
」
の
中
で

は
生
き
て
い
る
の
で
す
が
、
時

代
に
即
応
す
る
形
で
、
実
際
運

用
す
る
際
の
名
称
は
変
遷
し
て

い
る
の
で
す
。

石
川
県
で
は
、
平
成
九
年
に

機
構
改
革
で
、
八
カ
所
あ
っ
た

保
健
所
が
四
カ
所
の
保
健
所
と

そ
れ
ぞ
れ
の
各
支
所
四
カ
所
と

い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
十
二
年
に
は
、
密
度

濃
く
連
携
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て(

理
想
は)

、
健
康
を

守
る
保
健
と
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
福
祉
が
一
体
化
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
に
「
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

と
い
う
わ
け
な
の
で
す
。
ち
な

み
に
、
中
核
市
の
金
沢
市
は
、

一
カ
所
の
保
健
所
と
三
カ
所
の

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
県
と
違

っ
て
保
健
と
福
祉
が
ひ
っ
く
り

返
っ
て
、
ま
た
ま
た
や
や
こ
し

い
〜
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
健
康
推
進
課
が
あ
る
県

の
健
康
福
祉
部
も
、「
人
が
健

や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
」
を
保
障
す
る
保
健
と
福
祉

に
ま
た
が
る
課
を
総
括
し
て
い

る
部
署
で
す
。健
康
推
進
課
は
、

い
わ
ゆ
る
保
健
行
政
が
主
た
る

業
務
で
、
医
師
、
看
護
師
、
保

健
師
、
栄
養
士
な
ど
「
技
術
屋
」

と
呼
ば
れ
る
人
種
が
最
も
多
く

い
ま
す
。
現
場
の
実
情
に
即
し

た
施
策
づ
く
り
の
最
前
線
と
自

負
し
て
い
ま
す
（
手
前
味
噌
）。

自
ら
が
健
康
に
な
る
た
め
の
健

康
増
進
や
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
の
事
業
、
結
核
や
麻

疹
、O

-157

、
最
近
話
題
の
ウ

エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
な
ど
感
染
症

の
動
向
把
握
と
対
策
、
難
病
対

策
、
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
、
臓
器

移
植
関
係
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
更

年
期
ま
で
言
っ
て
み
れ
ば
人
の

一
生
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
す

べ
て
保
障
す
る
母
子
保
健
な
ど

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。と

て
も
フ
ェ
ア
な
精
神
の
林

正
男
課
長
の
も
と
、喧
喧
諤
諤
、

議
論
（
怒
鳴
り
あ
っ
て
い
る
だ

け
と
言
う
声
も
あ
り
？
）
と
笑

い
声
が
絶
え
な
い
、
多
分
県
庁

の
中
で
三
本
の
指
に
は
入
る
に

ぎ
や
か
な
課
で
す
。

「
保
健
と
福
祉
の
境
界
は
ど

こ
？
」
と
質
問
し
て
も
、
課
の

中
の
人
間
で
す
ら
答
え
は
バ
ラ

バ
ラ
な
く
ら
い
、
い
ま
や
現
代

が
求
め
る
も
の
は
、
人
の
「
安

心
」「
自
信
」「
自
由
」
を
保
障

で
き
る
保
健
と
福
祉
が
ボ
ー
ダ

ー
レ
ス
に
融
合
し
合
う
行
政
の

在
り
方
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
果
た
し
て
こ
の
課
題

に
対
し
機
能
し
て
い
る
の
か
？

こ
こ
か
ら
は
、「
行
政
は
縦
割

り
」「
県
の
行
政
が
し
て
い
る

こ
と
は
見
え
に
く
い
」
多
分
、

県
に
入
る
前
に
は
、
同
じ
こ
と

を
言
っ
て
い
た
一
県
民
と
し
て

の
見
聞
録
で
す
。正
直
言
っ
て
、

同
じ
健
康
福
祉
部
の
中
に
い
て

も
他
の
課
が
ど
う
動
い
て
い
る

の
か
、
分
か
り
難
い
の
は
事
実

で
す
。
年
度
当
初
に
、
各
課
の

事
業
の
分
厚
い
事
業
概
要
の
書

類
の
束
は
手
許
に
届
き
ま
す

が
、
膨
大
か
つ
細
か
す
ぎ
て
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
に
対

応
し
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
り

難
い
の
で
す
。
同
じ
課
の
中
で

も
、詳
し
い
事
業
の
在
り
方
は
、

そ
の
担
当
の
係
長
が
一
番
知
っ

て
い
ま
す
。「
係
長
行
政
」
と

皮
肉
ら
れ
る
現
実
も
あ
り
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
事
業
を
、
い

く
つ
か
の
課
が
個
々
に
行
っ
た

り
し
て
い
る
効
率
の
悪
さ
、
縦

割
り
の
遺
産
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

● 連 絡 先 ● 

新
県
庁
は
み
ん
な
の
も
の 

本
質
を
忘
れ
な
い
行
政
を 

〒920‐8580 
金沢市鞍月1丁目1番地 

石川県健康福祉部健康推進課 
TEL 076（225）1436

その28

石
川
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課 

沼
田
　
直
子
 

石
川
県
健
康
福
祉
部
 

健
康
推
進
課
担
当
課
長
 

保
健
保
健
と
福
祉
福
祉
を 

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
で 

保
健
と
福
祉
を 

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
で 

旧県庁内の健康推進課にて、筆者の沼田直子さん（右）
（1月6日より新県庁舎で業務が行われている）

第
一
線
の
方
々
方
々
が 

行
政
行
政
を
変
え
る
力 

第
一
線
の
方
々
が 

行
政
を
変
え
る
力 

し
か
し
、
流
れ
は
ゆ
っ
く
り

変
わ
っ
て
き
つ
つ
あ
る
希
望
の

光
も
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
言
え

ば
、
虐
待
を
含
め
た
子
育
て
支

援
は
、
子
ど
も
と
親
の
心
身
の

健
康
を
援
助
し
、
そ
れ
を
支
え

る
支
援
体
制
が
う
ま
く
か
み
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
育
て

支
援
課
、
健
康
推
進
課
な
ど
関

係
課
が
連
携
を
と
り
、
親
の
ケ

ア
事
業
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
の
大
き
な
変

化
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

に
、
ど
う
対
応
す
る
か
、
さ
ら

に
は
、
そ
の
中
で
生
き
る
力
そ

の
も
の
を
育
て
る
試
み
も
模
索

さ
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
る
前
か
ら
の
母
子
関

係
を
援
助
す
る
母
子
保
健
、
保

育
所
や
学
校
の
教
育
の
場
で
の

指
導
の
在
り
方
、
地
域
の
子
育

て
力
そ
の
も
の
を
育
て
る
な

ど
、健
康
福
祉
部
の
み
な
ら
ず
、

農
林
水
産
部
、
教
育
委
員
会
と

部
を
越
え
て
さ
ら
に
連
携
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
単
に
連

携
と
言
う
の
で
は
な
く
質
を
担

保
し
て
い
く
歩
み
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

保
健
と
福
祉
と
い
う
と
何
だ

か
分
か
り
に
く
い
―
―
、
で
も

人
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
シ
ン
プ
ル
で
も
本

質
を
忘
れ
な
い
問
い
か
け
が
、

複
雑
に
な
り
す
ぎ
た
機
構
や
手

順
を
見
直
し
、
事
業
の
た
め
の

事
業
を
す
る
よ
う
な
無
駄
を
省

い
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

県
庁
の
中
に
い
る
と
、
現
実

世
界
の
今
あ
る
問
題
と
乖
離
し

て
い
く
の
も
事
実
で
す
よ
。
虐

待
予
防
で
あ
れ
ば
、
医
師
は
薬

を
処
方
す
る
だ
け
で
は
こ
の
目

的
は
果
た
せ
な
い
、
育
児
支
援

も
延
長
線
上
に
で
て
く
る
、
ど

う
社
会
資
源
が
使
え
る
の
か
な

ど
な
ど
―
―
い
ろ
い
ろ
な
職
種

の
第
一
線
に
い
る
方
々
が
、
問

い
か
け
続
け
て
く
だ
さ
る
こ

と
、
行
政
の
方
向
性
が
乖
離
し

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
厳
し
く

見
つ
め
続
け
て
下
さ
る
こ
と

は
、
間
違
い
な
く
県
の
行
政
の

在
り
方
を
変
え
て
い
く
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
固
い
文
章
は
苦
手

―
―
、
で
も
行
政
の
話
題
を
書

く
と
な
ん
で
こ
う
な
る
の
か
な

―
―
。
ま
あ
、
気
軽
に
県
庁
に

お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。「
皆
さ

ま
の
新
県
庁
で
す
」
！

《新庁舎》石川県健康福祉部直通電話番号一覧 

厚生政策課（行政庁舎９階） 
　課長 225‐1410 
　庶務係 225‐1411 
　企画調整係 225‐1412 
　バリアフリー社会推進係 225‐1413 
　地域福祉係 225‐1413 
　指導監査係 225‐1414 
　援護係 225‐1414 
　FAX 225‐1409 
　［全国ボランティアフェスティバル担当］ 
　（県社会福祉会館内） 223‐7755 
　FAX 223‐7720

医療対策課（行政庁舎９階） 
　課長 225‐1430 
　企画管理係 225‐1431 
　医療企画係 225‐1433 
　国保指導係 225‐1432 
　国保医療係 225‐1432 
　看護係 225‐1433 
　FAX 225‐1434

長寿社会課（行政庁舎９階） 
　課長 225‐1415 
　企画管理係 225‐1416 
　企画指導係 225‐1416 
　在宅福祉係 225‐1417 
　施設福祉係 225‐1417 
　介護予防係 225‐1416 
　FAX 225‐1418

健康推進課（行政庁舎９階） 
　課長 225‐1402 
　企画管理係 225‐1436 
　保健計画係 225‐1437 
　健康増進係 225‐1436 
　母子保健係 225‐1437 
　疾病対策係 225‐1438 
　感染症係 225‐1438 
　［生活習慣病対策室］ 
　　室長 225‐1402 
　　担当 225‐1437 
　　FAX（薬事衛生課） 225‐1444

子育て支援課（行政庁舎９階） 
　課長 225‐1420 
　企画管理係 225‐1421 
　児童環境係 225‐1421 
　保育指導係 225‐1422 
　家庭福祉係 225‐1422 
　FAX 225‐1423

障害保健福祉課（行政庁舎1階） 
　課長 225‐1425 
　企画管理係 225‐1426 
　身体障害福祉係 225‐1427 
　知的障害福祉係 225‐1426 
　精神保健福祉係 225‐1427 
　生活保護係 225‐1428 
　FAX 225‐1429

薬事衛生課（行政庁舎９階） 
　課長 225‐1440 
　生活衛生係 225‐1441 
　薬事係 225‐1442 
　麻薬係 225‐1442 
　食品乳肉係 225‐1443 
　食品化学係 225‐1443 
　FAX 225‐1444

・健康福祉部長／225‐1400（行政庁舎9階） 
・健康福祉部次長（総括）／225‐1401（行政庁舎9階）　・健康福祉部次長（技術）／225‐1402（行政庁舎9階） 

住所／〒920‐8580　石川県金沢市鞍月1丁目1番地 

新番号は1月6日より 
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中
央
教
育
審
議
会
は
二
〇
〇

二
年
十
一
月
十
四
日
、「
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基

本
法
と
教
育
振
興
基
本
計
画
の

在
り
方
に
つ
い
て
」（
中
間
報

告
）
を
出
し
、
い
よ
い
よ
教
育

基
本
法
の
「
改
正
」
に
着
手
し

ま
し
た
。「
改
正
」
の
理
由
と

し
て
、
教
育
基
本
法
が
一
九
四

七
年
に
公
布
さ
れ
て
以
来
一
度

も
書
き
換
え
ら
れ
ず
、
時
代
に

合
わ
な
く
な
っ
た
と
か
、
日
本

の
伝
統
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な

い
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

は
た
し
て
そ
う
か
、
検
証
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
戦
争
の
た
め
の
教
育
か
ら
平

和
・
福
祉
の
た
め
の
教
育
へ

ま
ず
教
育
基
本
法
の
前
文
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
わ
れ
ら
は
、
さ
き
に
、
日

本
国
憲
法
を
確
定
し
、
民
主
的

で
文
化
的
な
国
家
を
建
設
し

て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福

祉
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
決
意

を
示
し
た
。
こ
の
理
想
の
実
現

は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の
力

に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
わ

れ
ら
は
、
個
人
の
尊
厳
を
重
ん

じ
、
真
理
と
平
和
を
希
求
す
る

人
間
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も

に
、
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個

性
ゆ
た
か
な
文
化
の
創
造
を
め

ざ
す
教
育
を
普
及
徹
底
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」

教
育
基
本
法
は
、
戦
前
の
教

育
勅
語
体
制
の
も
と
で
教
育
が

戦
争
に
奉
仕
し
た
こ
と
へ
の
反

省
の
上
に
立
っ
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
高
裁
も
そ
の

こ
と
を
認
め
て
、
判
例
の
な
か

で
「
こ
れ
は
、
戦
前
の
わ
が
国

の
教
育
が
、
国
家
に
よ
る
強
い

支
配
の
下
で
形
式
的
、
画
一
的

に
流
れ
、
時
に
軍
国
主
義
的
又

は
極
端
な
国
家
主
義
的
傾
向
を

帯
び
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
に
対

す
る
反
省
に
よ
る
も
の
」（
最

高
裁
判
所
大
法
廷
・
一
九
七
六

年
五
月
二
十
一
日
）
と
述
べ
て

い
ま
す
。

教
育
の
力
で
、
世
界
の
平
和

と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
、

そ
う
い
う
人
間
を
育
て
、
民
主

的
で
文
化
的
な
国
家
を
建
設
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
が
教
育

基
本
法
で
す
。「
改
正
」
論
者

の
言
う
よ
う
に
、
も
し
教
育
基

本
法
が
時
代
遅
れ
だ
と
す
れ

ば
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福

祉
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
て
、

民
主
的
で
文
化
的
な
国
家
を
建

設
す
る
た
め
の
教
育
が
時
代
遅

れ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
す
が
に
答
申
は
そ
う
は

言
い
ま
せ
ん
。
教
育
基
本
法
の

理
念
は
引
き
継
ぐ
と
言
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
引
き
継
ご
う
と
い

う
の
で
し
ょ
う
か
。

◇
「
国
家
・
社
会
の
形・
成・
者・
」
か

「
国
家
・
社
会
の
一
員
・
・

」
か

こ
れ
ら
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
加

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

が
、「『
公
共
』
に
主
体
的
に
参

画
す
る
意
識
や
態
度
の
涵
養
の

視
点
」、「
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
（
伝
統
、
文
化
の
尊

重
、
郷
土
や
国
を
愛
す
る
心
）

の
視
点
、
国
際
性
の
視
点
」
で

す
。
前
者
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ

う
。「『

公
共
』
に
主
体
的
に
参
画

す
る
意
識
や
態
度
」
は
教
育
基

本
法
第
一
条
の
言
う
「
平
和
的

な
国
家
及
び
社
会
の
形・
成・
者・
」

と
似
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
教

育
基
本
法
は
「
真
理
と
正
義
を

愛
し
、
個
人
の
価
値
を
た
つ
と

び
、
勤
労
と
責
任
を
重
ん
じ
、

自
主
的
精
神
に
充
ち
た
心
身
と

も
に
健
康
な
国
民
」
が
「
平
和

的
な
国
家
及
び
社
会
」
を
形
成

す
る
、
つ
ま
り
そ
の
尊
厳
を
認

め
ら
れ
た
個
人
が
国
家
や
社
会

を
つ
く
る
と
考
え
て
い
る
の
に

対
し
、
答
申
は
、
個
人
の
尊
厳

を
認
め
る
だ
け
で
は
国
家
や
社

会
と
い
う
「
公
共
」
は
た
ち
ゆ

か
な
い
か
ら
、
国
家
・
社
会
の

一
員
・
・
と
し
て
の
役
割
意
識
（
道

徳
心
、
自
律
心
）
を
育
て
よ
と

言
い
ま
す
。「
公
共
」
が
成
り

立
つ
た
め
に
は
、
個
人
の
尊
厳

が
損
な
わ
れ
て
も
や
む
な
し
と

言
う
わ
け
で
す
（
傍
点
は
筆

者
）。

◇
日
本
人
ら
し
さ
と
国
際
性

「
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（
伝
統
、
文
化
の
尊
重
、

郷
土
や
国
を
愛
す
る
心
）
の
視

点
、
国
際
性
の
視
点
」
に
つ
い

て
、
答
申
は
教
育
基
本
法
に
は

そ
の
視
点
が
明
示
さ
れ
て
い
な

い
と
言
い
ま
す
。
た
し
か
に
そ

う
い
う
文
言
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
日
本
人
と
し
て
世
界

の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
国
際
社

会
の
な
か
で
の
日
本
人
と
し
て

の
役
割
は
十
分
明
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
国
際
社
会
の
一
員
」

で
あ
る
た
め
に
は
な
ぜ「
伝
統
、

文
化
、郷
土
・
国
を
愛
す
る
心
」

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
世

界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢

献
す
る
日
本
で
あ
っ
て
こ
そ
愛

す
べ
き
国
で
あ
る
の
で
す
。
主

権
国
家
、
国
民
国
家
が
問
わ
れ

て
い
る
時
代
で
す
。
そ
も
そ
も

「
公
共
」
を
体
現
し
た
国
と
は

何
か
も
議
論
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
二
月
号
に
続
く
）

いしかわ県民教育文化センター創立12周年特別企画 いしかわ県民教育文化センター創立12周年特別企画 いしかわ県民教育文化センター創立12周年特別企画 
と　き 2003年3月1日（土） 

●午後1時30分～午後4時 

ところ 石川県教育会館3階ホール 
参加費 1,700円 

講演（1時間） 

映　画（1時間30分） 

【講　師】 早坂　暁氏（脚本家） 

【テーマ】 21世紀の核を語る 
夢千代日記から夏少女へ 

『夏少女』文部科学省選定作品 
瀬戸内海の島に住む、被爆者の夫婦（間寛平・桃井かおり）

と少年の家族に、ヒロシマで死んだ少女がとりついていくお
話。いわゆる《座敷童子》の民話を下地に、お話はすすんで
いきます。 
そして少女は《夕鶴》の民話のように、家族の人間愛につ

つまれ、失った未来を生きようとします。 

※連絡・問い合わせ先： いしかわ県民教育文化センター 

TEL 076－223－8415 
FAX 076－222－8415
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金
沢
大
学
教
育
学
部
助
教
授
　
山
本
　
敏
郎 

教
育
基
本
法
を
変
え
て
は
い
け
な
い
理
由（
そ
の
①
）

│
教
育
基
本
法
「
改
正
」は
改
憲
と
戦
争
へ
の
道
│

わ
 
け
 

「適時調査による要再指導」が 
 個別指導の選定理由に?

本紙前号に紹介したように、保険医協会が情報開示請求で石川社会保険
事務局から入手した個別指導関連文書では平成14年度医科医療機関（19
件）の選定理由は次のようになっている。
・集団的個別指導連動高点数 ……15件
・適時調査による要再指導 ………4件
石川県では平成14年度から個別指導の選定基準として「適時調査による
要再指導」が導入されていることが情報開示請求で明らかになった。
別掲にあるように「石川社会保険医療担当者指導及び監査実施要綱」に
は個別指導の選定基準として11項目が挙げられている。しかしこの11項
目には「適時調査による要再指導」は入っていない。にもかかわらず石川
社会保険事務局は4件もの保険医療機関を指導対象に選定している。昨年
11月17日に開かれた保団連審査、指導対策担当者交流集会でも選定基準
を逸脱した選定方法ではないか、と疑問が寄せられた。
この件について保険医協会から社会保険事務局に問い合わせたところ、
次の回答があった。
「適時調査とは、保険医療機関が届け出た施設基準の要件を実際に満た
しているか否か、施設に出向いて実地調査することを言う。その結果、著
しく要件を満たしていない施設をリストアップして平成14年度から指導対
象の保険医療機関に選定している。『適時調査による要再指導』が選定基
準になることを医療担当者に知ってもらうことで、届出の適正化を図るね
らいもある。」「『適時調査による要再指導』は、個別指導の選定基準の¡1

その他特に必要と認められた保険医療機関の該当するものと考えている。」
これでは何のための選定基準か甚だ疑問である。適時調査で問題点が指
摘された場合は一定期間を設けて「再調査」することになっている。いき
なり「要再指導」に選定することは行き過ぎである。石川社会保険事務局
のこのような選定方法について、会員の皆さんはどのように思いますか。

＜参考＞「石川社会保険医療担当者指導及び監査実施要綱」に記載されて
いる個別指導の選定基準

a 社会保険診療報酬支払基金又は国民健康保険団体連合会（以下「支
払基金等」という）、保険者、被保険者等からの情報提供があり、必
要があると認められるもの

s 個別指導の措置が「再指導」又は「経過観察」で改善が見られない
もの

d 監査の結果、戒告又は注意を受けたもの

f 医療監視の結果、問題があったもの

g 検察又は警察からの情報により、必要性が生じたもの

h 他の保険医療機関等の個別指導又は監査に関連して、必要性が生じ
たもの

j 会計検査院の実地検査の結果、必要性が生じたもの

k 正当な理由がなく集団的個別指導を拒否したもの

l 集団的個別指導を受けた保険医療機関等のうち、翌年度においても、
なお高点数に該当するもの

¡0 指定後6か月を経過した保険医療機関等（新規個別指導）

¡1 その他特に必要と認められた保険医療機関等
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私
が
お
酒
を
飲
む
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
大
学
生

に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
子
ど
も

の
時
、
何
で
こ
ん
な
苦
い
も
の

が
お
い
し
い
の
か
、
大
人
っ
て

不
思
議
だ
な
と
思
っ
て
い
た
の

も
つ
か
の
間
、大
学
生
に
な
り
、

ク
ラ
ブ
に
入
る
と
新
入
生
歓
迎

コ
ン
パ
が
待
ち
構
え
て
い
ま
し

た
。両

親
が
飲
め
る
の
で
、
私
も

飲
め
る
は
ず
で
す
。た
ち
ま
ち
、

お
酒
を
飲
ん
で
い
い
気
分
に
な

る
こ
と
が
好
き
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
中
で
も
ビ
ー
ル
が

大
好
き
で
す
。

ビ
ー
ル
の
場
合
、
最
初
の
一

杯
と
い
う
の
が
こ
た
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
ほ
か
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

で
は
、
こ
の
最
初
の
一
杯
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ビ
ー
ル
独
特
の
喉

越
し
が
た
ま
ら
な
い
の
で
す
。

特
に
熱
い
夏
の
日
は
最
高
で

す
。「
大
生
（
だ
い
な
ま
）
一

丁
」
さ
あ
こ
れ
か
ら
ビ
ー
ル
が

飲
め
る
と
思
う
と
楽
し
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
。

嫌
な
こ
と
を
一
切
忘
れ
て
、

陶
酔
の
世
界
へ
入
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
だ
ん
だ
ん
飲
ん

で
い
く
う
ち
に
、
気
分
が
よ
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
あ
こ
れ

か
ら
は
二
次
会
で
す
。
二
次
会

は
普
通
水
割
り
で
す
。
私
は
た

ば
こ
を
吸
い
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、

勝
手
に
手
が
水
割
り
の
コ
ッ
プ

を
持
っ
て
口
へ
と
運
ん
で
し
ま

う
の
で
す
。

つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
て
、
だ

ん
だ
ん
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
肝

臓
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
、
た

だ
た
だ
耐
え
て
時
が
過
ぎ
る
の

を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
せ

っ
か
く
の
楽
し
い
飲
み
会
も
こ

う
な
っ
て
は
台
無
し
な
の
で
、

飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
十
分
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

苦
し
か
っ
た
次
の
日
の
夜

は
、
さ
す
が
に
飲
み
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
次
の
日
に
な
る

と
ま
た
ま
た
飲
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
や
っ

ぱ
り
、
お
酒
に
は
そ
れ
だ
け
の

魅
力
が
あ
る
の
で
す
。
私
は
お

酒
を
飲
み
続
け
ま
す
。
た
だ
し

肝
臓
が
元
気
な
間
は
。

牛
村
　
繁
（
美
川
町
・
眼
科
）奥

田
　
宏
（
金
沢
市
・
精
神
科
）

年
の
瀬
も
近
づ
く
と
、
昔
、

忘
年
会
で
バ
カ
な
こ
と
を
し
た

の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
和
倉

温
泉
の
加
賀
屋
で
県
立
高
松
病

院
に
就
職
し
た
年
に
病
棟
の
忘

年
会
が
あ
り
、
チ
ー
ム
別
早
飲

み
大
会
で
優
勝
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
宴
会
の
前
に
風
呂
に

入
ら
な
か
っ
た
の
で
、
一
次
会

の
後
に
入
浴
し
た
ら
酔
い
が
回

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
そ

れ
で
も
ふ
ら
ふ
ら
と
ホ
ー
ル
の

二
次
会
に
行
く
と
、
ほ
か
の
病

棟
か
ら
も
看
護
婦
が
来
て
い
て

踊
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
お
ぼ
え
た
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス

を
披
露
し
よ
う
と
踊
り
の
輪
に

加
わ
っ
た
の
で
す
が
、
酔
っ
た

勢
い
余
っ
て
、
ダ
ン
ス
が
ス
テ

ー
ジ
中
を
め
ぐ
っ
て
し
ま
い
、

一
人
で
ス
テ
ー
ジ
を
独
占
し
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
ば
か
な
医
者
だ
と

い
う
こ
と
で
部
屋
で
し
こ
た
ま

飲
ま
さ
れ
、
嘔
吐
し
て
眠
っ
て

し
ま
い
、
翌
日
は
二
日
酔
い
で

一
日
寝
て
お
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
こ
と
を
十
回
以
上
し
て
き
た

私
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患

者
を
診
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら

因
果
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
す
。

こ
れ
ま
で
前
日
の
こ
と
を
憶
え

て
い
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を

二
十
回
以
上
し
て
い
ま
す
か

ら
、
依
存
症
の
自
助
グ
ル
ー
プ

で
そ
の
話
を
す
る
と
メ
ン
バ
ー

に
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

費
は
こ
こ
数
年
頭
打
ち
か
ら
漸

減
に
転
じ
て
お
り
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
患
者
が
今
後
も
増
加

す
る
と
は
考
え
に
く
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
一
年
間
に

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
死
亡

す
る
人
は
多
く
、
一
九
九
四
年

（
平
成
六
年
）
に
は
百
九
十
二

人
い
た
そ
う
で
す
。
本
当
に
ひ

ど
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
と
は
、

中
枢
神
経
抑
制
作
用
が
あ
る
薬

物
だ
と
認
識
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
薬
物
を
大
量
に
使
う
と
副

作
用
、
害
作
用
が
出
て
、
死
亡

す
る
こ
と
が
あ
る
と
理
解
し
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
酒
は
百
薬

の
長
、
万
病
の
も
と
。
薬
だ
か

ら
適
度
に
使
っ
て
、
人
生
を
豊

な
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

T
・
K
（
金
沢
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

K
男
は
無
類
の
酒
好
き
で
あ

る
。
父
親
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

小
さ
い
こ
ろ
、
日
曜
日
に
ス
キ

ー
な
ど
に
出
か
け
る
と
、
K
男

の
父
親
は
朝
か
ら
酒
を
飲
ん

だ
。（
大
丈
夫
。
父
親
は
酒
を

飲
め
な
い
の
を
嫌
っ
て
、
運
転

免
許
は
持
っ
て
い
な
い
）

家
を
出
る
と
き
に
飲
ん
で
、

白
菊
町
の
駅
に
着
く
と
飲
ん

だ
。
加
賀
一
の
宮
の
駅
で
飲
ん

で
、ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
飲
ん
だ
。

ス
キ
ー
で
滑
り
な
が
ら
飲
ん
で

（
ア
ル
ミ
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
ボ
ト

ル
を
ヤ
ッ
ケ
に
入
れ
て
滑
っ

た
）、
家
に
帰
っ
て
飲
ん
だ
。

そ
ん
な
だ
か
ら
、
K
男
は
、

社
会
人
に
な
る
と
、
休
日
に
は

朝
か
ら
酒
を
飲
む
も
の
と
思
い

込
ん
だ
。
医
局
に
入
っ
て
最
初

の
県
外
学
会
出
張
の
と
き
、
金

沢
駅
で
酒
を
飲
み
な
が
ら
オ
ー

ベ
ン
を
待
っ
て
い
た
ら
、
心
底

呆
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

仕
事
が
済
ん
で
夜
に
な
る
ま
で

飲
ま
な
い
よ
う
に
は
な
っ
た

が
、
一
旦
夜
に
な
る
と
飲
ま
な

い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
最
初
に

ビ
ー
ル
、
そ
の
後
は
日
本
酒
。

た
ま
に
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
も
嗜

む
。

K
男
の
女
房
も
酒
に
は
寛
容

だ
っ
た
。
疲
れ
た
顔
の
夫
が
飲

み
進
む
に
つ
れ
、
楽
し
そ
う
な

顔
に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
嬉
し

か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
だ

い
た
い
酒
は
欠
か
さ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
飲
み
干
す
ペ

ー
ス
が
あ
ま
り
速
い
と
、
家
中

の
酒
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
時
は
、
台
所
の
奥
か
ら

料
理
酒
を
探
し
出
し
て
飲
む
。

そ
れ
も
無
く
な
る
と
、
K
男
は

寂
し
く
な
る
。
結
婚
し
た
と
き

に
、
酒
が
切
れ
た
と
き
は
自
分

で
買
い
に
行
く
。
お
前
を
買
い

に
出
す
こ
と
は
し
な
い
。
そ
う

約
束
し
て
あ
る
の
で
、
外
に
買

い
に
出
る
な
ら
自
分
の
仕
事

だ
。
で
も
、
十
一
時
を
過
ぎ
る

と
商
店
街
の
一
角
と
い
っ
て
も

酒
屋
も
閉
ま
っ
て
し
ま
う
。

情
け
な
い
顔
を
し
た
K
男
を

見
て
、
女
房
は
ニ
ヤ
リ
と
し
て

言
っ
た
。

「
こ
ん
な
の
あ
る
け
ど
、
ど

う
？
」

お
お
っ
！
一
合
ビ
ン
だ
。
赤

く
開
運
招
福
と
書
い
て
あ
る
。

夫
婦
鶴
が
連
理
比
翼
で
描
か
れ

て
い
る
う
え
に
、
よ
く
見
る
と

延
命
長
寿
、
商
売
繁
盛
、
災
難

厄
除
、
交
通
安
全
と
あ
る
。
そ

し
て
、
正
面
に
「
し
あ
わ
せ
の

酒
」
！

え
っ
！
　
こ
れ
で
終
わ
り
か

っ
て
！
　
こ
れ
で
終
わ
り
で

す
。し

あ
わ
せ
の
酒
。
K
男
の
氏

神
様
。
久
保
市
乙
剣
宮
の
例
大

祭
に
お
参
り
し
た
も
の
だ
け
が

下
賜
さ
れ
る
。
こ
れ
ぞ
ほ
ん
と

う
の
「
し
あ
わ
せ
の
酒
」。

お
あ
と
が
よ
ろ
し
い
よ
う

で
。
チ
ョ
ン
！

最
初
に
吐
い
た
の
は
、
一
浪

し
て
い
た
夏
に
、
現
役
合
格
し

て
い
た
友
人
と
飲
ん
だ
時
だ
っ

た
。
サ
ン
ト
リ
ー
レ
ッ
ド
と
い

う
安
い
ウ
イ
ス
キ
ー
を
サ
イ
ダ

ー
で
割
っ
て
飲
ん
だ
の
だ
が
、

限
度
を
知
ら
な
い
悲
し
さ
。
明

け
方
に
ゲ
ー
ゲ
ー
吐
い
て
し
ま

っ
た
。
頭
は
ガ
ン
ガ
ン
、
吐
き

気
は
続
く
し
、散
々
で
あ
っ
た
。

酒
屋
の
看
板
を
見
た
だ
け
で

も
、
吐
き
気
を
催
す
の
に
は
閉

口
し
た
。
そ
れ
な
の
に
祇
園
祭

り
の
晩
に
、
浪
人
仲
間
と
ビ
ー

ル
を
飲
ん
で
、
吉
田
山
で
再
び

吐
い
た
。
前
回
で
懲
り
た
た
め

か
二
日
酔
い
に
は
な
ら
ず
に
済

ん
だ
。

大
学
生
に
な
っ
て
飲
む
機
会

が
多
く
な
っ
た
が
、
二
回
に
一

回
は
吐
い
て
い
た
よ
う
な
気
が

西
村
　
邦
雄
（
金
沢
市
・
内
科
）

〔答え　７面〕

（
十
九
面
に
続
く
）
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す
る
。
忘
年
会
の
幹
事
を
し
て

い
て
、
同
級
生
の
吐
物
の
処
理

を
さ
せ
ら
れ
た
の
も
懐
か
し
い

思
い
出
と
な
る
。

お
墓
参
り
に
行
っ
て
、
伯
父

に
酒
は
飲
ん
で
も
飲
ま
れ
る
な

と
諭
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
実
、
伯
父
は
飲
み
相
手
が
で

き
て
喜
ん
で
い
た
。
少
し
ず
つ

飲
め
る
量
が
分
か
っ
て
来
た
の

が
、
医
学
部
の
五
、
六
年
生
ご

ろ
。
友
人
と
二
人
で
ビ
ー
ル
を

一
ダ
ー
ス
飲
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。
父
の
と
こ
ろ
に
来
た
中
元

の
品
を
拝
借
し
た
も
の
。
ペ
ー

ス
を
守
れ
ば
そ
こ
そ
こ
飲
め
る

も
の
だ
と
自
信
を
つ
け
る
。

卒
業
し
て
、
自
分
の
金
で
飲

め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
人

で
飲
み
屋
に
行
く
と
い
う
こ
と

は
な
か
っ
た
。
病
院
の
行
事
で

飲
み
会
に
参
加
す
れ
ば
い
つ
も

注
ぎ
役
を
努
め
る
。
看
護
婦
さ

ん
に
勧
め
て
は
、返
杯
さ
れ
て
、

飲
み
過
ぎ
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を

繰
り
返
し
て
い
た
気
が
す
る
。

僕
の
側
に
座
る
看
護
婦
さ
ん
は

飲
ま
さ
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
同

僚
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
た
と
聞

い
た
こ
と
も
。

開
業
し
て
か
ら
は
、
専
ら
医

師
会
関
係
の
飲
み
会
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
る
。
連
区
の
医
師

会
の
会
合
だ
け
で
も
年
に
五
回

は
あ
る
し
、
十
日
会
と
い
う
飲

み
会
も
年
四
回
は
あ
る
。
さ
す

が
に
吐
く
ま
で
飲
む
と
い
う
こ

と
は
な
く
な
っ
た
。

五
十
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
飲

め
な
く
な
っ
た
と
自
覚
す
る
よ

う
に
も
な
っ
て
、
午
前
様
は
し

な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
毎
日
と

い
う
こ
と
は
な
い
が
、
晩
酌
で

冷
酒
を
ち
び
り
ち
び
り
と
や
る

の
が
一
番
と
い
う
と
こ
ろ
に
落

ち
着
い
た
。
や
っ
と
量
よ
り
質

と
い
う
境
地
に
近
づ
き
つ
つ
あ

る
の
か
も
。

「
お
ー
い
、
ゆ
う
い
ち
手
持

っ
て
て
く
れ
ー
」。

「
あ
き
ら
、
痛
く
せ
ん
と
い

て
く
れ
ー
」。

父
が
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
帰

っ
た
と
き
の
、
あ
る
晩
の
情
景

で
す
。
ゆ
う
い
ち
と
は
私
の
こ

と
、
あ
き
ら
と
は
父
の
一
つ
下

の
弟
で
内
科
医
で
す
。
父
は
当

時
、
と
あ
る
会
社
の
社
長
秘
書

を
し
て
い
て
、
強
く
も
な
い
お

酒
の
接
待
の
結
末
が
「
ゆ
う
い

ち
、
手
も
っ
て
て
く
れ
ー
」
と

な
り
、
静
脈
注
射
を
さ
れ
て
一

件
落
着
と
な
る
の
で
し
た
。
こ

の
や
り
取
り
の
と
お
り
、
父
は

痛
い
こ
と
に
人
並
み
以
上
の
恐

怖
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

話
は
飛
ん
で
、
私
が
小
児
科

医
に
な
り
少
し
医
者
ら
し
く
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
の
こ

と
で
す
。
プ
ロ
パ
ー
氏
の
接
待

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
少
し

い
い
気
に
な
っ
て
い
た
こ
ろ
、

父
は
見
か
ね
た
の
で
し
ょ
う
。

「
祐
一
君
、
お
酒
は
自
分
の

お
金
で
呑
む
の
が
一
番
お
い
し

い
よ
！
」。

接
待
し
た
り
、
時
に
は
さ
れ

た
り
の
父
に
は
、
接
待
の
席
で

の
お
酒
は
あ
ま
り
美
味
し
く
は

無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

最
近
、
こ
の
言
葉
を
言
っ
て

く
れ
た
父
の
年
ご
ろ
に
な
り

「
こ
の
言
葉
」
の
重
さ
が
身
に

沁
み
て
い
ま
す
。

お
酒
は
気
の
合
っ
た
仲
間
と

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
喧
々

諤
々
、
割
り
勘
で
。
時
に
は
一

人
で
好
き
な
音
楽
な
ど
聴
き
な

が
ら
、
静
か
に
杯
を
傾
け
る
の

が
よ
ろ
し
い
か
と
。

亡
き
父
へ
。
い
ま
、
あ
な
た

の
息
子
は
「
お
い
し
く
お
酒
」

を
呑
ん
で
い
ま
す
。

新
し
き
年
に
、
か
ん
ぱ
い
!!

横
井
　
衛
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

私
の
学
生
時
代
は
終
戦
前
後

の
こ
ろ
で
、
酒
と
い
え
ば
粕
取

り
焼
酎
が
幅
を
き
か
せ
、
エ
チ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
に
ク
エ
ン
酸
で

味
付
け
し
た
物
も
出
回
っ
て
い

ま
し
た
が
、
時
た
ま
メ
チ
ル
ア

ル
コ
ー
ル
で
失
明
し
た
人
の
噂

も
聞
き
ま
し
た
。
元
来
、
ア
ル

コ
ー
ル
に
弱
い
私
で
し
た
が
、

稀
に
本
物
が
手
に
入
る
と
つ
い

飲
み
過
ぎ
て
、
ぶ
っ
倒
れ
る
愚

行
を
繰
り
返
し
て
い
た
も
の
で

す
。小

児
科
医
局
へ
入
っ
た
時
、

市
内
で
開
業
し
て
い
た
叔
父

が
、「
教
授
や
先
輩
の
先
生
方

に
顔
や
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う

に
は
宴
席
が
チ
ャ
ン
ス
や
。
誰

よ
り
も
一
番
先
に
酒
を
注
い
で

回
り
、
一
番
先
に
芸
を
せ
ん
と

い
か
ん
ぞ
」
と
き
つ
く
言
わ
れ

ま
し
た
。

当
時
の
忘
年
会
は
医
局
員
だ

け
で
何
十
人
と
お
り
、
さ
ら
に

開
業
医
や
他
の
病
院
勤
務
の
先

生
方
も
出
席
さ
れ
、
正
に
き
ら

星
の
ご
と
く
で
、
私
た
ち
新
入

り
は
緊
張
し
て
末
席
に
控
え
て

い
ま
し
た
。
芸
妓
さ
ん
も
何
人

か
来
て
お
り
、
華
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
会
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
い
つ
お
酌
に
行
く
べ
き
か

タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
ら
ず
、
ま

た
、
大
勢
の
前
へ
出
て
芸
を
す

る
決
心
が
仲
々
つ
か
ず
、
つ
い

遅
れ
を
取
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。当

時
は
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ス
テ

ス
な
ど
居
ら
ず
、
宴
会
と
い
え

ば
芸
者
が
付
き
も
の
で
、
二
次

会
に
は
そ
の
置
屋
、
す
な
わ
ち

お
茶
屋
へ
行
っ
て
飲
む
の
が
粋

な
遊
び
で
し
た
。
私
も
宴
会
で

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
認
め
ら

れ
た
の
か
、
先
輩
に
西
の
廓
へ

連
れ
て
行
か
れ
、
始
め
て
芸
者

遊
び
な
る
も
の
を
体
験
し
ま
し

た
。何

人
か
の
芸
妓
が
唄
っ
た
り

踊
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
色
っ
ぽ

い
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
、
私
を

竜
宮
城
の
浦
島
太
郎
の
気
分
に

し
て
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
遊

ば
せ
上
手
の
プ
ロ
、
芸
者
な
ら

で
は
の
三
味
線
、
唄
、
踊
り
、

笛
、
太
鼓
と
、
い
ず
れ
も
一
流

で
、
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
た
血
の

滲
む
よ
う
な
練
習
が
想
像
さ

れ
、
私
の
彼
女
た
ち
を
見
る
眼

も
い
つ
の
間
に
か
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
帰
り
際
に
姉
さ
ん

芸
者
が
私
の
耳
元
で
き
つ
い
一

言
。「

あ
ん
た
、
若
い
妓
と
踊
っ

て
ば
か
り
い
て
・
・
・
。
新
入

り
は
、
ど
こ
で
も
先
輩
に
気
を

使
っ
と
ら
ん
と
駄
目
や
が
い

ね
！
」。

2合 1合 5合 8時間 10時間 1升 15時間 11時間 

飲んだお酒の量 眠った時間 

正　夫 

こずえ 

俊　一 

良　子 

（答え　7面） 

問題＝寝正月の一家４人。さて、４人の会話と表をヒントに、それぞれの睡眠時間とお酒の量を推理。
良子と俊一が飲んだお酒の合計と睡眠時間の合計を当ててください。 

良  子（娘） 私はあんまり飲まなかったけど、すぐ寝ちゃった。でも、半日以上ふとんに入っ
たりはしてないよ。母さんは私より寝てないみたいね。 

正  夫（父） 2合しか飲まなかった誰かさんが、オレよりたくさん寝るなんて…。 
こずえ（母） 父さんの半分しか飲んでないんだけど寝過ぎはだめだね。10時間以上寝る

と頭が痛いわ。二日酔いかしら。 
俊一（息子） 僕が一番飲んでいないと思ったけど、そうじゃなかったね。 

　  酒量と睡眠時間 　  酒量と睡眠時間 

村
田
　
祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

（
十
八
面
の
続
き
）
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渤海温泉は、年中無休で午前11時～午後11時・大人600円

とても親切な受付 屋内大浴場

ピラミッドのような外観のシーサイドヴィラ渤海

バイキングは多目的ホールで 料理のほかにケーキもサラダも渤海となりにある道の駅も必見 名物ひっぱり餅

フ
ロ
ン
ト
で
「
温
泉
＆
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
パ
ッ
ク
」
を
購
入

す
れ
ば
、そ
れ
ぞ
れ
千
五
百
円
、

六
百
円
の
と
こ
ろ
合
わ
せ
て
千

八
百
円
に
プ
ラ
イ
ス
ダ
ウ
ン
さ

れ
る
。
案
内
さ
れ
た
バ
イ
キ
ン

グ
場
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
部
分
が

吹
き
抜
け
に
な
っ
た
開
放
感
あ

ふ
れ
る
自
然
光
豊
か
な
別
世

界
。
そ
こ
に
並
ぶ
た
く
さ
ん
の

料
理
と
デ
ザ
ー
ト
は
美
味
に
し

て
彩
り
鮮
や
か
。
広
い
空
間
で

ゆ
っ
た
り
と
食
事
が
で
き
る
の

は
う
れ
し
い
。
ス
テ
ー
ジ
の
設

置
も
可
能
と
い
う
こ
の
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
は
、
一
度
、
保
険
医

協
会
で
音
楽
会
や
新
年
会
を
開

い
て
は
ど
う
か
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。
こ
の
パ
テ
ィ
オ
を
取

り
囲
む
よ
う
に
、
南
仏
の
趣
漂

う
三
十
三
室
の
客
室
が
あ
り
、

リ
ゾ
ー
ト
気
分
一
杯
の
こ
の
ホ

テ
ル
に
宿
泊
し
、
シ
ー
サ
イ
ド

ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ

ュ
ー
を
楽
し
む
の
も
格
別
で
あ

ろ
う
。

さ
て
、
満
腹
後
は
周
辺
を
散

策
す
る
も
よ
し
、
海
辺
で
桜
貝

を
探
す
も
よ
し
、
腹
ご
な
し
の

次
は
、
ホ
テ
ル
隣
接
の
渤
海
温

泉
に
入
る
。
大
浴
場
や
露
天
風

呂
、
サ
ウ
ナ
に
ジ
ャ
グ
ジ
ー
な

ど
、風
呂
の
博
物
館
の
ご
と
し
。

ホ
テ
ル
横
に
は
道
の
駅
も
あ

り
、
名
物
の
「
ひ
っ
ぱ
り
餅
」

粟
野
　
利
雄 

（
金
沢
市
・
内
科
） 

富
来
町 

その14

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
と
温
泉
と 

渤
海
渤
海 

渤
海  

を
訪
ね
て 

満
腹
で
ぽ
っ
か
ぽ
か 

ぶ
ら
り
富
来
町
に
車
を
走
ら

せ
た
。
何
度
も
訪
れ
た
町
で
は

あ
る
が
、
今
回
は
、
読
者
の
中

で
も
あ
ま
り
訪
れ
た
こ
と
が
な

い
と
思
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ッ

ト
を
ご
紹
介
し
た
い
。

富
来
と
い
え
ば
、
そ
の
海
岸

線
美
を
誇
る
能
登
金
剛
は
あ
ま

り
に
有
名
で
あ
る
。
松
本
清
張

の
「
ゼ
ロ
の
焦
点
」
で
一
躍
有

名
に
な
っ
た
ヤ
セ
の
断
崖
、
義

経
一
太
刀
の
岩
、
千
畳
敷
岩
、

か
ぶ
と
岩
、
義
経
の
船
隠
し
、

中
で
も
巌
門
は
、
そ
れ
ら
名
勝

奇
岩
の
象
徴
的
存
在
で
、
訪
れ

る
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
尊
厳
な

光
景
を
繰
り
広
げ
る
。

日
本
で
最
古
と
い
わ
れ
る
旧

福
浦
灯
台
、
日
本
の
水
浴
場
八

十
八
選
に
選
ば
れ
、
愛
ら
し
い

ピ
ン
ク
の
桜
貝
の
集
ま
る
増
穂

浦
海
岸
、
そ
こ
に
作
ら
れ
た
四

百
六
十
メ
ー
ト
ル
の
世
界
一
長

い
ベ
ン
チ
、
魚
の
い
な
い
水
族

館
、
キ
ャ
ン
プ
村
な
ど
な
ど
、

観
光
客
の
目
を
引
く
施
設
が
目

白
押
し
で
あ
る
。

そ
れ
ら
美
し
い
自
然
あ
ふ
れ

る
富
来
で
あ
る
が
、
こ
の
地
が

八
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て

日
本
と
渤
海
国
と
の
交
流
の
拠

点
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
当
時
の
ロ
マ

ン
を
現
代
に
甦
ら
せ
よ
う
と
、

二
〇
〇
一
年
七
月
二
十
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
の
が
、
富
来
町
が

経
営
す
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

「
シ
ー
サ
イ
ド
ヴ
ィ
ラ
渤
海
」

で
あ
る
。

こ
の
ホ
テ
ル
、
夏
の
み
の
リ

ゾ
ー
ト
地
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
金
沢

か
ら
も
連
日
バ
ス
で
訪
れ
る
目

当
て
は
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

と
渤
海
温
泉
で
あ
る
。

金
沢
か
ら
一
時
間
あ
ま
り
、

国
道
二
四
九
号
線
の
海
岸
沿
い

を
富
来
に
向
け
て
走
れ
ば
迷
う

こ
と
な
く
た
ど
り
着
け
る
。
道

路
左
側
に
光
輝
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

が
見
え
た
ら
、
そ
れ
が
渤
海
。

を
は
じ
め
、
地
元
の
サ
ザ
エ
や

海
草
、
瓶
詰
め
の
桜
貝
な
ど
を

お
み
や
げ
に
し
て
は
い
か
が

か
。さ

ら
に
詳
し
い
情
報
は
直
接

渤
海
に
電
話
（
〇
七
六
七
│
四

二
│
八
〇
八
〇
）
す
る
か
、
事

務
局
の
杉
野
氏
に
お
尋
ね
あ
れ
。

『保険医の経営と税務（2003年版）』 『保険医の経営と税務（2003年版）』 
ご希望の会員に 

進呈 
医業に係わる確定申告の実務書として、また、医療を守る立場から、激変する

税務情勢を鮮明にし、これを医業経営に生かせるようにと、今年も改訂版が発行
されました。 
１章の医業所得の計算も、フローチャートなどにより、申告、調査の流れを詳

しく解説しています。 

主な内容 
■確定申告のポイント 
■第1章　医業所得の計算 
■第2章　開業・承継・閉院 

■第6章　スタッフの税務と 
　　　　  給与実務の留意点 
■地方税 

※ご希望の会員には1冊無料でお送りします。 
　FAX・E-mailでお申し込み下さい。 

B5判・143頁　定価1,500円 

■お問い合わせ・お申し込みは協会事務局まで ―なるべくFAXをご利用ください― 

 FAX（076）231‐5156 TEL（076）222‐5373 E-mail： iskw-hok＠doc-net.or.jp

見本 
■第3章　相続税・贈与税 
■第4章　医療法人 
■第5章　年金と税金 

先着200名様 

●
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
●

屋外ジャグジー 屋外打たせ湯
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か
れ
こ
れ
、
も
う
四
十
年
近
く
前
の
話
で
あ
る
。

確
か
小
学
校
二
年
生
の
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
が
、
あ
る
日

学
校
か
ら
帰
る
と
、
父
が
こ
う
言
っ
た
。

「
お
い
、
将
棋
一
番
も
ん
で
や
る
」。

将
棋
は
、
兄
の
影
響
で
少
し
は
駒
を
動
か
せ
た
も
の
の
、

は
さ
み
将
棋
や
、
駒
倒
し
く
ら
い
し
か
や
っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
が
、
父
の
次
の
言
葉
で
決
定
的
に
な
っ
た
。

「
も
し
、
ワ
シ
に
勝
て
た
ら
、
小
遣
い
や
る
ぞ
。
そ
れ
に

ワ
シ
は
持
ち
駒
、
歩
三
枚
で
い
い
か
ら
」
と
言
っ
た
の
で
あ

る
。い

く
ら
何
で
も
こ
っ
ち
は
駒
の
す
べ
て
が
使
え
る
し
、
父

は
た
っ
た
の
歩
三
枚
で
あ
る
。
勝
利
を
確
信
し
た
私
は
す
ぐ

に
応
じ
た
。
そ
し
て
、
父
の
先
手
で
始
ま
っ
た
が
、
い
き
な

り
私
の
角
の
頭
に
歩
を
置
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

当
然
、
す
ぐ
に
角
頭
の
歩
で
歩
を
食
べ
た
と
こ
ろ
、
電
光

石
火
、
歩
を
角
頭
に
垂
ら
さ
れ
、
あ
っ
さ
り
角
を
取
ら
れ
、

そ
の
後
は
あ
れ
よ
あ
れ
よ
で
完
敗
を
き
っ
し
た
の
で
あ
る
。

あ
と
か
ら
分
か
っ
た
の
だ
が
、
将
棋
を
少
し
で
も
や
っ
た
こ

と
が
あ
る
人
は
す
で
に
お
分
か
り
だ
と
思
う
が
、
こ
の
場
合

は
角
道
を
開
け
る
の
が
定
石
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
、
何
と
か
一
回
く
ら
い
は
父
に
勝
ち
た
い
と
思

い
何
度
と
な
く
指
し
て
も
ら
っ
た
が
、
中
一
の
秋
に
他
界
す

る
ま
で
一
度
も
勝
て
な
か
っ
た
。

後
か
ら
の
話
で
あ
る
が
、
父
の
友
人
の
話
で
は
二
段
く
ら

い
の
棋
力
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
ど
う
り
で
い
つ
も
簡
単
に

ひ
ね
ら
れ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

幸
い
、
次
兄
も
将
棋
が
好
き
で
高
校
卒
業
く
ら
い
ま
で
は
、

い
っ
し
ょ
に
よ
く
対
戦
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
戦
成
績
は
七

分
三
分
で
私
の
負
け
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
に
勝
っ
た
と
き
は

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
、金
沢
で
浪
人
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
ろ
、

香
林
坊
の
映
画
街
の
一
角
で
大
道
将
棋
を
見
か
け
た
。
ち
ょ
う

ど
、
ヒ
マ
だ
っ
た
の
で
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
詰
め
将
棋
の
七
手

詰
め
く
ら
い
（
自
分
の
考
え
で
は
）
で
簡
単
そ
う
だ
っ
た
の
で
、

一
回
百
円
と
い
う
お
っ
さ
ん
の
口
上
に
乗
っ
て
、
参
加
し
た
。

賞
品
は
タ
バ
コ
が
三
カ
ー
ト
ン
か
外
国
製
の
ラ
イ
タ
ー
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
七
手
詰
め
ど
こ
ろ
か
延
々
三

十
一
手
詰
め
（
あ
と
か
ら
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
）
で
完
敗
し

た
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
〝
一
回
〞
百
円
と
は
〝
一
手
〞
百
円
と

い
う
意
味
で
、結
局
三
千
百
円
払
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

幸
い
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
千
円
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ

れ
で
勘
弁
し
て
も
ら
っ
た
。

し
か
し
、
ど
う
に
も
悔
し
く
て
、
大
学
生
の
兄
が
付
属
病

院
に
入
院
し
て
い
た
の
で
、
詰
め
将
棋
の
譜
面
を
必
死
に
な

っ
て
暗
記
し
て
、
病
院
に
持
っ
て
い
っ
た
。
兄
も
真
剣
に
考

え
て
く
れ
、
半
日
か
か
っ
た
が
、
何
と
か
詰
み
を
み
つ
け
、

喜
び
勇
ん
で
、
香
林
坊
へ
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
は
も

う
将
棋
の
お
っ
ち
ゃ
ん
は
い
な
か
っ
た
。
ど
う
も
、
あ
の
手

の
香
具
師
は
一
箇
所
に
長
居
は
し
な
い
ら
し
い
。
長
く
い
れ

ば
、
必
ず
解
か
れ
て
商
売
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
悔

し
い
の
と
寂
し
い
気
持
ち
と
が
交
錯
し
た
複
雑
な
気
持
ち
だ

っ
た
。

後
日
、
あ
る
将
棋
雑
誌
に
今
は
な
き
升
田
名
人
が
こ
う
書

い
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。「
昔
、
プ
ロ
に
な
り
た
て
の
こ

ろ
、
ひ
や
か
し
で
大
道
将
棋
の
詰
め
将
棋
を
解
い
て
小
遣
い

稼
ぎ
を
し
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
大
道
将
棋
の
詰
め
将
棋
は

難
解
で
素
人
は
手
を
だ
さ
な
い
ほ
う
が
い
い
。
プ
ロ
が
真
剣

に
読
ん
で
や
っ
と
詰
み
を
み
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
だ
か
ら
」
と

い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

大
学
に
入
っ
て
か
ら
も
、
年
に
数
回
く
ら
い
し
か
指
さ
な

か
っ
た
が
、
開
業
し
て
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
て
ネ
ッ
ト

を
始
め
た
途
端
、
ネ
ッ
ト
将
棋
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
土
曜

日
の
夜
な
ど
は
、
連
続
四
局
か
ら
五
局
く
ら
い
は
指
し
て
い

る
。
う
ち
の
子
ど
も
や
妻
は
部
屋
に
私
が
閉
じ
こ
も
っ
て
い

る
と
「
ま
た
、
将
棋
か
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
仕
事
の
気
分

転
換
と
決
め
、
何
を
言
わ
れ
て
も
馬
耳
東
風
で
聞
き
流
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
棋
力
の
ほ
う
は
一
向
に
上
達
せ

ず
、
も
っ
ぱ
ら
将
棋
を
楽
し
ん
で
い
る
。

将
棋
は
何
と
い
っ
て
も
、
お
金
が
か
か
ら
な
い
、
時
間
を

気
に
せ
ず
一
人
で
で
き
る
（
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
）、
迷
惑

を
他
人
に
か
け
な
い
、
頭
の
体
操
、
等
々
気
分
転
換
に
は
も

っ
て
こ
い
で
あ
る
。
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囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は7面にあります） 

実戦からです。 
白番で無条件で生きてください。 

将
棋
と
私大

平
三
四
郎
（
金
沢
市
・
歯
科
）

過日は、DV（ドメスティック・バイオレンス）被害の実態調査アンケートにご協力
賜りありがとうございました。県下で初めての調査でもあり、DV被害と医療機関との
関係や在り方を考えていく第一歩が踏み出せたと、心から感謝致しております。 
保健師などその他の方々からいただいたものを合わせて、ようやく単純集計を終え

ました。それを見ますと、「DV暴力の被害者がいた」と回答された方は、125人いら
っしゃいました。そのほとんどの方が「身体的暴力を受けていた」と回答され、また、
その過半数以上の方が「精神的暴力も受けていた」と回答されています。予想はして
おりましたが、医療関係機関にある方は、DV被害者との接触率が高く、DV被害の第
一発見者となることも多いように思われます。 
また、DV問題解決に向けて必要なこととして、「警察・相談機関・シェルターなど

との連携」を158人の方が、また、「DVについての研修会」を111人の方が挙げておら
れました。多くの方が関心をお示しくださり、積極的なご意見をお持ちと知って心強
く思いました。 
現在、中身についての分析を行っております。また、その報告会とシンポジウムの

準備も下記のように進めております。 

DVアンケートのお礼とお知らせ 
石川おんなのスペース代表　深川　明子 

日　時 

場　所 

日　程 

2003年 2月22日（土）午後1時半～4時 
石川県地場産業振興センター 
新館  コンベンションホール 
①DV被害アンケート調査報告（石川おんなのスペース） 
②シンポジウム（テーマ  DV被害の実態と対策） 
【パネラー】　近藤恵子／高松弘明／河南俊康／広岡立美 
※高松会長にもパネラーとしてご参加いただきます。会員の皆様方のご参加を
心からお待ちしております。お知らせかたがたご参加をお願い申し上げます。 

澤村誠志先生は切断と義肢において国際的に名を知られた整形外科医で、ドク
君の義足開発・装着を行ったことでも有名です。しかし、先生に対する評価の高さ
はそれに留まらず地域リハビリテーション医としての活躍にあります。 
病院の中だけでなく、地域・家庭での生活までみるのが本来の医療であり、それ

を広げるための地域での実践－まちづくり－、行政への働きかけ－政策提言－を
行ってきました。実践に基づく成果を踏まえて、 
1．経済優先の社会から生活重視の社会へ。地域リハビリテーションを新たな公共
事業とし、経済の活性化を 

2．地域における、かかりつけ医師のプライマリケアシステムによる２４時間のケア体制 
3．リスクを自己責任で克服することが自立生活へのチャレンジである 
4．ヤングオールドによる心豊かな社会づくり　ボランティア参加と政策提言 
といった提言・発言例に先生の考え方が表れています。 
先生の思想“どんなに体が不自由であっても、生活ができなくなっても、住み慣

れた地域の中で尊厳をもって住み続けることができるような、あたたかい世の中
を作りたい。心豊かな生活を作りたい”にじかに触れてみませんか？ 

石川県言語聴覚士会主催 

市民公開講演会 市民公開講演会 
「障害」者・高齢者の自立を考える テーマ 
─ノーマライゼーションをめざす地域リハビリテーション─ 

日本リハビリテーション病院・施設協会 
会長　澤村　誠志先生 

講　師 

2003年4月13日（日） 
午後2時～4時（開場：午後1時半） 

と　き 

石川県地場産業振興センター 
新館 コンベンションホール 
（金沢市鞍月2丁目1番地  TEL 076‐268‐2010） 

ところ 

無料※手話通訳・要約筆記付き 参加費 

【後　　援】 
（一部申請中） 

【問い合わせ先】 

石川県、金沢市、県医師会、県保険医協会、県歯科医師会、県看護協会、
県理学療法士会、県作業療法士会、県医療ソーシャルワーカー協会、  
県介護支援専門員連絡協議会、県失語症友の会、県脳卒中リハビリテー
ション推進協議会、県社会福祉協議会、県医療在宅ケア事業団、県老人
保健施設協議会 

石川県言語聴覚士会事務局 
やわたメディカルセンター　言語療法課 
TEL 0761－47－1212㈹　E-mail:st@katsuki-g.com
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雪
洞
の
中
で
一
人
で
寝
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
よ
ほ
ど

山
を
知
り
尽
く
し
た
人
だ
ろ

う
。
僕
自
身
、
初
め
て
の
雪

洞
体
験
は
、
富
山
の
毛
勝
山

二
千
四
百
十
四
メ
ー
ト
ル
の

山
頂
直
下
で
あ
っ
た
。
別
に

テ
ン
ト
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
以
前

か
ら
興
味
の
あ
っ
た
雪
洞
体

験
を
実
施
し
て
み
た
か
っ

た
。
剣
岳
の
展
望
を
楽
し
み

な
が
ら
、
持
っ
て
い
っ
た
シ

ョ
ベ
ル
で
約
二
時
間
ほ
ど
か

け
て
広
さ
一
畳
ほ
ど
の
快
適

な
雪
洞
を
こ
し
ら
え
た
。
ウ

ー
ン
初
め
て
の
手
作
り
に
し

て
は
上
出
来
だ
。

冬
眠
す
る
ク
マ
じ
ゃ
あ
る

ま
い
し
、
人
間
が
雪
の
穴
で

快
適
に
眠
れ
る
と
思
っ
て
い

る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
一

般
的
に
考
え
れ
ば
、
そ
ん
な

こ
と
を
す
れ
ば
凍
死
し
て
し

ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

の
も
無
理
は
な
い
。
と
こ
ろ

が
ど
っ
こ
い
、
こ
の
空
間
の

快
適
な
こ
と
。
猛
烈
な
風
や

雪
が
吹
き
付
け
る
冬
山
で

は
、
雪
洞
は
最
強
の
シ
ェ
ル

タ
ー
に
な
り
身
を
守
っ
て
く

れ
る
。
下
手
に
冬
山
で
テ
ン

ト
を
張
ろ

う
も
の
な

ら
、
風
で

テ
ン
ト
が

引
き
裂
か

れ
た
り
、

時
と
し
て

雪
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ

て
し
ま
っ

た
り
と
非

常
に
危
険

な
状
況
に

陥
っ
て
し

ま
う
。
そ

の
点
、
雪
洞
の
中
は
湿
気
は

あ
る
も
の
の
快
適
そ
の
も

の
、
外
が
嵐
で
あ
っ
て
も
音

は
完
全
に
遮
音
さ
れ
、
静
寂

そ
の
も
の
で
あ
る
。
周
り
を

削
れ
ば
水
は
い
つ
で
も
調
達

で
き
る
わ
け
だ
し
、
穴
を
掘

れ
ば
ど
こ
で
も
ト
イ
レ
に
な

り
、
用
を
足
す
ご
と
に
雪
で

埋
め
れ
ば
臭
い
が
洩
れ
る
こ

と
も
な
い
。
ロ
ウ
ソ
ク
一
本

で
も
灯
せ
ば
、
雪
に
反
射
し

て
そ
れ
だ
け
で
明
る
く
、
し

か
も
そ
こ
そ
こ
暖
か
く
雪
洞

内
は
零
度
を
下
回
ら
な
い
。

冬
山
に
お
い
て
は
ま
さ
に
夢

の
よ
う
な
住
ま
い
な
の
で
あ

る
。た

だ
し
こ
の
雪
洞
に
も
、

欠
点
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
雪
洞
内
で
ガ
ン
ガ
ン
火

を
た
い
て
い
る
と
、
天
井
が

融
け
て
だ
ん
だ
ん
下
が
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ

め
天
井
の
厚
み
が
十
分
あ
る

場
所
で
掘
ら
な
い
と
、
天
井

に
穴
が
開
く
こ
と
さ
え
あ
る

の
で
あ
る
。
こ
う
な
っ
た
ら

最
悪
、
一
晩
中
恐
怖
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か
つ
て
厳
冬
期
の
穂
高
岳

で
一
人
雪
洞
を
掘
っ
た
時
、

夜
ガ
ン
ガ
ン
火
を
た
い
て
そ

の
ま
ま
就
寝
、
朝
目
が
覚
め

て
起
き
て
び
っ
く
り
。
な
ん

と
寝
て
い
る
内
に
天
井
が
下

が
っ
て
き
て
、
寝
て
い
る
目

の
上
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
ま
で

に
迫
っ
て
き
て
い
た
。
す
ん

で
の
所
で
雪
で
生
き
埋
め
に

さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
以
後
、
雪
洞

の
天
井
の
高
さ
は
十
分
高
く

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
。誰

し
も
子
ど
も
の
こ
ろ

に
、
家
の
庭
先
で
か
ま
く
ら

を
作
っ
て
遊
ん
だ
経
験
が
あ

る
だ
ろ
う
。大
人
に
な
っ
て
、

子
ど
も
の
よ
う
に
夢
中
に
な

っ
て
か
ま
く
ら
を
掘
る
と
は

思
い
も
し
な
か
っ
た
。
雪
洞

に
限
ら
ず
山
の
世
界
に
は
、

非
日
常
的
な
楽
し
い
遊
び
が

一
杯
な
の
で
あ
る
。

天
井
に
要
注
意 

快
適
な
雪
洞
で 

山三昧 山三昧 
早川ドクターの 

早川　康浩（金沢市・内科） 
【第11話】　雪洞で過ごす一夜 

冬山の稜線…冬山の稜線では、強風によって、木々にもエビの尻尾
のような独特の造形が作り出される。

冬の荒島岳山頂…荒島岳は独立峰ゆえ風は強い。このような
状況ではテントはひとたまりもない。雪洞のみが身を守る。

正解者の中から抽選で5人の方に7面掲載の「雨宮知子コンサート」の前売券をペアでプレゼント 

１
　
ほ
し
い
と
思
う
心
。

―
の

皮
が
つ
っ
ぱ
る
 

２
　
ハ
ワ
イ
音
楽
の
4
弦
の
楽
器
 

３
　「
買
値
」
の
反
対
語
 

４
　
オ
ー
プ
ン

―
で
ド
ラ
イ
ブ
 

５
　
全
長
１３
〜
１５
メ
ー
ト
ル
の
ナ

ガ
ス
ク
ジ
ラ
科
の
海
獣
 

６
　
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
ア
メ
リ

カ
の

―
州
に
あ
る
都
市
 

７
　「
う
し
ろ
」
の
反
対
 

１０
　
ホ
ラ
ー
、
生
き
返
っ
た
死
体
 

１３
　
文
字
や
絵
を
紙
に
刷
る
 

１５
　
首
都
ソ
ウ
ル
、
国
名
は
？
 

１８
　
か
ぶ
り
も
の
の
昔
の
呼
び
名
 

２０
　
耳
だ
け
で
聞
く
放
送
劇
 

２２
　
汚
職
を
生
む
業
者
と
の

―
 

２４
　
ウ
ソ
ツ
キ
狼
少
年
の
本
業
 

２８
　
昔
か
ら
代
々
続
い
て
い
る
店
 

３０
　
天
照
大
神
の
弟
、

―
の
命
 

３３
　
河
豚
は
フ
グ
、
海
豚
は
？
 

３４
　
三
重
の

―
志
摩
国
立
公
園
 

３６
　
丸
く
て
ほ
そ
長
く
中
は
カ
ラ
 

３８
　
未
年
か
ら
２
年
後
は

―
年
 

１
　

―
を
か
か
げ
て
狗
肉
を
売
る
 

４
　
風
の
力
で
回
る
紙
の
お
も
ち
ゃ
 

８
　
１
か
ら
９
ま
で
の
か
け
算
の
表
 

９
　
保
養
地
。
行
楽
地
。
温
泉
地
 

１１
　
人
の
住
む
建
物
、
家
屋
 

１２
　
毎
年
。
い
つ
も
の
年
 

１４
　
首
の
う
し
ろ
。
え
り
く
び
 

１５
　
か
わ
い
ら
し
い
。

―
な
花
 

１６
　
飛
行
機
の
後
方
に
あ
る
つ
ば
さ
 

１７
　
赤
ち
ゃ
ん
が
最
初
に
見
え
る
色
 

１９
　
食
べ
物
を
も
る
平
た
い
器
 

２１
　
つ
ら
く
苦
し
い
め
に
あ
う
 

２３
　
迷
わ
な
い
で
、
幼
い

―
さ
ん
 

２５
　
北
朝
鮮
の
日
本
人

―
事
件
 

２６
　
シ
ン
デ
レ
ラ
は
ガ
ラ
ス
の

―
 

２７
　
お
ひ
つ
じ
座
の
次
は

―
座
 

２９
　
金
属
な
ど
を
す
っ
て
と
ぐ
道
具
 

３１
　「
狭
き
門
」
の
フ
ラ
ン
ス
作
家
 

３２
　
若
草
。
春
に
生
え
る
新
し
い
草
 

３４
　
足
は
十
本
で
ス
ミ
を
は
く
 

３５
　
線
路
の
雪
か
き
を
す
る

―
車
 

３７
　
石
川
県
北
部
の

―
半
島
 

３９
　
デ
ー
モ
ン
小
暮
の
グ
ル
ー
プ
名
 

４０
　
お
菓
子
を
つ
め
た
折
り
箱
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グレートバリアリーフのエンジンコートリーフでシュノーケリング。
ツアーのスタッフがデジカメで撮影し、プリントしたものをスキャナ
ーで取り込む。左が私で、右が妻

大
勢
の
人
た
ち
と
声
を
合
わ

せ
て
一
つ
の
歌
を
歌
う
、
そ
ん

な
経
験
は
お
お
か
た
の
人
が
持

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
ん
な

時
は
何
か
特
別
意
味
の
あ
る
出

来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
。
た
と
え
ば
身
近
な
と
こ

ろ
で
入
学
式
の
「
君
が
代
」
、

夏
、
知
り
合
い
の
フ
ラ
ン
ス

在
住
の
日
本
人
か
ら
メ
ー
ル
が

き
た
。

「
夏
季
休
暇
の
た
め
、
三
週

間
不
在
に
な
り
ま
す
」。

フ
ラ
ン
ス
人
は
、
バ
カ
ン
ス

の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
。
人
生

は
楽
し
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
働
く
と
い
う
の
は
、
頭

で
は
理
解
で
き
る
が
、
日
本
人

の
文
化
で
は
な
い
。
多
く
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
太
陽
を
求
め

て
南
に
、
南
に
移
動
す
る
ら
し

い
。
物
価
も
安
い
の
が
、
魅
力

だ
そ
う
だ
。

十
月
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
、
ナ

ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い

る
看
護
師
が
金
沢
に
き
た
。
彼

女
は
四
十
何
歳
で
、
独
身
。
週

三
十
二
時
間
の
パ
ー
ト
労
働
者

と
い
う
こ
と
。
彼
女
の
職
場
で

は
、
看
護
師
の
ほ
と
ん
ど
が
パ

ー
ト
労
働
者
だ
と
い
う
。
ほ
と

ん
ど
が
家
庭
を
も
っ
て
お
り
、

家
庭
の
都
合
に
よ
っ
て
働
く
時

間
を
決
め
て
い
る
そ
う
だ
。
彼

女
に
聞
い
て
み
た
。「
パ
ー
ト

と
フ
ル
タ
イ
ム
は
ど
の
よ
う
に

違
う
の
？
」。
彼
女
は
、
私
の

質
問
が
理
解
で
き
な
い
。「
も

ち
ろ
ん
収
入
は
違
う
よ
ね
」
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
彼

女
は
、
パ
ー
ト
で
あ
る
が
、
待

遇
は
フ
ル
タ
イ
ム
と
一
緒
だ
と

い
う
。
働
く
時
間
が
違
う
だ
け

だ
と
。
彼
女
は
、
春
一
週
間
、

夏
四
週
間
、
秋
一
週
間
の
休
暇

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
夏
の

四
週
間
の
休
暇
を
取
ら
ず
に
、

日
本
に
来
た
の
だ
と
い
う
。

日
本
で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で

す
ら
、
休
暇
を
と
る
こ
と
は
難

し
い
。
最
初
に
紹
介
し
た
フ
ラ

ン
ス
在
住
の
日
本
人
に
聞
い
た

話
で
あ
る
が
、
彼
女
の
ホ
ー
ム

ド
ク
タ
ー
も
き
ち
っ
と
バ
カ
ン

ス
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
間
、
ホ
ー
ム
ド
ク
タ

ー
が
指
示
し
た
別
の
医
師
に
、

か
か
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ド

ク
タ
ー
も
、
休
暇
を
取
る
時
に

は
別
の
ド
ク
タ
ー
に
依
頼
す

る
。
食
事
を
と
っ
た
り
、
睡
眠

を
取
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
バ

カ
ン
ス
を
取
る
こ
と
は
、
人
間

が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
こ

と
と
い
う
文
化
な
の
で
あ
ろ

う
。私

も
妻
と
一
緒
に
、
十
月
に

遅
い
休
暇
を
と
っ
た
。
四
泊
五

日
と
い
う
短
い
短
い
休
暇
で
あ

っ
た
。

ぜひお送りください 

読者アンケートハガキ 
新年号は、24面の大作になりました。いかがだった

でしょうか。 

本号も会員の皆様をはじめ、保険医協会と友好の

あるたくさんの団体・個人の方々からご寄稿頂き、盛り

だくさんの紙面企画になりました。 

本紙に同封しました「読

者アンケートハガキ」に、ぜひ、

本紙への感想をお寄せくだ

さい。また、22面のクロスワー

ドパズルにも、ぜひ、ご応募く

ださい。（編集部） 

夏季休暇3週間の フラ ンス 
会 

投 
員 

稿 

夏季休暇3週間の 
原　和人（金沢市・外科） 

～わが家は4泊5日～ 

フラ 
ンス 

卒
業
式
で
の
「
仰
げ
ば
尊
し
」、

運
動
会
の
「
若
い
力
」
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
い
ず
れ

も
僕
の
人
生
の
大
き
な
節
目
を

彩
っ
た
音
楽
で
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
自
ら
の
意
志
と
い
う
よ

り
は
、
規
則
に
従
っ
て
歌
わ
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
う

も
の
の
、
そ
れ
ら
は
大
き
な
喜

び
や
ち
ょ
っ
と
し
た
悲
し
み
の

記
憶
に
彩
ら
れ
て
お
り
、
忘
れ

難
き
歌
た
ち
で
あ
る
。

自
ら
の
意
志
で
歌
っ
た
忘
れ

難
い
歌
が
そ
の
後
の
人
生
に
登

場
す
る
。
時
は
一
九
六
六
年

（
昭
和
四
十
一
年
）、
浪
人
時
代

を
過
ご
し
た
京
都
。
四
条
河
原

町
通
り
に
面
し
た
狭
い
階
段
を

地
下
に
下
り
る
と
小
さ
な
扉
が

あ
っ
た
。
扉
を
開
け
る
と
中
か

ら
若
者
た
ち
の
歌
声
が
洪
水
の

よ
う
に
溢
れ
出
て
き
た
。
歌
い

た
い
人
が
好
き
な
歌
を
み
ん
な

で
歌
う
、
そ
ん
な
独
特
の
場
所

が
歌
声
喫
茶
「
炎
」
で
あ
っ
た
。

コ
ー
ラ
と
小
さ
な
歌
唱
本
を
片

手
に
イ
ス
に
座
る
と
、
僕
は
た

ち
ま
ち
コ
ー
ラ
ス
の
大
波
に
飲

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
若
者
た

ち
は
圧
倒
的
な
声
量
で
、
ロ
シ

ア
民
謡
、
世
界
の
歌
、
に
ほ
ん

の
愛
唱
歌
を
歌
い
つ
な
い
で
い

っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
コ
ー
デ
オ

ン
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
男
女
数

人
の
若
者
た
ち
が
歌
唱
指
導
を

し
て
い
た
。
彼
ら
は
大
学
生
の

ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
た
が
、
歌

が
上
手
で
輝
く
よ
う
に
美
し
か

っ
た
。「
歌
う
こ
と
は
こ
の
上

な
く
楽
し
い
、
心
を
一
つ
に
し

て
さ
あ
歌
お
う
」、
彼
ら
は
溌

剌
と
語
り
か
け
、
僕
ら
を
ぐ
い

ぐ
い
と
歌
の
世
界
に
引
き
込
ん

で
い
く
の
で
あ
っ
た
。
い
つ
の

間
に
か
僕
た
ち
は
手
を
取
り
合

い
、
何
重
も
の
輪
を
作
り
な
が

ら
合
唱
し
て
い
た
。
歌
わ
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
心
の

ま
ま
に
歌
う
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
、
そ
し
て
歌
が
多
く
の
人
の

心
を
一
本
の
糸
の
よ
う
に
紡
ぎ

あ
げ
て
い
く
不
思
議
さ
を
こ
の

と
き
始
め
て
知
っ
た
。

以
来
、
僕
は
何
か
に
つ
け
て

「
炎
」
の
ド
ア
を
押
し
た
。
そ

し
て
、
僕
は
一
つ
の
歌
が
好
き

に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
民
謡
の

「
と
も
し
び
」
で
あ
る
。
哀
愁

を
帯
び
た
メ
ロ
デ
ィ
と
楽
団
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
素
晴
ら
し
い
歌

詞
が
店
内
に
響
き
渡
る
と
き
、

僕
の
目
頭
は
き
ま
っ
て
熱
く
な

っ
た
。
浪
人
生
と
い
う
行
き
場

の
な
い
自
分
と
愛
す
る
人
を
祖

国
に
残
し
戦
い
に
赴
く
若
き
兵

士
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら

僕
は
何
度
と
な
く
こ
の
歌
を
歌

っ
た
。
や
が
て
、「
と
も
し
び
」

は
僕
の
忘
れ
難
い
歌
と
し
て
心

の
奥
に
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。

歌
声
喫
茶
は
一
九
五
六
年

（
昭
和
三
十
一
年
）
に
東
京
新

宿
の
「
灯
」
か
ら
全
国
に
広
が

っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九

六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
ご

ろ
の
最
盛
期
以
後
、
そ
の
数
は

徐
々
に
減
少
し
、
一
九
七
〇
年

（
昭
和
四
十
五
年
）
に
は
姿
を

消
し
て
い
る
。

さ
て
、
大
学
に
入
学
す
る
と

忘
れ
難
い
歌
は
そ
れ
ま
で
と
一

変
す
る
。
入
学
時
の
一
九
六
九

年
（
昭
和
四
十
四
年
）
は
東
大

紛
争
の
ま
っ
た
だ
中
で
あ
り
、

学
生
運
動
は
地
方
の
大
学
に
も

飛
び
火
し
て
い
た
。
そ
れ
は
翌

年
の
一
九
七
〇
年
安
保
闘
争
に

む
け
て
業
火
の
ご
と
く
日
本
全

土
を
焼
き
尽
く
そ
う
と
し
て
い

た
。
僕
た
ち
一
年
生
は
ほ
ぼ
全

員
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関

わ
ら
ず
学
生
運
動
に
巻
き
込
ま

れ
て
い
っ
た
。
授
業
の
な
い
教

室
で
難
解
な
議
論
を
戦
わ
し
な

が
ら
、
デ
モ
に
明
け
暮
れ
た
僕

た
ち
が
お
題
目
の
よ
う
に
歌
っ

た
の
が
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」
で
あ
っ
た
。
信
念
も
理
論

も
な
く
流
さ
れ
る
ま
ま
に
学
生

運
動
に
参
加
し
て
い
た
僕
に
と

っ
て
は
、
こ
の
歌
は
デ
モ
や
集

会
の
終
わ
り
を
告
げ
る
チ
ャ
イ

ム
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
歌
え

ば
歌
う
ほ
ど
歌
詞
と
裏
腹
な
自

分
の
心
が
鮮
や
か
に
見
え
始

め
、
常
に
強
い
後
ろ
め
た
さ
に

苛
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
歌
い
だ
す
と

心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
超
え
て

精
神
的
高
揚
感
が
高
ま
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。
や
が
て
精
神
が

麻
痺
し
た
よ
う
に
な
り
、
何
も

か
も
こ
れ
で
良
い
の
だ
、
正
し

い
の
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
ん

な
心
の
葛
藤
も
学
生
運
動
が
下

火
に
な
っ
た
一
九
七
一
年
に
は

嘘
の
よ
う
に
消
え
去
っ
て
し
ま

っ
た
。
思
え
ば
夢
の
よ
う
な
出

来
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
歌
は
ほ
ろ
苦
い
記
憶
と
共
に

今
も
心
に
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
降
、
大
勢
の
人
と
声

を
一
に
し
て
歌
っ
た
記
憶
は
も

う
無
い
。
歌
う
こ
と
が
い
や
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
。
ま
ぎ
れ

も
な
く
社
会
か
ら
そ
う
い
っ
た

現
象
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
学
生
た
ち
は
ひ
っ
そ
り

と
し
た
下
宿
の
四
畳
半
で
ギ
タ

ー
を
抱
え
、
身
の
回
り
の
さ
さ

や
か
な
幸
せ
や
出
来
事
を
歌
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
ま

だ
友
達
同
士
で
そ
ん
な
歌
に
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
つ
け
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
ん
な
中
か
ら
忘
れ
難

い
曲
が
二
、三
曲
生
ま
れ
た
が
、

未
熟
児
の
よ
う
に
弱
々
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
、
卒
業
し
医
局
に
入

り
、
医
師
と
し
て
長
い
年
月
を

生
き
て
き
た
が
、
こ
こ
ろ
を
一

に
し
て
歌
っ
た
こ
と
は
無
か
っ

た
し
、
も
う
こ
の
後
も
無
い
だ

ろ
う
と
思
う
。

知
ら
な
い
同
士
が
声
を
一
つ

に
し
て
同
じ
歌
を
歌
う
、
あ
れ

は
若
さ
の
持
つ
特
権
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
今
に
な
っ
て
は
っ

き
り
分
か
っ
た
こ
と
は
、
失
っ

た
も
の
は
忘
れ
難
き
歌
が
生
ま

れ
る
そ
の
よ
う
な
場
所
に
積
極

的
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
自
分

自
身
で
あ
り
、
誰
と
で
も
た
め

ら
い
な
く
一
つ
の
歌
を
歌
う
自

分
自
身
で
あ
っ
た
。
今
は
場
所

も
自
分
も
歌
さ
え
も
無
い
。
手

に
残
っ
た
も
の
は
忘
れ
難
き
歌

た
ち
が
生
ま
れ
た
記
憶
だ
け
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
は
何
年
た
っ

て
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。そ

う
、
あ
の
時
、
歌
う
こ
と

に
よ
っ
て
気
持
ち
が
一
つ
に
な

っ
た
。
魔
法
の
よ
う
に
信
頼
感

が
生
ま
れ
て
き
た
。
清
々
し
さ

と
力
強
さ
が
体
の
奥
か
ら
沸
き

上
が
っ
て
き
た
。
そ
し
て
互
い

を
強
い
連
帯
感
が
結
び
つ
け
て

い
っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

そ
れ
は
た
っ
た
一
つ
の
歌
を
み

ん
な
で
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
成

し
遂
げ
ら
れ
た
。

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
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【
第
十
一
夜
】「
忘
れ
難
き
歌
た
ち
！
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